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1　学校自己評価のねらい
これからの学校づくりの推進には，各学校が地域の倍額にこたえ，家庭や地域と連携協力した

教育活動を展開し，学校を地域に開かれたものにすることが必要であり，そのため，学校自己評
価を実施するためのシステムの整備や，保護者・地域住民への説明責任が求められている。

学校自己評価は，教育課程の編成・実施状況，指導方法や指導体制のエ夫改善の状況，児童生
徒の学習状況等を点検し，教育課程や指導計画，指導方法等について絶えず見直しや改善を行い，
特色ある教育活動を推進するとともに；その簿成状況等を保護者や地域住民に説明し，開かれた
学校を構築するために行うものであり，そのねらいは，次のようにまとめることができる。

（a）r開かれた学校づくりJからのねらい
学校が自己点検する姿勢を明らかにすることによって学校の経営責任を明確化し，保護

者や地域住民に理解され，支援される開かれた学校づくりを進める。
（b）「特色ある学校づくり」からのねらい

校長のリーダーシップと全教職員の共通理解の下，学校の教育目標の達成を目指して学

校組織と教育活動を活性化し，・特色ある学校づくりを進める。

（1）中央教育事鴇会答申（平成10年9月）
中央教育審議会は，平成10年9月に，学校と地域の在り方や，それを支える教育委員会の

在り方などに関する「今後の地方教育行政の在り方についてJを答申した。
この答申の第3章　一学校の自主性・自律性の確立について」では，地域住民の学校運営への

参画が掲げられ，r学校が地域住民の倍額にこたえ，家庭や地域が連携協力して教育活動を展
開するためには，学校を開かれたものとするとともに，学校の経営責任を明らかにするための
取組が必要である。このような観点から，学校の教育目標とそれに基づく具体的教育計画，ま
たその実施状況についての自己評価を，それぞれ，保護者や地域住民に税明することが必要で
ある。」との捷首がなされた。

そして，その具体的改善方策として，r各学校においては，教育目標や教育計画等を年度当
初に保護者や地域住民に説明するとともに，その達成状況等に関する自己評価を実施し，保護
者や地域住民に悦明するように努めること。また，自己評価が適切に行われるよう，その方法
等について研究を進めること。j　が示された。

（2）教育課程辛懐会答申　く平成12年12月）
教育課程審議会ほ，平成12年12月に，新しい学習指導要領のねらいを実現するための

r児童生徒の学習と教育課程の実施状況の評価の在り方について」を答申し，今後の児童生徒
の学習の評価の在り方，学習指導要領に示す目標・内容の達成状況の評価の在り方及び教育課
程の実施状況等から見た学校の自己点検・自己評価の在り方について捷首した。

この答申の第4章にはr教育課程の実施状況等から見た学校の自己点検・自己評価の推進」
が掲げられ，次の4点が提言された。

①　各学校が，児童生徒の学習状況や教育課程の実施状況等の自己点検・自己評価を行い，そ
れに基づき，学校の教育課程や指導計画，指導方法等について絶えず見直しを行い改善を図
ることは，学校の兼務である。

②　各学校が行う自己点検・自己評価の内容としては，教育課程の編成状況・実施状況，指導方

法や指導体軋の工夫改善の状況，児童生徒の学習状況等があるが，具体的な項目，方法等鱒，
各学校や設置者が地域や学校の実態に応じて適切にエ失する必要がある。

③　各学校における自己点検・自己評価に当たっては，学校評議員制度を活用することなどに

より，結果を保護者や地域の人々に説明することが重要である。また，点検・評価の実施に
当たっても，保護者や地域の人々の声を参考に進めることが大切である。

◎　今後，各学校における自己点検・自己評価が適切に行われるよう，関係機関において自己
点検・自己評価の内容，方法，公表の在．り方等についての研究開発を進めることが必要であ
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り，それらに基づく各学校での実践を進めることが期待される。

2　学校自己評価調査研究モデル校事業

岡山県教育委員会では，平成12年度にr学校自己評価調査研究モデル校草創を策定し・県
立学校4校（岡山朝日高等学校，水島工業高等学校，井原高等学校，兼備養護学校）を学校自己
評価調査研究モデル校（以下，「モデル校」と略す○）に轄定し左次に示す実施要項に従って調
査研究を進めた。本冊子は，その成呆をまとめたものである。．．

‾▲

学校自己評価調査研究モデル校事業㌧舞苑要項　こ、

1　趣　旨

県立学校における学校自己評価の評価項目や評価方法，

い，もって県立学校の教育の充実に資する。

2　期　間

調査研究の期間は，原則として平成12年度及び平成1

3　内　容

モデ／レ校は，次に示す課題について調査研究を行う。

（1）自己評価の在り方について

①学校の教育目標の設定について

②評価項目について

③評価基準について

④評価実施対象者について

その括用の在り方等について調査研究を行

「

3年度の．2年間とする。

．．．∴・・‾ユ†・」、

・・■、・「・

⑤実施時期について■

（2）保護者や地域住民への説例の凍り方について

（3）学校自己評価結果の活用の在り方について　　　　√■■

ト

ニ・・．．J

・＼

（4）その他　　　　　　　　　T r　　服γ・・　　　・

4　運　営　　　　　　　　　結い噂　　■■叫　．㌦一　打畑∴嘉灘

（1）モデル校は，校内の研究体制を整備し，計画軌継続的に調査研究を進めるものとする。

（2）モデル校は∴県教育委鼻竃と密接な連絡を㈲りヾ；諾の指導・助嘗の下にそれぞれ調査研究を進める

ものとする。　　　　　　－・て．〆廿、】Lほ凋嘩灘パ噂立言媒ぺ

（3）モデル校は，各年度のはひ捌こ調査研究計画書を県教育委員会に提出するものとする。

（4）モデル校吼各年度の終わりにはその調査研究の渡渉状況について調査研究の概要を県教育委員会

に提出するものとする。

（5）モデル校は，必要に応じ，調査研究の成果を公表することができるものとする。

く6）県教育委員会は，モデル校の適切堰琶常に資摺る・た軌学校自己評価調査研究モデル校連絡協議会

を開催する。

5　経　費　　　　　・リ　ー矩触凍洩詫トパ裾㌢十や斗章叛

県教育委員会は，予算の範領内で調査研究曙ための経費を毎年度支出する。

3　岡山県立学校の管理運営に潤する規則雄一品け・1
平成13年3月23日・；′・鳩山県立学校の管理運営に関する規則が制定され，同年4月1日

から施行されている。この規則において，「第71粂　学校の自己評価等」が新規に設定された。

（ただし，これに係る規定は，・r平成・14年4月1日かしら施行。）

第71条　校長は，学校における教育活動等の状況について自ら点検及び評価を行い・その
結果を保護者及び地域住民に説明するものとする。

（1）趣　旨
本条は，開かれた学校づくりを進める観点から・学校の教育活動等の状況を自己評価し，そ

の結果を保護者等にも説明して意見を求め，それらを踏まえて学校運営等の改善に結び付けて
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いくために定められたものである。

（2）解釈及び運用

（む　r学校における教育活動等」とは，r学校の教育目標，教育計画，教育活動」のことであ
るが，教育課程の縁戚・実施状況などの教育活動面と施設・設備面などが考えられる。

②　r自ら点検及び評価」を行うためには，事前に点検・評価項目や評価基準などを作成する
とともに，評価実施者を教職眉だけとするのか，保護者や生徒まで拡大するのか，その場合
の評価結果の取扱いなどを定めておく必要がある。

③　r結果を説明Jするに当たっては，どのような方法で，どのような内容について説明する
のか検討しておく必要がある。また，説明した後，保護者や地域住民から意見を求め，それ
を学校運営の改善に生かすよう努めなければならないが，その手順などについても定めてお
く必要がある。

◎　r地域住民」とは，学区の広い高等学校にあっては，＿地域住民をどのようにとられるかは

難しい問題である。一つの方法としては，ホームページでの紹介や市町村の広報誌への掲載
などが考えられるが，学校評議員制度と関連を図ることも望まれる。

⑤　学校自己評価を円滑に実施し，有効なものとずるためには，校長は，年度はじめなど機会
をとらえて，保護者等に対し学校の教育目標や教育方針等を説明するとともに，学校自己評●
価の趣旨やシステムを十分理解してもらうことが大切である。

⑥＿本条については，平成14年4月1日から施行される。（平成12年度から試行中）

工Ⅰ　　学校自　己評価実施上の留意事項

1　r評価Jとは
学校の教育活動は，計画・実践・評価という一連の活動を繰り返しながら行われるものである‘

したがって，教育活動における　r評価」とは，教育目標の達成状況を確敬し，その結果に応じて
その後の教育計画を調整する活動であると言える。これは，学校評価についても学習評価につい
ても同じであり，基本的には　r誰が（評価実施対象者）」「いつ（評価実施時期）J r何を（評
価項目）J「どのように（評価方法）」「どの程度（評価基準）」評価するのかなどの評価計画
に沿って実施することになる。

2　目標の設定
評価を行うためには，目標が明確にされていなければならない。学校自己評価を学校全体で進

めていくには，各学校が学校・生徒・地域の実態等に応じて学校の教育目標や教育方針等を策定

するなど，目標を明確化するとともに，それを，教職員研修や職員会萬等を通して共通理解を図
り深めていくことが必要である。そして，学校自己評価を円滑に実施するために，学校自己評価
の趣旨や内容も含めて，年度はじめなどに保護者等に対し教育目標等を説明することが大切であ
る。
なお，各学校では，学校自己評価の計画・実施等についての企画，運営上生じる諸問題につい

ての連絡・調整，評価結果を基にした改善策の立案等に当たる組織（委員会や分掌）を設置する
ことが必要である。（各モデル校での組織を参原。）

■3　評価項目
評価項目は，学習評価での「評価規準J，つまり，評価の質的な基準に相当するものである。

学校自己評価における評価項目を大別すると，教育課程の編成・実施状況等に関する「教育活動

に関する評価項目Jと，施設・設備や管理運営面等に関する－r教育諸条件に関する評価項目Jに
分けることができる。また，r県内の学校に共通する評価項目Jと　r学校独自の評価項目」とい
う分類や，r内部評価（教職員による評価）の項目」と　r外部評価（教職員以外による評価）の

項目Jという分類も考えられる。学校自己評価における評価項目の＿設定に当たっては，教育目標
等を踏まえて，一面的な項目に偏るのではなく，観点を設けるなどして多面的に設定することが
大切である。
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4　県立学校に共通する評価項目
県立学校については，教育活動に関する内部評価に関して，共通する評価項目（以下，r共通

項目」と略す。）を示した。これを別表（p．6～7）に示す。共通項目は，岡山県の教育行政の
目標や方針を示した『おかやま教育ゼジョンく平成11年3月）』の基本方針に基づき，

〔観点Ⅰ〕豊かな心を培う教育
【観点Ⅱ〕個性と創造力をはぐくむ教育
〔観点Ⅲ〕学校・家庭・地域社会の連携

を三つの観点として設定した。そして，各観点について，教育課程等の学校の教育括動に関する
評価の項目となりうるものを抽出して設定するとともに，学校の教育活動の実態を具体的に把握

するための設問例（教職鼻対象）を示した。各学校において軋．Ⅰ～Ⅲの三つの観点に基づき，
学校の実態，評価の時期や対象者等に応じて，それぞれの評価項目及び設問例の全部又は一部を
選定・改変・統合・細分化などして，評価項目を設定していただきたい。

なお，各学校は，校種・学部・学科・課程等をはじめとして，それぞれ特色を有しているため，
その学校の教育活動を評価するには，その学校独自の評価項目が必要である。したがって，共通
項目のほかに，学習指導・生徒指導・進路指導等について王に細かい観点・項目を放けたり，学
科の特性や生徒会活動専に焦点を当てた観点・項目を放けたりして，学校独自の観点・評価項

目・設問を作成することも必要である。　　　　　　　　　　■
また，共通項日は，学校自己評価の中心に位置する　r教育活動に関する評価項目J■についての

みを示しているため，施設の整備状況や安全面に関する危機管理などのr教育諸条件に関する項

目」や，生徒・保護者等を対象としたr外部評価（教職員以外による評価）の項目Jについては，
各校独自に評価項目や設問を作成していただきたい。

5　評価方法・評価基準
各項目の達成状況等をみるためには，評価項目・評価実施対象者・評価実施時期等に応じて評

価方法を選定する必要がある。評価方法・どしては，評価葉によるアンケート式，文章による紀述
式，口頭による感想発表式等が考えられるが，億成状況をより客観的に把握しようとする点から，
評価票によるアンケート式が最も多く利用されている。

アンケート式の評価方法における評価基準については，・評価の額点や項目によって段階を変え
ることも考えられるが，3～5段階で基準を設けでいる例が十般的である。各モデル校では，
rよく当てはまる・やや当てはまる・あまり当てはまらない・まったく当てはまらないJなどの

4段階を採用している。3段階又は5段階では，「どちらともいえないJなどがあるため，これ
を選択することが多くなり，評価結果が分析しにくくなるようであるが，どうしても判断がつか
ない場合には，「空欄でよい」ということで対応は可能である。

評価項目の数や評価葉（調査用紙）での設問の数は，・・・・■多ければ正確・精密な評価に結び付くが，
逆に多すぎると，処理・分析等に膨大な時間を要す・るとともに，実施対象者によっては，時間的
な制約などにより真意を引き出すことができにくい恐れがある。したがって，校長・教職員を対
象とするものについては，40～80程度にi生徒・J保佳肴等を対象とするものについては，
20～30程度に精選することが望ましい。また，記名とするか無記名とするかについても，評
価実施対象者や評価項目等に応じて事前に検討しておくべきである。

なお，各項目・各設問ごとの成果や問題点などを具体的に求めるためや，評価項目以外につい
てより幅広い評価を求めるためには，文章記述の欄を設けるなどの工夫をし，それを加味して評

価することも大切である。アンケート式の評価方法のみに頼るのではなく，記述式や感想発表式
等を適宜取り入れるとともに，様々な機会に収集した記録や資料に基づいて，より総合的，客観
的な評価にしていく必要がある。

6　評価実施対象者
評価実施対象者としては，学校経営の責任者としての校長，教育の直接の担当者である教職員，

教育を受ける側である生徒，保護者・地域住民等が考えられる。実施対象者の範囲をどの程度と
するかは，各学校の実情，評価項目，実施時期等によって検討することとなるが，学校評価の客
観性を高める上では，教職員以外を対象とした外部評価を適宜取り入れることが望ましい。

－　4　－
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7　評価実施時期

学校自己評価は，その結果を次年度の教育計画に生かすことなどが前提であるため，年度末に
総括的な評価を実施することが一般的であるが，評価結果を分析し改善に結び付けるためには，

全教職員の協力が必要であるため，2学期末又は3学期当初に実施する方が望ましい。また，形
成的な評価については，各学期ごとや学校行事終了時などに実施し，その年度内での指導の改善
や指導計画の調整などに結び付けていくとともに，その評価結果を年度末の評価に活用すること
も必要である。

8　評価結果の活用

酵価では，教育目標の達成状況を確かめるだけでなく，その後の教育活動を開整・改善するこ
とに意義がある。・したがって，評価裏等による開査を実施することは，評価活動の一部に過ぎず，
その評価結果をどのように活用するのかということが重要となる。つまり，学校自己評価を通し
て，その学校の特長や問題点を的確に把握するとともに，調整・改善の方向についての教職員の
共通理解を図り，次年度の学校運営に括用していくことが大切である。

学校自己評価結果の具体的な活用としては，①管理職の的確な陽暦把握や次年度の学校運営へ
の活用，②校内での問題点の把握や改善の方向についての教職員の共通理解，③保護者等への税
明・意見聴取による学校教育活動の改善，⑥家庭や地域社会への情報提供による拝し合いの場づ・
くり等が考えられる。

また，改善すべき事項を明確化するためには，直ちに改善を図るべきものと中・長期にわたっ
て改善を図るべきものの区別や，学校内の努力によって改善しうるものと学校外に働き掛けるこ

とによって改善しうるものとの区別などを行い，それぞれに応じた改善策を考えていくことが大
切である。

9　評価結果の説明
評価結果については，情報公開の流れからも，保護者や地域住民に悦明することが必要となる。

その方法としては，PTA総会や保護者会などの会合を利用したり，学校要覧，学校案内，学校
新開，学年通借，校誌，PTA新聞などの各種広報媒体を活用したりすることが考えられる。さ
らに，今後は，学校評議員等の新たな組織やホームページなどの新たな媒体を利用することも考
えられる。

また，こうした活動によって，・保護者や地域住民からの意見聴取や情報提供を受けることも可

能となり，外部評価の一つとしても活用できると考える。

10　学校評議員制との連携

学校自己評価と学校評議員との関係を模式的に表すと，下図のようになる。学校自己評価の実
施を，「評価項目（教育目標）の設定J→　r評価票等による桐査の実施J→　r結果の分析・活
用」の段階でとらえると，各段階において学校評議員制との連携が考えられる。すなわち，①評
価規準・項目，評価基準を設定する際の連携（企画者として），②外部評価の実施者としての連
携（評価実施対象者として），③評価結果を分析・活用する際の連携（分析者として）である。

結
果
の
分
析
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11教育委員会との連携
学校自己評価の実施や説明責任の履行に当たって軋‾学校の設置者である教育委員会との連携

が大切である。県立学校の場合，県教育委員会への報告は義務づけていないが，必要に応じて自
己評価の内容，方法，結果等の報告が可能となるよう準備しておくことが大切である。

また，教育委員会としては，学校の自主性・自律性に配慮しつつ，各学校の自己評価について
計画・実施・活用の実態把握に努めるとともに，必要な指導・助言・援助をしていく必要がある。
特に，県内の学校の共通項目による評価結果が不用意な学校間の比較につながることのないよう
十分に配慮すべきである。

別表　県立学校の共通項目（学校の教育活動に関する教職員対象の内部評価）

観点 評 価 損 f∃及 び 故 間 例

ェ

畳

・① 道 徳 軟 膏 の 充 実
0 生徒が命の大切さ．社会のルールや日常生活めマナーをは じめとする道徳を理解し・実践でき

るよう指導しているi

カヽ
田

0 生徒が他人を思いやって行動する意障を高めるよつ．碍導．している●・

○社会奉仕体験活動や自然体験活動などの体廃藩鱒を適 して．生徒の内面に根ざした道徳性を育
′亡ト 成 している。
日 0 道徳的実践力の向上を・目指した教職員研牒を行っている。・

埴
う
赦

② 同 和 教 育 の 推 表象
○同和問題をはじめとする様々な人権問超を正しく認鱒し，差別や偏見のない社会を実現するた

日 めの意欲を持った生徒の育成・に努めている。

0 いじめをはじめ七する生徒の人間関係にかかわる懐 題専の解決を通して．人権尊重の豊かな感
性と主体的に取り．組もう■とする態度を革った生徒の育成に努めている。

0 学習内容や方法等のエ夫に努・め；・虻應 が人権の大切きや同和間掛 こついて学んだことを日常生
活の中で生かせるよう指導し．ている■ふ・∴

○生徒のプライ／くシー保護寧ど．二∴人種を尊重する．姿勢で指導に当たっている－○

0 人権問題についての認訝を深め∴指導力‾の向上を目指す教職員研修を充実させている。

③ ボ ラ ン テ ィ ア 教 育 の 充 ■第 一1■
0 ボランティアにかかわる体験的な学習を通じて／ボラ＿シティアの意義について指導している。
○生徒がボランティア活動七参加しやすい■よう記慮している。

0 ボランティア活動や交流体験学習奄どに関する教材開発や指導資料の整備・充実を図っている。

④ 環 境 教 育 の 推 進 ．
0 環境開軌 二対する関心や，・環境碗今のた■あ¢知癒・・■実践的態度を高める指導方法のエ夫をして

いる。
○教育活動において，ごみの分別なざ環境を守る指導を適切に行っている○
○自然環境を生かした体款活動を推進しノている。
○環境に配慮した消費者翠育の充実を二囲っている⊥

⑥ 生 徒 手旨軍事 ・教 育 相 快 体 ′制 の 充 実
0 全職員が一致協力した生徒指導体制属積層 している。
0 様々な問題行動の防止のため・の早期指導に学校全体で心掛けている。
0 教育相駁の体制を充実させ．積極的に生徒の相談に応じている。
○カウンセリング技術の向上を目指す教聴早研修奇声実させている。

⑥ 感 動 す る 一む を 育 て る 教 ■育 の 推 進
○地域の歴史・伝統 ・自然等に関する体装的な活動を教育活動に積極的に取り入れている。
○生徒の情操を育てるために．文化 ・芸掛 ＝触れる機会を設けている○

6

評価項目及び琶受間例

Ⅱ
　
個
性
と
創
造
力
を
は
ぐ
＜
む
教
育

①多様な個性Iこ対応できる教育の推進
○生徒の興味・閑Ib．適性・進路に応じて科白を履修できるよう多様な科目を設定している。
○学校や地域の実鼠　生徒のニーズを踏まえて，学校の特色づくり・魅力づくりを進めている。
0電子メールやインターネットを活用して．国際化や情報化に対応した教育を充実させている。

②教育内容の故専　一　充実
0学校の教育目標や教育課程は，分かりやすく示されている。
0自ら学び，自ら考える力の育成を基本とする自己教育力の育成がなされている。
0基獲的・基本的な内容の指導が徹底されている。
○学習の評価に当たっては，ペーパーテストの得点だけでなく．意欲・興味・関心などの情意的な

側面にも配慮している。
○学襟の教育課題について．教職員の間でよく話し合っている。

③進路事旨導の強イヒ・充実
○進路決定に向けて．情報提供や相談などを遺してきめ細かく指導している。
○生徒が望ましい勤労観・職業観を持つことができるよう．各学年に応じた系統的な進路指導を

行っている。

⑧実足先的事旨弾力のl句」ニ
○校内研修が充実しており．教科指導や生徒指導等に関する実践的指導力の向上が回られている。
○指導や評価の方法等について教職員相互に検討する機会を積極的に持っている。
0校外研修に参加した成果を．他の教聯員に伝える機会が設けられている。

⑥社会自立・参カロをゼ邑す故青の推姓（盲・聾・集注学校）
○生徒が社会生活を営むために必要な知識．技能等を菅得することができるよう指導方法をエ夫

している。
0障害の重度・重複化．多様化に対応した教育課層をエ失している。
○学校間や地域との交流教育を促進している。
○医療・福祉■労働関係機関等との連携強化を囲っている。

観点 瞥平1司石塀 ‡∃及 び 股 間 例

田

学

① 家 庭 ・地 域 社 会 と の 協 力 体 制
○様々な横会をとらえて．学校の方針や具体的な活動について生徒・保護者へ情報提供している。
○教育活動全般について生徒や保護者の廉いによく応えている。

稜 ○生徒指事において．家庭との密接な連携ができている。
○保護者や地域の人々が．積極的に参加できるよう学校行事をエ失している。

ま
慮

地

く三〉学 校 数 育 機 能 の 地 域 へ の 開 放 ・ニ
0 教磯貝が地域で行われる公隕講座の講師になうたり■．地域の活動の運営等に携わったりするこ

とがある。

域
社
会

0 保護者や地域の人々に．学校図書虎等の学校施設を開放 している。

く芸：〉地 域 の 教 育 資 月琴や 素 材 の 活 用
の 0 地域の人材を活用して．教育活動を魅力的なものにしようと努めている。
連 0 地元の警察などの関係機関と連携し．生徒指導の充実を因っている。

携 0 地域の社会教育施設や福祉施儲を活用した教育活動を促進している。
0 地域の人材バンクの整備 ・充実を囲っている。

く蛋〉学 校 の ス　 リ ム イヒへ の 罵文組
○各教科等における基礎 ・基本を明確にし．教材の溺選やエ夫を行っている。
○学校行事を精選しながらも．生徒にとって魅力あるものにするために，エ夫 ・改善を行ってい

る。
○教育活動全般にわたる評価を行い．次年度に向けての精選を囲っている。
0 学校の本来果たすべき役割を開い直し．学校．家庭 ・地域社会の役割を明確にしようとしてい

る。

．⑥ p　T A 活 動 の 支 援 ・促 進
O P T A の持つ教育力が最大限に先様され．効果的に機能するよう努めている。
0 保護者と教職員 とが協力して P T A 活動を行っている。
O P T A に学校の現状などの情報や学習の囁を提供している。
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Ⅲ　　県立岡山朝　日高等学校もこおらナる・実践事例

1　本校の概要

本校は，岡山中学・岡山第一中学，第二岡山高等女学校の流れをくむ，創立127年を迎える
普通科高校である。学校は，すぐ近くを旭川が流れる線量かな地域にあり，岡山城・後楽園・県
立博物館・県立美術館なども近くにあり，自然的な環境にも，文化的な環境にも恵まれている。
生徒数は，男子621名，女子537名（平成13年5月・1日現在）の大規模校である。
本校は，自主自律を重んじ，自由を尊重する態度の滴養を基本にすえている。そして，生徒の

主体性を尊重して，生徒の希望が達成できる進路指導の確立を第一の柱，生徒会括動・部活動な
どの自主活動の活性化を第二の柱として，知・徳・体ともに優れた人間の育成を図ることを目標

として，教育活動を行っている。生徒の大部分は大学への進学を志し，旧制中学以来の目標を高
く掲げそれにむけて努力する態度で実耕を上げている。部活動においても，インターハイをはじ
めとして，●全国大会・中国大会で活躍する部も多い。

2　調査研究内容の概要
（1）調査研究計画の概要

・区　　 分 調　　 査　　 研　　 究　 ・内　　 容

平 成 1 2 年 度

1　 実 施 先 進 都 府 県 での 調 査 ， 資 料 の 収 集

2　 保 護 者 ・地 域 住 民 の 学 校 教 育 に対 す るニ ー ズ の 調 査 ・確認 ．

3　 教 育 課 層 の 明 確 化 とそ の改 善 及 び 学 校 活 性 化 の た め の 教 育 目標 の

（第 1 年 次 ） 設 定　　　　　　　　　　　　　 ．
4　 評 価 項 目の 選 定 ， 評 価 基 準 ・実 施 対 象 者 専 の 検 討

5　 評 価 手 順 の検 討

6　 保 護 者 や 地 域 住 民 へ の税 明 の現 状 と醜 魔 の由 握

7　 自 己評 価 結 果 活 用 の た め の フ ィー ドバ ッ ク方 乾 の検 討

8　 自己評 価 項 目の仮 決 定 と試 行 評 価

9　 保 護 者 ・地 域 へ の試 行 的脱 明 と問題 点 の 把 握

10 自己評 価 方 法 改 善 の 方 向 の 検討　　　　　　　　　　　u

平 成 1 3 年度

1　 平 成 1 2 年 度 の試 行 結果 に 基 づ く， 自己評 価 の在 り方 の決 定

2　 評 価 項 目 ・基 準 ・評 価 対 象 者 等 の 修 正 と決定

（第 2 年 次 ） 3　 評 価 の シ ス テ ム 化

4　 評価 の 実施 と間 琴 点 の 把 握

5　 次 年 度 改 善 点 の 検 討

（2）調査研究の具体的事項

（》　経過

平成12年3月31日

4月28日

5月11日

7月13日

7月14日

11月　8日

12月15日

12月20日

12月22日

平成13年1月　中旬

調査研究モデル校の指定（平成12年度・13年度）
調査研究計画書の振出

第1回学校自己評価調査研究モデル校連絡協議会
県内の高校に共通する評価項目（案）の提示（指導課）
大阪府立大手前高等学校，池田高等学校訪問
指導課への進捗状況現明
第1回学校自己評価調査研究委員会（校内）

評価項目の選定，評価基準・実施対象者の検討
第2回学校自己評価調査研究委員会（校内）

評価項目と設問（試案）の検討

職員会議で全教職員に経過報告と自己評価く試案）提琴
県教育委員会との評価項目と設問（試案）に関する協議
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2月　7日　　第1回学校自己評価調査研究委貞会（全体）
評価項目と設問（試案）の検討

2月　9日　　第3回学校自己評価調査研究委員会（校内）

評価項目と設問（試案）の最終検討
2月16日　■　職員会蔑で自己評価（試行案）提示・決定
2月17日～　自己評価の試行実施
3月　6日

3月　8日

3月21日

5月28日

6月　7日

6月26日

11月21日

11月30日

12月21日

平成14年1月　8日～

2月14日

2月18日

第4回学校自己評価調査研究委員会（校内）
結果の報告・分析

第2回学校自己評価調査研究委員会（全体）
結果の報告・分析

職長会議にて報告・協議

第1回学校自己評価調査研究委員会（校内）
今年度の研究計画の検討

第1回学校自己評価調査研究委員会（全体）
今年度の研究計画の決定

講演会（教職員の啓発・意職改革）
第2回学校自己評価調査研究委負会（校内）

評価項目の検討
第2回学校自己評価調査研究委員会（全体）

評価項目の検討

職員会観で全教職長に経過報告と自己評価（試案）提示
自己評価実施（3・2・1年生，保護者，教職員）
第3回学校自己評価調査研究委員会（校内）

結果の分析・まとめ

第3回学校自己評価調査研究委員会（全体）
結果の分析・まとめ

②　憫査研究組織

ア　学校自己評価調査研究委員会　　合計13名（別に事務局から1名）

校長・教頭・教務蛛長・生徒課長・進路指導課長・1学年主任・2学年主任・
3学年主任・学職経験者・PTA関係者（2名）・地域関係者・同窓会関係者

イ　小委員会（具体的な調査研究のための組織）　　合計9名

（校長）・教頭・教務陳長・教務捏当者・生徒指導担当者・進路指導担当者・
事務室担当者・1学年主任・2学年主任・3学年主任

3　調査研究組織の成果
（1）評価項目
①　総括

評価項目については，指導課から提示を受けた共通項目を中心としたが，それだけではカ
バーできない観点や項目もあるので，学校独自に追加した。

評価の項目の数については，留意事項の5に述べられているような点に配慮して決定した。

平成12年度の実践を受けて，生徒・保護者対象の設問については，おおむね適切との判断
で，一部の設問の改訂・追加を行ったのみである。校長・教職員対象の設問は，やや数が少
なく，十分に評価できない項目があったとの反省から，大幅に項目を追加するとともに，表
現の変更も行った。

一つの設問の内容が，多岐にわたると，どの部分に焦点を当てて回答すべきか迷いが生じ，
適切な評価が得られないことがある。したがって，あれもこれもと欲張らず，設問の内容を
絞り込むこととした。また，教職員対象の設問については，学校全体を対象とする設問なの

か個人を対象とする設問なのかわかりにくいという指摘が多かった。そこで，平成13年度
は教職員対象の設問は基本的に学校全体の状況を問うものとし，特に個人を対象として回答
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を求める方がよい設問についてのみ，個人対象であることを明記することとした。
様々な声をくみあげるために自由記述欄もぜび必要であり，評価者が回答しやすく，評価

項目や設問自体への評価も得られるような区分欄が望まれる。なお，今回は調査研究という
こともあり，評価の観点そのものや設問の表現の妥当性に対する意見を求める自由記述欄も
設けた。

最終的には，以下に示す観点・項目について設問を作成した。

（診　共通項目
Ⅰ　豊かな心を培う教

1）道徳教育の充実（道徳的実践力を高める指導方法の工夫，指導力向上のための研修の充実）

ルール・マナーの指導
2）同和教育の推進（指導力の向上を図る研修の充実，人権意識や同和閉居についての認識を深

める指導方法の工夫等）

3）ボランティア教育の充実（ボランティア活動や交流体験学習の充実等）ボランティア活動の
意義，ボランティア括動の実践

4）環境教育の推進（環境問題に対する関心や環境保全のための知執・実践的態度を高める指導
方法の工夫）ゴミ問題への対応

5）カウンセリングの充実（教育相談体制の充実，カウンセリング技術の向上等）
6）感動する心を育てる教育の推進（地域の歴史・文化・伝統・自然等に関する体験活動の充実，

芸術を鑑賞する機会の拡充等）

Ⅱ　個性と をはぐくむ教

1）多様な個性に対応できる教育の推進（学校の特色づくり・魅力づくり，国際化や情報化に対
応した教育の充実）

2）教育内容の改善・充実（新しい学力観に立った学習措導と評価，弾力的な教育課程の編成
等）

3）進路指導の強化・充実（進路を選択・決定する能力の育成，勤労意欲や社会奉仕による成就
感を体得できる学習の充実等）

4）実践的指導力の向上（教科指導や生徒指導に関する校内研修の充実）

学校・家庭・地域社会の連

1）家庭・地域社会との協力体制（保護者との協力体制の充実，家庭と地域社会に向けての広報
活動・情報捷供の充実等）

2）学校教育機能の地域への開放（学校図書館等の開放，教職員の指導力の提供等）
3）地域の教育資源や素材の活用（地域の人材・施設を活用した教育活動の促進，人材バンクの

整備等）
4）学校のスリム化への取り組み（学校行事の精選，実施方法の工夫・改善等）
5）PTA活動の支援・促進（教職員の参加促進，情報や学習の場の提供等）

③　学校独自項目

匡二軍革嘩葡
1）学校の方針の明確化
2）学校の特色
3）学校への帰属意識
4〉校長のリーダーシップ
5）教育計画の作成

6）評価の活用
7）円滑な学校運営
8）経験やノウハウの共有による力量の向上
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Ⅴ　学習指、

1）指導の充実

2）個への対応

3）思考力などの育成

生徒指導

1）部活動の活性化
2）生徒会活動の充実

3）ホームルーム活動の充実
4）早期指導体制の充実

直二重車重璽
1）体験的な商動を活用した進路指導
2）適切な進路情報の提供

魔設・設
1）安全への配慮

2）健康および安全教育
3）施設・設備の点検
4）施設・設備の充実
5）教材・教具の充実
6）災害時の対応
7）地震対策

8）危機管理体制

（2）評価実施対象者

実施対象者としては，校長・教職員，生徒，保護者・地域住民などが考えられる。地域住民
については・本校の場合，生徒の出身地域が広範囲にわたり，地域とのつながりが小・中学校
の場合はど強くないので，対象としなかった。

生徒・保護者について札データ処理の手間と統計的に意味のある数値が得られることの両
面を考えて対象数を決定した。平成12年度については・生徒は1・2年から各4クラス抽乱
保護者は1・2年の保護者を釣120名抽出して対象とした○平成13年度について軌生徒
は1・え・3年から各4クラス抽軋保護者は1・2・3年の保護者を約180名抽出して対
象とした。

（3）設問と評価表（評価票）の作成

上に示した観点・項目に基づき・具体的な設問を作成した○その際にはできるだけ評価の観
点に対する適切な評価が得られるよう′表現をエ失した○例えば，「Ⅰ豊かな心を培う教

育Jの「1）道徳教育の充実」に対する設問が・仮に「本校の道徳教育は充実していますか。」
という問い掛けであったとすれば，おそらく有効な回答は得られないであろう。それぞれの項
目に対して，学校の実態を考え，分かりやすく，かつ，項目が適切に評価できるような設問の
表現を工夫した。

また，同じ項目の設問であっても，評価実施対象者によって，表現が異なってくるのも当然
である。さらに，評価実施対象者によって必要のない設問や，複数の設問を設定するべき項目
もあり得る。

以上のような点に配慮しつつ各観点について設問を作成していった。平成13年度には，平
成12年度の実践を受けて，自由記述欄の指摘も参考にしながら，必要なものについては表現
を改めた。

評価票を作成する際には，評価項目の順に単純に配列すると，回答しにくいものとなるので，
学校全体にかかわること・教科指導にかかわること一生徒指導にかかわること，進路指導にか

かわる・こと，学校の施設・設備・安全教育にかかわることの順に配列した。平成13年度に使
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用した評価票を資料Ⅲ－①～⑥に示す。

（4）評価基準
評価基準は3，4，5段階が考えられるが，rどちらでもない」の評価があるとこの評価を

選んでしまう候向があるので，それを避けて4段階にした例がある。本校でもこの点から・4
段階とした。情報不足などでどうしても判断できない評価項目は，無記入でもかまわないと判
断した。

（5）実施時期
実施時期については，各評価実施対象者が学校の様子もわかり，また次年度の教育計画に活

用できる観点から1月中旬の実施が効果的である○平成12年度は準備の都合で・2月中旬に
実施したが，平成13年度は1月に実施した。

なお，実施頻度については，毎年必ず，ここに示した設問すべてについて，評価する必要は
ないと考える。すなわち，毎年継続的に評価すべき項目，何年かに1度評価すべき項目，その
年度の重点的な取り組みなどのようにその年度のみ評価すればよい観点などがあると思われる。

（6）結果の分析
結果を項目ごとにまとめたものを資料Ⅲ－⑤に示す。なお，学校長に対する設問の結果は省

略している。学校長に対する設問は，それ以外の三者との比掛こより，考察を行うための材料
として用いた。
結果をグラフ化したものが資料Ⅲ－⑥である。グラフ化に当たっては，Aを「＋10点J，

Bを「＋5点J，Cをト5点」，Dをト10点」という重み付けをし，無答は集計対象か

ら外した。このような重み付けをしたので，よい評価をされた項目が正の値で，悪い評価をさ
れた項目が負の値で，よい評価と悪い評価の中間のものは0点となる。棒グラフにしたとき，
よい評価を受けた項目は上向きの棒に，患い評価を受けた項目は下向きの棒になり，傾向が一
目で分かる利点がある。
分析に当たっては，よい評価を受けた項目，轟い評価を・受けた項目をまとめることも有効で

ある。その方法で分析した例を資料Ⅲ－⑦に示す。また，設問単独■で分析するだけでなく，観
点ごとに分析することから明らかになる暮笑もあるので，観点ごとの分析も有効である。また・

無答の多い項目について軋情報の提供が十分でないためなのか，股間の表現がわかりにくい
ためなのか，あるいは，そもそも尋ねる必要のない項目なのかを検討した。

自由記述棚の記述については，できるだけ生の表現のまま教職員に見てほしいと考えた。そ
こで，類似の記述を集めた程度で，記述をそのまま記録してまとめた。その一部を資料Ⅲ－⑧
に示す。

（7）評価の公表方法の検討
平成12年度については結束の公表は次のように行った。教職具に対しては，平成13年3

月の職員会議で，結果の数値，自由記述欄の記述をすべてまとめたものを報告した。生徒に対
しては，平成13年4月の始業式後の講指の中で，自己評価を行うようになった経緯，自己評
価のもつ意味，結果の概要などを口頭で報告した。保護者に対しては・平成13年5月のPT
A総会において，学校長から，生徒対象と同様の内容を口頭で報告した。

将来的には，学校誌「烏軌なども活用して文事で報告することも必要と考えている。

く8）評価の活用方法
評価を行っただけに終わらないよう，今後の学校運営に生きることは重要なことである。平

成12年度末の職員会議で，評価の結果を報告し，・来年度以降の学校運営に生きるよう各分掌
等で検討していただくよう依頼した。その結果を受けての具体的な改善点等は資料Ⅲ一⑨に示

す。

く9）評価のシステム化
平成12・13年度は試行ということで，委員会と事務局としての教務課を中心として，自
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己評価を行った。自己評価を今後継続的に行う場合には，校務分掌の中に担当者を位置付ける
必要があろう。その場合，特定の課の中に分掌を設けるよりも，本校で行った委員会形式の方
が，自己評価を学校全体としての取り組みとすることができるのではなかろうか。

また，評価の実施から分析までを細かく記録しているので，今後は，自己評価をシステム化

して，実施していけるようにすることも必要であろう。

（10）成果のまとめ

○調査研究事業の実施により，教職員の学校自己評価に対する認準及び学校運営に対する関心
が高まった。

○生徒，保護者，校長・教職員の四者により，教育緒条件や教育活動に関する項目を点検・評

価すること、によって，本校の実態及び課題等を客観的に確認することができた。また，記述
回答から，生徒・保横着専の学校への思いを把握することができた。

○学校自己評価を様々な角度から分析することによって，実態や課題がより見えてくることが
実感できた。

′○学校自己評価を通して，学校として課題解決に向けた取り組みが進んだ。

○保護者へ情報が届いていると思っていたことが．，案外不十分だったことが分かり，今後，学
校の情報を広く知っていただくための広報体制の整備め必要性を認職した。

○設問からより正確に教育棟眉を把握するには，一つの設問に複数の要素を入れないで焦点を
しぼること，また，内部評価では，設問によっては「学校は」なのかr私は」なのか，評価
対象を明確にするなど表現の仕方に十分配慮するなど調査実施上の留意点が確認できた。

○開査研究委鼻全委員に，校外から学織経験者（1人），PTA関係者（2人），地域関係者（1人）
同窓会関係者（1人）に加わっていただいたことで，学校評議員制度とのリンクにおいても目
途がたった。

（11．）今後の課題
○学校自己評価がより適切に行われるよう，その方法（評価の企画・実施から分析までをシス

テム化）等についての充実を図る。
○学校自己評価と年度末の学校運営全般の課題及び各校務分掌上の課題等を有機的に結び付け

けるエ夫・改善を図る。
○評価結果等を学校教育目標・教育計画及び教育実践にフィードバックしていくよう一層の充

実を図る。
○教育目標に対する達成度（成果）で，数量的に測定できにくいものの把握の仕方を検討して

いく必要がある。
○評価結果の公表及び税明の仕方の充実を図る。

4　まとめ
本校は，学校自己評価の研究指定を受け，以上のような取り組みを行ってきた。自己評価は決

して他校と比較したりするためのものではなく，本校の取り組みを振り返り，さらに改聾してい
くためのものであることを改めて確認した。一方では，自己評価の過程で，これまで漠然と把握
していた生徒・保護者の思いを改めてはっきりと知ることができ，それを主体性をもって考えて

いく中で，学校運営の改善に結び付けることができたのではないかと思う。また，委員会での蔑
給の中で校外の委員の方々から★重な御意見や御示唆を頂き，今後に生かしていくことができる
のではないかと患う。

外部の委員を招セ、ての委員会の蔑事の中で，学校の情報を広く知っていただくための，広報体
制の整備を図る必要を痛感した。このことに対する有効な方策を現在検討中である。
最後に，来年度より，県立学校においては，学校評議員制度がスタートする。本校では，自己

評価の委員会に外部委員をお額いして，自己評価の実施に関わる事柄だけでなく，その結果を受
けての今後の学校の在り方などについても，忌悌のない御意見を頂いた。学校評議員制度を実施

する際には，現在の委員会を発展・拡充することで，十分その機能を果たしうるものと考えてい
る。
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l よくあてはまる　 8 ややあてはまる　 ぐ あまりあてはまらない　 ♪ まったくあてはま　　　　　　評　 価　 内　 容 らな

l

い

8 C D

ロ 生徒 ・保護者のニーズをふまえて．学校のあ り方や教育方糾 こついての共通理解を

図っている．

2
生徒指導において，家庭や関係韓機関との漣騰ができるよう．条件を整備した り．関

保を深めることに努めている．

3
学校の特 色烏 明確 にし．それを生か し．発展させるようド 日貞の教育活動を行ってい

る。

4 学校の教育藩勤が倶横着と連携して進められるよう努めている．

6
さまざまな欄 会をとらえて．学校の方針や具体的な括】削こついて情報を提供してい

る。

8 保護者や生徒の患 いをくみ取って．学校巌菅 を行 うよう努めてい る．

7 地域．中学生などに学校の情報を提供 し．共催を知らせている。

8 学校のあり方や教育方針を．機会をとらえヤ教職 A に伝 えるように努 めている．

g 教育括動が計画的にな されている．

10 教育活動の成果と秩馳を次年度以降に生かすように している。

皿 各分掌や各学年澗 の連携が円淋 こ行なわれ．それぞれが有機的に機能ナるよう，配慮

している。

12
各分掌や教科での優れた取り組みが共有され．教朗集団としてのカーが向上していく

ように配慮 している。

13 学校の特色を明動 こし，機会をとらえて∴学校内外に広く知らせている．

14
生徒の興味 ・関一む．通性 ・進附 こ応 じて科 P を履修できるょ うIこ多様 な軒昂を股足し

ている。

18
教育の推進にあた って四膵化や情婦化に対応 できるような緒導体制の確立を回ってい

る．

16 授業の内容が充実するように．積極的に支援していら。

17．一人一人の佃性に応 じたきめ細かい教科指導がなされている。

18
教科指導において軋 知書の伝達に終わらす．革ぷ意欲 ・思考力 ・判断力 ・表現力な
どの資質 ・能力の育成がな されるようにしている．

四 痩業の持場内容や方法について，教員相互の研修を積極的に行ってい る．

20 新 しい学力観の趣 旨が浸透するよう努めている．

21 新 しい学力観に基づく坪価が行われるよう努めている．

22 部活動が括発にな るようにさまざまな面で支 捜している．

23 生徒会活動を生徒の人間的な成長のために重視 している．

24 ホームルーム括勒 を生徒の人間的な成魔のた捌 こ重視し七いる．．

6
様々な棚 行動の防止のた凱　 早期に指導ができるよう，各分掌の連携に配慮 してい

2

2 8

る．

学校行事の実施方法を．生徒が充実感を持つよういろいろ工夫 している．

＿評　　 価　　 内　　 容
▲ B C D

27 悩みをもつ生徒を各分掌が協力して，サポー トす る仕組みがで幸ている，

2 8 カウンセ リングマイ ンドを縛って生徒指導できるよ うに技術を高める機会がある．

2 9 生徒が命の大切 さなどの道徳を理解 し，実践できるよう捧導している．

3 0 生徒が社会のルールや日常生活のマナー などを身につ けられるよう指導 している．

3 1
同和教育の推進のために，教職員の資質や指導力の向上のための研修の充共に努めて

いる．

3 2 ボランティアの意封 こち いて．考えさせた り指導 したりする機会がある。】

さ3 ボランティア活動を体欄する機会を鱒定 している．

錮 生徒の情操 を書てるために．‾文化 ・裳術に触れる機会 を臥 ナている．

3 5 環境間暦などの新 しい教育棟臥 こついて積鱒的に捷導でさる体制をつ くっている．

86 環境問題などの新 しい教育棚 について研修を行りている．

8 7 ゴミ閃せを環境教育の一環 ととらえ，指導 している．

3 8 あり方 ・生き方の指導を基本にナえた進路捧導がなされている．

39 進路決定に向けて情報提供や柵鋏などで さめ細かく指導 してい る．

4 0
オープンキャンバスや企業見学などの体験を通 じて，L 進路を考える機会を設けてい

る．

引
生徒の状況比応じた通路情報を提供することで．生徒の進路志望の実現を援助 してい

る。

4 2
教Å と事務職員が連携して，＿教育活動が安全に行われ るよう鳥劇 ・数億の♯備に努め
ている。

伯 機会をとらえて二健康の増進と安全の保持に？いて指導している．

吊
教員 と事務 t ■が連携して．学校の施牧 ・瞼備 を定期 ・不定期の安全点検 で社粗し．
塵備 している．

亜 学校の施按 ・設酢 ま教育括ねに支脈 iないように豊壌 されている。

48 学校の教材 ・敬具は教育活動に支障がないょうに金側 されている．

4T 台風 卜火災 ・地よなどの災害時に教職員 ・生徒の安全凛偶のために取るべ き行動が明，
らかである。

18
突発的な事態が起こった ときは．危機管理マニュ・アルに従い，対応を指示することが‾
できろ．

49 学校の施世の開放や教職Åの指導力を学校外で生かしていくことに配慮している。

も0
開かれた学校づくりの一環として．地域の施設や人材を括用 して．教育活動を魅力的
にしようと努めている．

5 1 P 一丁A 活動の充実のため，＿保護者上牧鵬 の複軌 こ配慮している卜

▲　 よくあてはまる　 も ややあてはまる　 C　あまりあてはまらない　 b　まったくあてはまらない

評　　 価　　 内　　 容 A 8 C D
ロ 学校のあり方や教育方針 につい七の共通理削 iある．

2 生徒称捌こおいて，家席や関係精機馳と連携がでさている．

3 学校 の特色を明動 こし．それ を生かし．発展 させるように計々の教育括勤 を行っでい
る．

4 この学校で教育することにより．充実感や沸足感 を持つことがで きている．

5 さまざまな機会をとらえて．学校の方針や具体的な括軌 こついて情婦を提供してい

る。・

卓韓新着や生徒の思いをくみ取って．教育活動を行 うよう努めている．

7 地肌 中学生などに学校の情報を提供し．実態を知らせている。

8 校長の学校づくり？ビジョンが浸透している．

9 教育活動が計画的になされて いる．

lO 教育席動の成果と探せが次年度以降に生かされてl†る．

ロ 各分儀 や各学年瀾の連携が円動 こ行なわれ それぞれが有機的に機 能しでいる．

ほ 各分♯や教科での優れた取 り組みが共有され■故肺魚団と しての力量を向上 させよう
としている．

13 生徒の興味 ・閲心．請性 ・過料 こ応 じて科 F を履修できるように多様な科 F を牧走 し

ている．

l l 国際化や脚削 ヒに対応 した微音に努めている．

15 授業の内容の発動 こ努めてお り．成果が感 じられ る． （傭人の立場でお答えくださ

い．）

1¢」人．一人の佃触 こ応 じた きめ細かい教科指導を心がけている．

17 教育掬動 こおいては，知織の伝達に終わらず，学ぷ意欲 ・思考力 ・判断力 ・濃潮力な
どの育成に努めている。

1 8 授業 の指弾内容や方掛 こついて，教員相互の研修を積極軌 こ行うている。

19 授業が！霊泉一辺鰍 こならないよう工夫をしている．

20
学習の評価 にあたっては・テス トの得点だけでなく・意欲 ・興味＿・．関心などの情意的
な側石削こも配慮している。

21 部括軌が陪，引こなるようIこさまざまな市で支援している。

2 2 生徒会活動を生徒の人間的な成長のために重視 している．

2さホームルーム桔動を生徒の人間的な成員のため こ重視 している。

24 様々な問題行動の防止のための阜掛掛凱こ心がけている。

評　 価　 内　 容　 ● A B C D

2‘学校行暮の実施方法を　 生動 切 実感を持つ よういろいろエ失 している．

26 教育相紋の棚 が秀美 してお り●積極的に相談 k 応 じている．

2 7 生徒が命の大切さなどの道徳を理解 し－実践できるよ う指導 している．

2 8 生徒が社会 のル∵ルヤ日常生括のマナーな どを身につけられるよう指導 している。

29 人権意織を高・め・間和問題を正 しく総鞭 し，差別めか 、民主的な社会を実現するため

の意欲をもぅた生徒の育成に努めてい る。

30 ボランティアの抽 について・考えさせたり糾 した りする機会がある†

虫 ボランティア括勤を体験ナ声機会を眈走している．

32 生徒の情繰を書てるために・文化 ・裳軌 こ触れる機会を軌 ナている。

さ3 環境問用などの新 しい教育相 について積極的に指導しよ うとしている。▼

3 4 ゴミ問題を環境教育の一環ととなえ．指導している．

38 進路決定叩 けて惰繰提供や楯状などできめ細かく指導している．

36 オープンキサン′くスや企業見学などの体験を通 じて．進路 を考える機会を軌 ナてい
る．

37 生徒の状況に応 じた進即 摘 を提供することで t 生徒の通路春立の夷現 を扶助してい

る．

3 8 教育贈勤が安全に行われるよ う施設 ・股爛カi敗贋 され ている。

＿3 9 機会をとらえて・健康の増進と安全の保矧 こついて指導 してい る。

40 学校の施設 ・牧備を棚 J不定期の安全点検で確聞し■道切に整備 している．

ロ 学校の施設 ・駁傭は教育活動に東湖脚 ないように整備されている。

42 学校の教材 ・教舶 教育活動に支胸 叫沌、ように藍備されている。

4 3 台風 ・火災 ・地よなどの災害時に生徒にどのように対応すればよい か明穣になってい
る．

4 4 爽発的な事伽 嶋 こったと紬 ・危機管理マニ ュアルに掛 、．対応することがでさ
る．

4 8 地域で行われる公耶 鴫 の仕掛 こなった り●地域の活動の運営に携わったけ ること
がある。 他 人の立欄でお答 えください．）

46 地域の施蚊や人材を活用 して・教書括勤を魅力的に しようと努めている。

1丁 P T A 活動は保儀者 とともに協力 して活発に行っている．

＝学校をさらによくナるために・こぅすればいいとい う考えがあったら⊥書いてください．



「保雄着用l

☆記入にあたって☆

学校自己評価表

この調査は．本校の現状を明らかにし．学校のさ青活動を上り克美したものにナるための資
料とするものでナ．それぞれの内容について．▲－pのうち♯当ナる柵に0印を書いてくださ
い。どうしてム判断できないlわからない）鵬容は　0印をLなくてけっこうセナ．

A　 よ くあ ては ま る　 ＿　8　 や やあ て は ま る　　 C　 あま りあて は ま らな い　 D ま った くあ て は ま ら

評　　 価　　 内　　 容 ▲ ．8 C D

ロ 学 校 に は す ぐれ た 特 色 が あ り ， 教 育 に生 か され て い る 。

2
こ の 学 校 で 学 ぶ こ と に よ る充 実 感 や 満 足 感 を 持 つ こ と が で き て い る よ

■

8 学 校 の 方 針 や 具 体 的 な 活 動 に つ い て 情 報 鱒 供 が な さ れ て い る。

4
学 校 は ． 保 護 者 や 生 徒 中 居 い を く み 取 っ て ． 扱 育 活 動 を 行 っ て く れ

る 。

6 校 長 の 学 校 づ く りの 方 針 は よ く 伝 わ っ て い る ．

8 学 校 の 教 育 が 計 画 的 に な され て い る と感 じ られ る。

7
学 校 で は ， 生 徒 の 興 味 ・関 心 ． 適 性 ・進 路 lこ応 じ て 科 日 を履 鯵 ナ る こ

と が で き る．

8 授 業 は 内 容 が 充 実 して お り． 学 力 向 上 に 故 に 立 つ 。

9 学 校 軋　 必 要 に応 じて 個 々 の 生 徒 に 対 応 し た 教 科 指 導 を して くれ る．

10 授 業 の 指 導 内 容 や 方 法 につ い て 工 夫 して い る 先 生 が 多 い ．

ロ 授 業 は ． 講 義 だ け で な く， 実 習 ・発 表 な ど も 取 り入 れ る よ うエ 夫 が な

さ れ て い る 。

12
学 習 の 評 価 は ． テ ス トの 得 点 だ け で な く ． 生 徒 の 努 力 や 授 業 に 取 り超
む 姿 勢 等 を 含 め て 行 わ れ て い る 。

13 部 活 動 が 盛 ん な 学 校 で あ る ．

14 生 徒 会 活 動 が 充 実 し て い る 。

15 ホ ー ム ル ー ム 活 動 が 充 実 して い る ．

16 学 校 行 事 は ． 充 実 し た もの と な っ て い る。

1 7
幸 枝 で は ， 生 徒 の 悩 み を さま ざ ま な 機 会 に 頼 政 ナ る こ と が で き る よ う

に な っ て い る。

18
学 校 は ． 授 業 や 特 別 活 動 を 通 じ て ． 知 育 の み で な く命 の 大 切 さ． 社 会

の ル ー ル や 計 常 生 活 の マ ナ ー に つ い て も緒 導 して い る．

19
学 校 は ． 生 徒 の 人 権 意 識 を 育 成 し ． 同 和 問 題 を 解 決 し よ う とナ る意 欲

を 高 め る よ う 指 導 方 法 の エ 夫 に 努 め て い る。

20 学 校 で は ． ボ ラ ン テ ィ ア活 動 に つ い て 学 ぷ 機 会 が あ る．

：＝二‾＝二‾＿‾■二■＿■＿■■丁‾■二＿＿＿＿二二：

「室鱒腋1

☆記入にあたって☆

†…－　　　 ■＝■■■■㌣ ▲ 8 C D

2 1 学 校 は ． 文 化 ・芸 術 に 触 れ る 機 会 を設 け ． 情 操 教 育 に 配 慮 して い る 。

22 学 校 lも 環 境 間 眉 な どの 新 し い 課 眉 に つ い て 指 導 して い る．

23
学 放 で ゴ ミ 持 ち 帰 り 運 動 を始 め た こ と lも 環 境 教 育 の 一 群 と して 評 価

で き る．

2 4 学 校 は ， 進 路 決 定 に 向 け て 適 ！捌 こ指 導 し て く れ る。

2 5
オ ー プ ン キ ャ ン バ スや 企 業 見 学 な どの 体験 を 通 じて ． 進 路 を考 え る機

会 が あ る。

2 6 学 校 は ， 進 劇 化 朋 ナ る 適 切 な 情 報 を 提 供 し て くれ る．

2 7 学 校 の 施 設 ・設 備 は 安 全 に 配 零 し て 設 置 され て い る．

28
学 校 で は ． い ろ い ろな 場 面 で 健 康 で 安 全 な 生 活 を 送 る た め に 必 要 な こ

と が らを 学 ぶ 機 会 が あ る．

29
学 校 の 施 設 ・設 紺 士き ち ん と点 検 さ れ ． 慮 れ た と こ ろ は 道 断 こ蔓 惰 さ

れ る ．

30 学 校 の 施 設 ・改 編 は 教 育活 動 こ支 障 が な い よ うに 整 備 され て い る．

3 1 学 校 の 教 材 ・教 具 は 教 育 清 秋 こ支 障 が な い よ うに 整 備 さ れ て い る．

32 警 報 発 令 時 の 対 応 を 知 っ て い る 。

甲
地 農 後 に 校 舎 の 改 修 や 生 徒 の 安 全 確 保 の た 捌 こ取 ら れ た対 策 に つ い て

知 っ て い る 。 （3 ・ 2 年 の み ）

3 4
学 校 は ． 地 域 の 施 設 や 人 材 を 教 育 法 事捌 こ活 用 し よ う とす る 姿 勢 が あ

る ．

3 5 P T A の 括 軌 こ対 し て 学 校 の 支 援 が 得 られ て い る．
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学校自己評価表

この調査は．本校の現状せ明らかにし．学校の教育活動をより充実したものにナる
ための資料とするものでナ．それぞれの内軌こついて．▲？Dのうち該当ナる■に0印
を書いてください．どうしても判断できない（わからないl内奮は＿∩加さl一かくで

▲　 よくあてはまる　 8　ややあてはまる　 C　 あまり　　　　 ′
・・f一　　　 丁　　　 ■＝■■■■F

▲ B C　 D

℡ 学校 にはす ぐれた特 色があ り．教 育に生か されてい る。

2 この学校 で学ぶ ことに よる充実感や満 足感 を持 って通って いる．

3 学校は， 生徒の思 いを くみ歌 って． 教育活劇 を行 って くれ る．

4 学校の教 育が計画的 にな され ている と感 じられ る。

6
学校では， 興味 ・関 心，適性 ・進軌 こ応 じて科 日を履修す ることがで
きる．

6 授 業は内容が 充実 してお り．学力 向上に役 に立つ．

7 学校 は．必要 に応 じて 白々の生徒 に対応 した教科指導 をしてくれ る．

‘8 授業の指 導内容や 方法に ついてエ失 してい る先 生が多い．

9 授 業では．講 義だ けでな く． 実習 ・発表 な どの機会 がある。

10
学 習の評価は ，テス トの得点 だけでな く．生徒の努力や 授業に取 り組
む 姿勢等を含 めて行 われてい る。

ロ 希望す る部活動 があ り．自主的に 活動で きる．

12 生徒会 活動が充実 してい る．

13 ホームル ーム活動 が充実 して いる．

14 学 校行事 は．充実 した もの となってい る．

15
悩 んだ り困 ったこ とが あれば． きま ざまな機 会に先生 に相 談ナ ること
が でき る。

16
学校 では．授業 や特別活 動を通 じて．命の大 印さ．社会のル ールや 日
常生活 のマナー につヤ、ていろい ろな場面で学 ぷ機会があ る。

17
学疲 で．人権の大 切 さや同和 同風 こついて正 しく学び，棚 解 決の美

践力 を培 ．う機会が ある。

18 学校ヤは． ボランテ ィア活動 について 学ぷ機会が ある．

評　　 価　　 内　　 容 ▲ 8 C D

19 地 域 の 文 化 に 触 れ た り． 妻 帯 を 鑑 賞 し た り ナ る 機 会 が あ る ．

20 学 校 外 の 施 設 を利 用 し た り■ 校 外 の 講 師 か ら苧 ぷ 機 会 が あ る 。

2 1 学 技 で 札 環 境 筒 眉 な ど の 新 しい 綿 に つ t 、て 学 習 ナ る機 会 が あ ‾る．

22
学 校 で ゴ ミ持 ち帰 り運 動 を始 め た こ と 札 ■環 境 同 塵 を 考 え る た め に 望

ま し い こ と で あ る．

23 学 校 吼 進 路 決 定 に 向 け て i 切 に 指 導 し て く れ る．

2 4
オ ー プ ン キ ヤ ン ′くス や 企 業 見 学 な ど の 体 験 を 通 じて ， 進 路 を 考 え る 機
会 が あ る．

2 5 学 校 は ∴ 胤 掛 こ関 す る適 切 な 情 報 を 提供 し て くれ る ．

2¢ 学 校 の 施 設 ・設 備 は 安 全 に 配 よ して 設 置 さ れ て い る ．

2丁
学 校 で 吼 い ろい ろ な 場 面 で健 康 で 安 全 な 生 活 を送 る た め に必 要 な こ

とが ら を 学 ぶ は 会 が あ る ．

2 8
学 校 の 施 設 ・設 備 は き ち ん と点 検 さ れ ．綴 れ た と こ ろ は 適 斯 こ整 備 さ

れ る ．

2 9 学 校 の 施 設 ・削 削 ま教 育 括 軌 こ支 離 が な い よう に 整 臆 さ れ て い る．

38 学 校 の 教 材 ・鼓 動 ま教 育 括 軌 こ支 障 が な い よ う に 整 肯 され て い る．

3 1
台 息 ・火 災 な どの 災 害 時 に ど う対 応 す れ ば よい か ． 具 体 的 に 指 導 を 受

け て い る 。

ユ2 地 震 対 策 マ ニ ュテ ル ■他 室 に掲 示 〉 を知 っ て い る．

学 校 を さ らに よ く す る た め に ・ こ うナ れ ば い い とい う考 え が あ っ た ら　 書 い て くだ さ い

　 －ヽ ○

【裏 面 を使 用 し て も よ い ）
ー の 調 査 の 項 目 で・ な くて も よ い も の や 付 け 加 え た 方 が よ い も の が あ れ ば 削 、て く だ さ い ．
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扇（抜長）⊥T （教書 鼻）／P （保撞着）．＄（生徒 ；左か 1年生∴2年生二8 年生）

1　 豊かな心を培う教書 A C － D 無 均 A ＿8 ‾’C、t．D 暮答 ．平均 A ・1 8 C D　 ．熊盲 平均

t u u 山

ロ l ロ

丁

P

S

生徒が禽の大切さなどの遭倭を理解し　 巽践できるよう緒場 し n

生徒が●の大切さなどの遭徳を理解 1 1．1 ‘4 －1．3 い川．4 0 ．O　 a．幻 l．

学校は　 捜稟や特別語勤をi じて ・ 1 9．8　●1．ユ1 2‘．2 3．・2　 0．5　 2． ． ∴l l

学せでは　 援去や特別活劇を通じて． 13．4 －1 2．画 調．丁 丁． 1．，　 1． lい ■¢， ＋）‘．I 5． 丁 l．1 l ．1 ヰl．’5 ■1． 4． と 1 0．

n l

2 生徒が社会のルールや日常生活のマナーなど られるよう権暮している． l m

生徒が社会のルールや 8 書生活のマ刊 1 1 d 刷 ‘．3　′ 乞 d ・・ u u

についての隣 を深める指導方法のエ夫零） u

3

●

同和教書の推進のために　 数書 や指導力の向上のための紳 の充実に努めている． n
　　　　 ー 、l
人権重傷青井働．同和間ぶを正しく 14 き　47 ‘】ききさ q ■ユ．2　 乞■ l

攣校は．生徒の人権豪社を育成 し・ 1 1 1 ユ‘
・5t 24

4 8 ■2 乙2 ∴1．丁 1 ■

搾 で　 人権の大切さや同和問昆 ‾ 16 8 1l Tt 幼．■ さ．8　 l．8　 2．2 1？．0 ■8 4．0 2S．′ 2二l 2． l0． 彿虻 4‘．g 7．？ 0． ・・0．

‾、‾ィ丁‡き勤の意暮 l u

■フこ′丁　 ′
ポラ・‾ 7 の鷺暮 l一ついて ・考えさせたり楕

柵，したりする書会があも．－ l
、 ；′丁イ

ボーンーィアのま■について 考・えさ 一札万 ◆2 0 1 ■l．1　 1．‘’ 1，‘　 ‘．－

£

フヽ 丁

、ランチイア活動の実幾　　　 ■t †■ トボ‾・‾　 ア藷勤を体放する鶴会を職定している　 ■
′、フ；′丁イ
ポ‾－‾ 7 活動を体験する儀会琶虻卜叫 I l lヱ0 l ll l ．0 0　 l．1　 8．t I

■ヽ ワニ′丁イ ●
学校では ボランテイγ活動

2 0 0 1 さ5 7I 封．■0　 0．き 12．丁　 2．

繊 では　 ボランティ丁活 糾 i l ■ 1．0　 0 ． 8 ．2 11 ．1 42 ．8 8丁こユ i．2 0． 5 ．1 25．■！5ユ．5 14 ．8 0 ．7 一之．
●　′ 法　 王夫 卜

■

環境帰農などの新しい鞍事 一ついて機種的に撒礪できる体桝をつくっていも．
　　 ▲

・す墟1吼且などの新しい教書
一ついて研鯵を行っていも 二

斗墳脾踵 t■どの新しい■曹 引い引 i乙▲t l0 ．
●

○■○ ーl．l ・4ニ
　　 ■．
宇校は 攫♯脚超などの新しい挑農 l 15 軒 ▲丘 8】 l0． 乱2 15．l「 乱 1
　　　 J●

S 手枕では 玖墟問且などの斬しい抹 11 5　2も・1l 4 2．1 1Iニー○ ・3．8 ■－1」3 ■l」2 ・3 3」 ．▲▲．」 12 ．● 0．7 ．・・0． 12二○ ；粗．1 8 8．丁・lユ．4 ・2．8 j0 ．4

丁

ゴミ問鐘への対応 ・・ 卜 仁

ゴミ問且を環横線書の一環と 、え　 指事している h・・・

T　ゴミ問且を環境教書の－すと 的 8l ■　 ●
1 胡 ○さ　 ‾1 l 十　○． ．．も．丁

一 事披でゴ■ミ持ち♯ り遽払を始めたこ8 引 ¢t ；路 T l ？ 1「 ■2．●　 ユ．2 ・・■‘こ石

S 事鐘でゴミ持ち州 り運勤を始めたこ8 Jl TI さ7．打　 丁，○　 き．8 ■■l．‡　 ＆ ・8l．● 沙ご▲ 1 l．1 ■■　■：‾l ○ 5．0 ．52 ．．1 2I．1 11．a ・ 0．2 ・－1．4 8．1

リング技術の向上響） 仙

● ■ 悩みをもつ生徒を各分事が協力して　 サポー トすも仕組みができている．・

■ カウンセ リングマインドを持って生徒揃場できるように技縮を纂めも畿食がある．

† 教書相談の休刊が充実しており ■犠舗 2†O t ■糾 d lT ．1 ．‘l ■．旬

P 事故では　 生徒の悩みをさまざまな■ 3 1 15 1l 2 ． ●．丁卜

S 悩んだり困ったことがあれば．さまさ lき． l 『．2I l¢■．8 ▲0．5 ‡0．丁 1 l．・l 0．丁 1． 18 、8 18 ．丁　｝2．■●■　丁．丁 2．8 1、

会の拡充等）
⑳卓

○

勤

■生篭の惰嬢を育てるために 文化 ・
芸術に放れる牡食を敷けている 嘉 l 1

　　　　　 －　 ■■●
†生徒の憮縫を曹てるために ■文化 ・ ■15 ▲乱創 3 1 7 ．0　　 3．2　 乙8 t

一宇牧抹　 文化 ・せ㈲ ‾始れる鶴食を 21 4 87 8 l 2 3．2 18．5　 2．8 t
　　　　 コ■： ■■
S 地ヰの文化に触れたり 芸術を鑑t 1 ．0 1丁．2 1 1 80．6　 0，‘ －4． ユ．3 tl．0 5乙○ 21 ．‘！ 0．朗 ■3． 5．0 ■2 3．2　5 0．0 20 ．4 0．丁 一丸

7 A B I C D　 舞答 蔓平均 ｝▲ 、8 ¢ D I 集曹■平均 A ロ ¢ E ■ ・・∴t平均

①

10

多様な個性に対応できる教書の椎逢 （事校の特色づくり・魅力づくり．国掛 ヒや惰削 ヒに対応‘した軟曹¢充翼）＝
　 ▲　 ■．
■事彼の特色 を明恥 ‾し 書会をと

て　 手狭内，＝こ広く知らせている．‾　■卜　 ∴・l■ ・l 一

■生徒の興味 ・関心　 遷性 ・ て科 8 を鷹鯵できるように多揉な科目を設定 していも．∴

一　生徒の興味 ・闊心　 通性 ・－ 色 ●‘．0 t ユ0 ．2 l ．も　 ○．0　 2．

P 学校では　 ‾生徒の輿曝 ・関心　 遷性 ・一丁さ ●2．1t ■　2．1　 7．1　 6．▲

S 学校では　 興味 ・．関心　 適性 ・逢勘 叩． ●0．丁ト 4．S　‾8．8　 2． 2 l．■‘ ●0． ．■2 4．2 ■乞‘　 乞‘ ユ．2　3 1．丁 1§．1 1l．丁・L l 1．■ 4．

、，胃

I

⑳鞍

12

13

14

1S

醇化や≠報仙 こ対応した教育の充実 l

■像曹の紐 にあたって矧隋化や情報化に対応で馨るような層導体刊の種立を増っている． ‘

一価貯化や惰幹他に対応した教育に野劇　 き． 12 ．1 l o l．tl■『．01　 l ・1 1 山

育内争の改奪 ・充実 （輌しい事力観 lニ立 っ 導と絆す． 力的な教育ず程の牛虎零） ， 山

■新 しし呼 力職の亀吉が浸透するよう努めている．

T 綬稟が講義一辺凱 －ならないようエ夷 ヱ乙針 5ま．　 2 8．8 ○．0 1J 1 3．

P 援纂は　 ■暮だけでなく　 実習 ・尭 d lさ．81 40 、5 18．8 4．引　 21．■　 2．4

S 操業では ・加雷だけでなく　 実習 ・貞 1l ．－1 ●も．4　 24．8 ・丁．0 0．‘－　2．イ 一昔．1 イ3ごl き5． 5．I　 2． モ1．1 】1．き　非．○－4 2．3　 l．2 ．■1．● ・・0．1

J 新しい事力載に壬づく好摩が行わ九るよう ●
一 宇菅の拝ずにあたっては　 テストの縄 l ．丁

－　●．8
1．1　 l．¢

P　攣習の騨や Ii　 テス トの で旬卜刀．8 11 ．0 5 正与．1　 4．

5 拳菅の絆ずは　 テス トの欄礎ほ で嶺 14． ．■8 †．0 10 ．2　 0．▲ 10 ．8 」帽．▲　ユ2．丁　 乞0　 8．引・ 1． “h ． 43．1 28．乱　 －．1　 5．0　 1．ち

⑳連絡簿導の射 ヒ・充弄 く進路を慕択 ・決定する能力の書風 勤労暮歓や社食響仕 lこよ・る餓 蚤を体得でモる掌晋の充実零） u

■ あり方 ・生き方の指導をi 本にすえた鰭 紐導がなされている． 】

〟 進路決定に向けて惰♯提供や相鱗などできめ縫か く籍聾している．

l 進路決定に向けて情報提供や相鋏な 8 55 ．‘ 0．叫 l．　 l．■
P 事校は　 鮨 決定に向けて講 籠礪 4乙 l ‘．ユ 1．‘t 1 ．　 f．

5 辛抜は　 進為決定に向けて遥 礪 ユ5．丁 ．タ1 ユ．2 1 1．9　 ■． さユ．3　5 5．○　 ●．2　 0．T　 l，8　 5．・ ●†．2　42 ．a　 ？． 之．1　 1、4　 ‘．

⑳翼違約持場カの向上 く数掛持場や生徒持場に 内研鯵の充実） ‖ U l

■　授業の指書内寄や方法について　 ■♯ 1 鞘互の研傭電機鍾的に行っている． n

1 捜真の指斗内容や方羞について　 救■　 ¢ 3 4 ¢．鵬 ●L 3 l 4．さt l．古l 0．4 l

P 捜纂の指導内容や方法 t‾ついてエ夫 u 28 ¢ 3 a 8l lユ．5 L ■t 22．到　 4．も tゝ ． u

S 捜稟の指導内専や方法についてエ夫 U 24 2l．0 l j、5 ヰ　 22．2　■l．4　劇．T　 0．0． 2．ー】 8． 21．1 ●0．8 l 2a．2　 ■．l　 l．4　 与．

M （校長）丁（教職貞）P （集注肴）＄（生徒・左から1年生　之年生　 8年生）
Ⅱ学校・‾家庭十地域社会の連携　　　　 I A l β l ¢ l D l朱書l平均I A l 8 l c ・ D i蕪答I平均1 A l b C I D l無害l平均

I
l

3．
卜

－1．2

0．

平均

S．

5．2

・8．

u

平均

6．
u

2．丁
l

1i

17

18

ll

21

22

任〉家庭・地域社会との協力体制 （保護者との協力体制の充実．家庭と絶域社会に向けての広報活動・梱 提供の充実等）　 l l　 l

〃種 の教育紬 が保護者と連携して進められるよう努めている．　 1　 I　 I I　 t ・ 1　 ＿l

l さまざまな職会をとらえて．学報の方針や具体的な活動について惰繊を提供している．
T さまざまな瞳会をとらえて．事故のカ 2丁．0l 馳．8　沙．d　0．0t ・l．8　 4．3

F 学校の方針や具体的な意勤について什 彷．d s2．4！13．さl く．劇　′4．8 ′　ヰ．
与なし　　　　　　　　　　　　　　 ＿l　 】　 l　 l　 l
1 保護者や重蔵の呈しlをくみ取って．拳挽総督を行うよう努めていも．
丁食紅書や生徒の急いをくみ取って． 蚕． 心．さI ll．1l 0．劇　仇 5．
P 学校は．縁談着や生徒¢患いをくみ　 2¢． 42．○　ヱユ．8l l．● 8．¢　8．‘
S 学校は．生徒の患いをくみ取っで．■ 11． 45．9　さ2．5t　一丁．叫　 3▲2　 1． 13．丁鋸．2 2‘． ■．0 0． 2．ユ1，．7 62．1 22．5 4．、○ 0．■丁

◎地域への情報提供・ 仁　 I　 I u 山 u
l■t地域．中学生などに学校切情報を提供し∴実馳を知らせていも n l
l一地域．中辛塵超どに学校の情報を提鋼 22．21 弘．Tl 15．0l 0．嘲 ‡．2　 4． u u

教育機艇の絶域へわ鞘放 （学校囲書館等切＝ご・－1■■∴・・一丁■の緒尊カの提供零） n

■学校の施設の脾放や緻牡Åの指導力を半枚外で生かしていくことに配▲していも．
†地域で行われる公脾講座の無恥＝なす ■l乙71 弧 21 －2．劇

P・なし ト l
S なし l

◎地域の教育丈濠や蕪村の急用 （地織の人材・施設を活用した教書悪戯の促進　 人材バンクの壬傷零） ■ト u

■鱒かれた事故づく甘の一環として．地溝の施鼓や人材を意用しで∴数千潜血を魅力的Iこしようと努めている．
†地峡の施投や人＃を活用して．教育司 l．0 41．軋12．T1 3二之t⊥l． l　 l

P 事故は．■地域の施投や人材を教書舌叫 18． 2丘．到 1．1 15．lt　j． l　 l
5 軸 の施緻を利用したり．勧 のd l0． ．2古．さ1 27．1I l．8ITl． 0． 41、8 ：始． 】え4‡0．・劇・鳳l 乱5 a4．5 3‘．6 10． l．4

◎学校のスリム化へのセり組み く学校行事の疇遭．．実施方法のエ夫・改書響）■ P
▲事故行事の実施方法を．生徒が充実患を持つよういろいろエ失している．
丁事捜行事の実施方法を．．生徒が充実可動．2 52．イI 17 札所　0．鵬－■4．

P 事故行事は．充実したものとなってい 恥．0‾封l．○ 1．0l‾　8．‘卜8．

S 事故行事は．荒業したものとなってし一三賂．7 4ヱ．0． 6．1l．2．51 ：●． 45． 3丁．9 18．丁 2． 0． 6， tほ．8 さ1． ・11．き■　0． l．イ
⑳P T A 倉敷の支援・庇護 （敦屯Åの蓼加促逢．惰＃や事瞥の場の捷供瞥刃 u u

■ P T 入着勤の充実のため．保珪育と教書▲の連携こ糾 していも．
T P T A 募tlは焦技手とともに協力し　 lと7 50． ・28．－‘．8．2 4． ー・2．
P P T A の着れに対して学校の支援カく　3き．3 ●‘．叫 l．3　吼 14．胡　‥ぢ．
S・なし “

Ⅳ ・・p ・一　∴ Å． B ¢ D 撫答 平均 A 二 C D 徽苓 ．平均 A さ　f　c ○ 無害

ユ

2ヰ

25

王娼

．2丁

28

21

1◎織 の方針の明は化 ＼ l ・l
■生徒・保良書のニーズをふまえて．繊 のあり方や敵t 方I†についての爽連理解を由っているJ
T 事故のあり方や緻曹方仙こついての 1？．S 朗．胡 1息J　 O；○ t．○　■．‘
P なし l
5 なし‾ l

◎掌紋の特色 u
∫学校の特色を明馳＝し．それを生かし．・発きさせもように日々 ¢瞥青着地を行っていも． ■
T 攣校の特色を明醜にし．それを生か 卸．7 5之．1　 ‘．3　0．0 ．■‘．
F 宇軌こはすぐれた特色があり．教書l －56．ユ3l．丁　 8．ー　0．0 ■l．
5 事嶺にはすぐれた特色があり．教育にIah 7 50．ユI 15、○　｝．2 ■．4 ・1●．3 一路．0 21． ・2． 2．丘 ・｝．4 28．0 糾．2t－10．6 2．8 3．6

⑳学校への磯■壬鞍 u u
■なし

T この事校でせ書することにより．充 一丁．卓■l．4　 ‘． ○，○ 正卓　 ‘．
P この事枚で攣ぶことによる充実感や5　4？．1 42．l　 i．T　 0． 0．8 ．‘．
S この事枚で拳ぶことによる充実鑑や、　24．2 40．引　2軋1 ・乙8 0．‘■　3． 28．1 ■9．■ 20．0 2．0 0．0 4． 」抽．8 イl．さ14．j 乙．8 0．丁

◎校長のリーダーシップ ■ u u u

■撃較のあり方や敵篇方鯖を．牡会をとらえて教場▲に伝えもように努めていも．
T 校長の学校づくりのビジまンがま逢U l ユ 4之．Ot　3． 0．8t
P 校長の苧♯づくりの方針蛙よく伝わづ l 鋸 ｝丁．叫　＆ ・0．幻
5 なし l ト
瞥計画の作成 u u

▲教育急勤が粁溺的になされている． l n
T 教育者tlが計画的になされている． a3．8 8乙4　14．8　 0． 0． ＄． l t
P・辛枚の教書が計画的にな幸れている　 ▲●． 3古．5　 8．T　0．8 イ．l　 ‘， I l
S 草枕の教書が計画的になされている　 ●2．0 ▲0．■1！鳩．3　2．5 ○、 5． 47．丁 8曾．2 l．8 2．d 0．丁 ‘． 8モ．8 ユー．d 8． 0．0 0．7
騨の…春用 t
教書藷勤の成果と煤札を次年度以 かすよう している． f
教育者勤の庇まと課馳が次年 ▲l．2　釘．肘　0．0 ユ．2　 き． ll

⑦ な筆致運営 ． 1　 1 n ‖
各分霊や各学年伽の連携が円 われ それぞれが有職的lこ■■するよう．配慮している．　 1
各分事や各学年札の連携が円滑 4†．‘l 3‘．5！3J2l l．頑 ．1． t u
やノウハウの共和＝よる力暮の向上 I　 1　 1　 1 l

各分事や教科での優れた取り組みが真書書れ．敵鐸集成としての力t が向上してい こモ■してしる． n
各分霊や教科でのt 九た取り組みカt媚2ユ．8l 刀．｝t 38．11 1，も 3．2卜乞 l u

Ⅴ　革晋指導　　　　　　　　　　　 I A l β l e l D 平均 A ら l ¢ D t 手 平均 A 8 C l D 撫育

きl

ヱ2

33

①指導の充実 h u
■捜集の内容が充実するように．積極他に支援している． n
T 按兼の■内容の充異に努めており．皮よ 3 訂．1t　a．2　 0． 8．2　 6．8
F 綬菓は内辱が充実しており．筆力肉』 lき9 7．l　 0．0 丁．○　 ‘． l
＄授纂は内専が先業しており．筆力肉」 側．▲l 1．0　 a．2 8．○　 ¢． 40． 翰．8 ■　　　　、 2．0 l ．卓．1 8丁．8 50．d　 0．0 之．t 0．丁
への対応 u u 山

■一人一人の個性に応じたきめ細かしせ科指導がなされている． Ⅰ u
T 一人一人のや憧に応じたきめ細かしヽ　 15．I 6？． 辻．2l l．¢ ユ． 3．8 1
■学級吼　 必憂に応じて虐々 の生徒lこ　　2丁．0 41 ！訟．2l 5．‘ 4．○　 き． u
＄学校は．必宴に応じて個々 の生徒lこ　 14． 封 対．5l lO－ l．0　 0．1 17．古 イ4．4 26．1 え8I 3．0 え 22．占j5．1i24．‘＿　¢．3 l．4

⑳思考力などの育成 u l　 ‾l l l l l
敦斡指導においては．知簸の らず．事ぶ艶歌・思考力・判riカ・表現力などの．責¶い能力の育成がなされるようにしている．
♯青持導においては．邦奴の と．2l 朗．さ†l．引　0．d　0．d　 5．到　 I I l l l l I l ！ I

注）投伺の文書軋 冒頭の詳分のみを表している。



Ⅵ　 生徒指導 ・教書相談　　　　　　　　 l ‘A■ ＝ l ¢ l D ■讐 平均・ A 二 ¢■■ D ホ曹 ・平均－・ ▲ I 8 l ’¢ P ・撫筈 平均

ユー

ユ5

3‘

37

38

活勤の着任化　　　　　　　　　　 l U ” ＝

■

T

P

S

部活動が語彙になるように卓 t ぎまt 翫で支捜 していも．

鬱蒼勤が活発になるようにさまざ事た 3 l．T 12 ．℡　之2．2　 ユ．2 0．0 ・‘8．1

群青抽が盛んな撃瞼である． ＝け．き l0．引 1帽．丁　 2．● 3． 1．8

♯望ナも鯵活屯があり．自主的に藩 4丁．8　20 ．l ■1ユ．4　 6．丁　 8．壬 5．2 30，● さ▲．1 12．4 丁．8 5 ，2 ▲．・l 8 1．4 2 ‘．8 12．0 8．5 †．■▲ 6．1
②生せ会話勤の充実

■
T

P

S

生徒会斎勤を生徒の人間的な戚t のために暮複 している

生徒童話■を生 t の人間的な戚暮の さ1．○　き0．丁　22 ．・2　 8．2　 0，○ 1．

生ヰ食詰■が先夫していも． 25．1 8，．丁　20 ．l　 き．2 ．‖．1 き．1

生徒会活■カ職 潔 している． 之王，l ll ．6　拡．5　 ？．0 も．1 2 ．▲ a0 ．1 ▲8 ．1 馳．1 1．さ■　3．1 ■．さ 2†． ●も．8 ● 1．2 l．量■　も．

⑳ホームルーム活動の充実■

l

†

P

S

ホームルーム着払を生徒の人仰的な戒よのために土塊 している．

ホームルーム活■を生徒の人間的な 1．I さ1．丁　52 ．4　 l．5 l l ．1 －1，ち

ホームルーム活勤が充実 している． ーIl ．1 3 l．丁　ユI．さ 11．1 ほ．丁 －0．1

ホームルーム活勤が大貫 している． I之．丁 ：I2 ．ち　▲1．■ 11．5　 1．■ －0．1 8 ．5 38 ．1 1 丁．1 ユ．1 ■　2．0 0 ． 丁．丁 2 8．1 ●丁．2 11 ．1 ・1．▲ －1．1

期柵導体憫の兼業 l

l■l♯々な問血行抽の防止のため．早期 l＝柵尊がで替るよう．色分事の連携に配▲している．

lT l♯々な糊血行勤の防止のための¶朋用I H ．‡．40 ． 0．○　 き．2 2 ．ユト

◎生蛙櫓凱 こおけもー霹 ・持機関との 1 彿 I l 卜

■

T

生徒指事において． t ■や粥係■櫨蝿との遽揚がでせるよう．土樽モー■したり．鵬♯モ耳めることに努めている．

生徒穐噂において．鷺竃やⅦ傭 ≠書叫 †．11 †4 ．l l 16．l l 0 ．■0 l l ．6 8 ．1t l

Ⅶ　 壇路指事　　　　　　　　　　　　　 l ▲ I 8 l C I D l．■嘗 平均 ▲ ＝ C D 」書讐 平均． A ■　8 1 c ■ 撫事 平均

30

40

犠的な芳勤を着用した 1 蕗躊ヰ

■

†

P

S

オーブンキヤシ′くスや企■九攣などの体■舌1 じて．1 鶴毛考えもt 食書取けてい■も．

オープンキャンバスや企義人事など き1．丁　8 0．8 l l●．8　 0．○　 ユ．2 6 ．2
オープンキヤン／くスや企▲ 1 事など 2 l．1 8l ．●t礼 l　■▲．0 1l ． a ．

オー プンキャンバスや企■ 1 攣など 12 ．1 3 8．2 1 32．6 10 ．2　 丁．0 ●　・ ■
きl．1 31．1 7．1 ■さ．さ 1．5 ■2l．1 3l．6 ●　　■・5．8 2 ．8 1 ．6

■　　 ・・∴　　　●の提供 u

■

T

P

S

生徒の状況に応 じた▲鶴什■薯銑鋼ナることで．生蛙の遭最悪王の凛Ⅶ農機助していも．

生徒の状況 Iこ応じた1 耳憎 t モ鶴慎 ●0．‡ ●2．l　 T．0　 0．0　 0．0 l．7 ●

夢枕は．遭島に的ナ るヨ切な憎■鸞 ▲6．2 ：柑．1　 l．丁　■2．●　 ‘．1 l．1

攣校は．遭罫に叫ナも書切な惰 t 馨 3 1．1 1 l、0 16、ユ　 1．馴． ■L O 4 、8 ミほ．ユ も▲．之 ll ．・l 0 ． 1．ユ も． ・6l．0 ユ6．t 11．8 l，l 1 ．4 l ．1

W　 優儀安全．危機 t 書．施政 ご毅■ A ＝ C P ■誓 平均 ・A ロ ¢ D 徽薔 平均 A ‘ ニ C D ・ 撫讐 平均

▲1

1 2

4ユ

●J

●8

■6

7

▲8

全への屯■

l

丁

P

S

職■と事務■ 1 が遍払 して．■▼活動が安全に行われもよう鳥取 ・甘t のt ■に努めていも．

緻▼活動が安全に行われもよう纂投・ l．J 11．3　 66 J ＝払 2 ■・1．－1 ■一き．．了

攣捜の篤農 ■・験すは安全に電■して ‘．1 1l．き　■88 」H　8 1．0　 l ．・ユ ⊥3．1
筆牧の施設 ・取傭は安全にt ■して ！．2　 22．1　4 1．● ：抑．1　 1．0 －ユ．丁 2．0 0．1 ・▲6．1 イl．1 0．丁■■づ．1 －1．1 ld．2 35．1 ●1 ．6 1二4 －l ．丁

■および安全緻 T

l

T

P

S

義金 をとらえて．儀■の壇遭と安全の優韓 l＝ついて揮■している．

機会をとら九て．t ■の増遭と安全 丁．1 86J ト氾．8　 0．○　 ：l．2 J 2．0

事故では，いろいちな嶋葡で■■で 10．訓　∋l．釧　8 1．0 ．丁．1 ■■1‘．7 l．1

攣校では，いろいろな嶋Ⅶで t よで 6．丁 ・ユ‡．．1 18 ．2 10 ．0　 6．1 －1．2 6．0 8－．1 も0．1 ・8」2 ■0．†一0． l．8 lも．1 18 ．† †．0 l ．1 ・勺．2

⑳施毅 ・役儀の点糠　 ・

■

T

P

S

♯▲と事精義■が連携して．事故の施政 ・鮫■を定期 ・不定期の安全点♯で確℡し．暮儀している．．．

攣牧の施験 散 t を壬期 ・羊重職の ？．○　油 ▲l．0　 ▲．8　 1．1 0 ．

事故の旛投 敵★吐きちんと▲牡さ 1． 26 ．▲　ユー．一3　2 3．l　 l．5 ■⊥乙○

事校の篤投 投傷は瞥ちんと点■さ 3．2 10．2　●2．0　4 2▲○・2．6 ●　　▲ ・1」ユ・ll ．● ■3．1 ●0．5 ・0．7 一書．● ● tイ．1 3丁．3 ▲8．丁 1．1 ・づ．J
◎施設 ・毅■の充算

■

T

P

S

事故の篤農 鰹サはせ▼活動に支■ tないように暮すされている． ■

事故の施蚊 敦■は t ▼活動に支■カ 3，引　3 1．刊 〟．1 l 組 l　 0．0 ・－2．1

；… ：－・、・ 毅傷 lま故▼活動に文■ b 8．1 23 ．0I 糾．0 I 汎 2　 l ．3 －3 ．き
事楼の穐瞭 毀傷は■▼芳勤に支■ b l．別　24 ．81 2 8．0 1 粥．○ ・1，○ －ユ．1 2 ．0 2▲．2 ■ さl．0 ・・0．7 －■し ●．1 28 ．I きl．7 き3．1 l．一 －），

⑳散村 ・】政人の充実 l l

書

†

P

攣彼の故材 ■入は教書活動に支■がないように鶉■さ九ている．

事故の■材 徽 1 は■▼芳■に支■ 14 ．き　●l．2 1 2 8．1　 丁．■　 0．0 l．丁
半枚の緻♯ 鴨 1 はt t 驚 tlに貰■ 1l 、ー　馳．嘲 1 1．0　 4 ． 11 ．5 8 ．

S 事故の敵材 徽よはせ▼窟恥に王■カ ll ．1 如．4 1 2 2．ユ　 ー．t　 2．6 ■　2．‘ －　　　● 1 2．き 24．2 、7 ．8 0 ．丁 2．1 ll．き ■l二き 2 1．1 l．1 1．1 2．ユ
⑥災書叶の対応 ト ー

Y 台■ ・火災 ・地ェなどの災書檜に緻■■ ・生徒の安全確保のために中るべき抒勤が明らかであるi

T　台1 ・火災 ・地暮などの災書岬に生 之2．引　5 1．0 1 帽．書　 l．ユ　 1．‘ 3．5
P　書甘貴簡持の対応を知っている． 42 ．1 2 丁．0 l 9．5　 丁，1 13 ．5 8．

S　台 1 ・火災などの災讐時にどう対応 8．ー　ユ○．1 1 13．1 16 ．き　 1．3 －1．き 11．1 36．1 88 ．ユ lT ．1 0．0 ・・0． 柑．1 ■■二ヰ　3 3．1 丁．0 Z ．1 1 ．2
ェ対 t 卜 U

地 1 後に攻書の改暮や生徒の安全膚 30 、之　2 1．4 t †．1　 4．叶 誠．† 与．0 n

地暮対策マニュフル （緻王に掲示〉 8．1 10．11 28．0　▲1．●　 2．さ －3．1 丁．1 1l、l 28 ．1 ●l．1 「 2． －き． 23．2 2 1．8　2‘．1 2ユ．2 2 ．1 ・勺．1

∴・－－　し・ ” l

突先的な事最が起こったと奮lま．亀 t t 書マニュ丁ル l＝従い．対応を袖幕すもことができも． ・ l
突発的な事筍が起こったと倉は．戴■ 1 6．1 1 5 0．8 】20．制　 7．1l l」8 1 2．▲l　 l　 l U

注）股間の文事は．T 頂の節分のみ舌鼓している．

⊂〉

†
l

⊂〉

李



資料Ⅲ－⑦：結果及び考察の例（平成12年度）

教科指導に関する評価結果

rA：よくあてはまる」の回答率（％）
0　　　　10　　　　20　　　　神　　　　　▲0　　　　　50 鵬

科Ⅲ－⑧：自由記述のまとめ（一部抜粋）

1．学校にはすぐれた特色があり、教育に生かされている。

2．この学校で学ぶことによる充実感や満足感を持って通つ
ている．

3．学校は．生徒の思いをくみ取って、教育者勤を行ってく
れる．

4．学校の教育が働囁的になされていると感じられる（成果
と課題が次年度に生かされている）．

ら．学校では、共時・妙b、適性・進路に応じて科月を履修
することができる．

6．操業は内容が充実しており、学力向上に故に立つしく成果
が整じられる）。　　　　　　　　　　　　　　乙芸．■　せ■ト

7．学校は、必要に応じて個々の生徒に対応した教科指導を

してくれる．　　　　　　　　　　　8と・㈱・〆Ⅴ。■仁

8，投薬の指導内容や方法についてエ失している先生が多い
－く教員相互の研修を積権的に行っている）．

9．授業では、講義だけでなく、異音・発表等の機会がある
く講義一辺倒にならないようエ夫）．

10．学習の評価は、テストの得点だけでなく、生徒の努力
や授業に取り組む姿勢等を含めて行われている．

昏生轍1年）

日生徒（2年）

■保護者

口教凝員

【結果及び考察】

隷∴再r．完

L

○生徒の高い評価を待ているものとして，トップはr4．・学校の
あり．2位は「6．授業は内容が充実しており

的になされている」（4割強）で
制弱）∴3位はr2．この学校で

学ぶことによる充実感や満足感J（2割強）と授業に対する満足度は高いものがある。しかも，この3項目は
すべて1年生より2年生が高い評価をしていることが注目される。
一方，教職員では，r2．この学校で教育することの充実感や鹿足感」（5割強）乳棒めて高い。また，
「6．授業の内容の充実に努めており，成果が感じられる」（3朝5分）一は生徒の満足度とほぼ一致してい
る。しかし，「4．教育活動が計画的になされ．成果と課題が次年度以降に生かされている」（1割弱）で
事も生徒の満足度に比べ低いが，これは『計画的』よりも『成果と課題が次年度以降に生かされている』こと
への回答結果とも考えられる。また，これと似ているケースとして，生年の◆「8．凝集の指導内容や方法にっ
いて工夫している先生が多い」に関して，「授業の指導内容や方法について；教具相互の研修を積極的に行っ
ている」が低かったのも，『教員相互の研修を積極的に行っている』ことへの回答結果とも考えられる。
→各教科の到達目標及び計画・実践・成果と課題，このフィードバックが必要なことと，教職員が，お互い

に高め合う雰囲気をどう創り出していくかが，r教科指導の充実J（教務課）と「能力がありながら，虚無感
を抱えて頑張っている生徒の支援」（進路指導課）につながることと考えられる。

○生徒の評価が低かったものとしては，「10．学習の評価は，テストの点だけでなく，生徒の努力や授業に
取り組む姿勢等を含めて行われている」（1割弱），「3．学校は，生徒の思いをくみ取って，教育活動を
行ってくれる」（1割）であったが，教職員でlも「10Jは2割5分，r3」は4割弱の回答となってお

り，生徒の受け止め方と差が見られる。
→『生徒の思い』とは何かなど明らかにしていくことが必要。

－22－

《保護者対象》
r学校をさらによくするために，こうすればいいという考えがあったら，書いてください。」

0大学への進学だけが目的ではなく，グロー／くル社会に対応できる人間形成の基礎を身につける教育を望みます。

○なかなか家庭の中に学校の様子等が入ってこないため○印を付けかねる設問が多くお役にたてません。

0先生方には子どもの身辺．・学習等への配慮をいただいておりますように感じております。

○伝統も含めて．学校が認識しているところの特色を具体的に書いてほしい。

0自主自律の精神はとてもよいと思うが．自由とは違うことを学校も保護者もともに教えるべきである。

○先生に学習面での相談にのっていただける機会をもう少し持っていただきたい。

0運動部・文化部等号れぞれ現状報告や意見交換の噂を設け．着発な活動への支援をしてはどうでしょうか。
02人担任がいるので良い面は全員に．細かい部分は半分ずつとなにかエ夫ができないでしょうか。いろいろな考え

方も参考になる七おもうので。

○成穣表と送られてくる学年通信を楽しみにしています。先生方のお考えに触れ．学校をより身近に感じることがで

きます。もっと頻繁に出していただけたらうれしいと思います。

○子どもからは．学校はとても発しいところと開いていますが．世間はそのようには患っていないようです。喜んで

通学しているというと　rそれは勉強がで書るから」ということばが遭ってきます。勉強だけではないということを

親が説明するのは徹しいようです。何か目に見える形で知らせることはできないのでしようか。変に偏ってみられ

ているようで．よく不愉快な感じをうけます。実際．親も学校の方針がよくわかっているとは患いません。

0先日の役員会に参加して．学校の様子とかが．何となくわかりました。保護者の意見の中で．学校への希望がたく

きん出ていましたが．入学するときからわかつている事で．あまりにも保護者が過保護すぎることにびっくりしま

した。校則違反をしても知らない奴をしている保護者が．冬は寒いから暖房をつけて欲しいとか．コートを着て投

糞をさしてほしいとか．なんだか家と学校のけじめが出来ていない気がしました。私的には3年蘭なんだから．少

しは厳しさも知っていた方がよいと思います。身体も元気になるし．これから社会に出て沢山の出来事がまちうけ

ていると患うので．今少し．勉強だけセなく生活の中でも知っていた方がよいと思いました。先生方には大変お世

話になっていて．本当に真剣に取り組んでくれている様子が分かります。わが子に対しては．もう少しその期待に

－　そえる努力をしてもらいたいものです。今が一番いいときだと患うから…子どもにそれが分かってもらえたら一章

うれしいです。すばらしい先生方に感謝しております。本当に役員が出来たことに私自身も感謝しております。あ

りがとうございました。

料皿－⑨：学校自己評価を受けての改善点および改善計画（一部抜粋）
l

l

i◆生徒用項月15　くルール・マナーについて学ぶ…・）について
0日常的活動（指導）の強化一生徒指導係のとりくみ

0教聯眉への啓発一職員会議（担任会）等でお廉い

；0式等での訴え

享◆生徒用項月17（ボランティアの意義について学ぶ…・）について

02年生でもボランティアしHRを実施∴－

ゝ○生徒．教職員への広報活動の強化…・ビラ・ビデオ

0プロパーの係を設置した

◆体別＝十分な休養を取りたいという意見が見られた。　　　　　－ノ

○生徒の当然とるべき休日がどのくらいなくなっているかデータをとり．授業に全力投球をして．打ち込める環境

作りを検討している。

◆トイレの改善の意見が見られた。

○トイレ当番表をトイレに貼り．年間を遺してトイレ掃除が破産できるように計画している。

十ゴミの分類と清掃の徹底の意見がみられた。
－○さらに徹底した係の企画の徹底。

・◆学なの情報をもっと広報すべきであるとの意見が見られた。

≒・○郵送で学校の情報を送付する機会を増やせないか検討している。

◆地麦対策について

・○不安を訴える声が多かったので．国の予算に基づき行った対策等について説明する文書を平成12年度末に保護
者宛に送付した。

○安全教育の視点から．地震時の対応について指導した後．マニュアルを教室調示した。
●－●■－－■■－－●－●－－－一－■一一－－－一一－－一一■－－●－一一－－－－－●－－－－－－－■－－－－■－－一－■－－－－●－－－－一一－－－－－●■－一－－－－■l・－－－－●■■－■■ll・－■－■－－－■■－●－－■－■●－－■■■●
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ミ1

Ⅳ　　県立水島コニ業高等学校らこおらナる実践事例

1　学校概要

本校は，当時，岡山県における高校生急増対策の動向から，倉敷市がエ業高校誘致に積極的な
態度を示し，倉敷市西阿知町に昭和37年，機械科・電気科・エ業化学科，各135名の募集定
点で発足した。その後，幾多の経緯を経て，現在，機械科（1年定見80名）・電気科（同80
名）・工業化学科（同40名）・建築科（同80名）・情報技術科（同40名）の5科を有し，

生徒数1017名，内女子39名（平成13年5月現在）の大規模校として，地域に数多くの人
材を輩出している。
本校生徒の約7割が水島工業地帯を中心に就札　約3割が大学・短大・専門学校等に進学して

いる。生徒は，r城実は人間最高の善である」の校訓のもと，社会人としての資質を身に付ける

べく，多くの資格を取得しようと勉学に励んでいる。また，文武両道をモットーに部活鱒も盛ん
で，運動部では，インターハイや中国大会に多数出場するなど熱心に練習に取り組んでいる。そ
して，文化部の活動も盛んで，11月の文化桑，．2月の創作展は日頃の地道な取り組みを外に向
けて発表する格好の場となっている。

2　調査研究t十画の概要

区　　　 分 調　　 査　　 研・　 究　　 ■内　 ■　容

平成 1 2 年度 1 ．学校 自己評価 を導入 してい る先行事例 の研究

（第 1 年次） 2 ．学校 自己評価実施のた めの組織づ くり・■

＝ 『学校 自己評価 システ ム調査研 究委員会』の設置

3 ． r調 査研 究のねらい」 を確認→ ．．…．蛭 教職員 の共通理瑚 を図 る

’∴く運営委早会．→職員 会態〉

4 ．学校 自己評価を理解す るため■の．．．「職 員研修会」の取 り組み

5 ．評価項 目 ・評価基 準の間査研 究

6 ．内部評価実施 の検討

（実施対象者，評価 の時期 ， コン ピュータ処理等・）

7 ．内部評価の試行 と問題 点の把握 ・分析

→岡 山大学北神助教授 に よる指導 ・．助言

8 ． 自己評価の試行開始

9 ． 中間ま とめの作成

平成 1 3 年度 1 ．平成 1 2 年度の実施結果笹基づ き．ニ今後の方針を決 める

（第 2 年次） 2 ・．外部評価 （生徒 ・保護者） に向けての取 り組み

3 ． 自己評価 のシステム化

＝ 自己評価 の実施 ・回収 ・分析 ・ま とめ ・反省

4 ．生徒 ・保護 者へ の鋭 明

5 ．問題 点の把握

→次年度への改善点を検討

3　調査研究の記録（資料Ⅳ－①）
平成12年3月兼，県外の先進的な取組みをしている学校を視桑するため，本校の教諭3名で，

大阪府立大塚高校を訪問した。そこで，平成10年度と同11年度の2年間の実践の取組みを聴

かせてもらい，そのノウハウを教えていただいた。現在水島工業高校で取り組んでいる学校自己
評価の原点は，大塚高校の実践に基づいているといっても過言ではない。その後，「学校自己評
価システム調査研究委員会J（以降，学校自己評価委員会と呼称）を立ち上げ，平成12年度は，
教職員研修会，内部評価（教職員対象）を実施した。また，平成13年度には，内部評価に加え，
外部評価（生徒，保護者）を実施した。
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4　調査研究の組織（平成13年鹿）

（学校自己評価委員より　計3名）

（注）穣極的に動きやすいメンバーを人選したため，分掌間のバランスが取れていない。

5　調査研究の方法と結果
（り　教職鼻研修会（資料Ⅳ－②）

教職員の共通理解と協力を得るため，学校自己評価委員会の代表が先進校（前出の大塚高校・・
岡山学芸館高校・東京都立芝商業高校等）を視察し，その取り組み状況を報告するとともに，学
校自己評価に詳しい岡山大学教育学部助教授の北神正行先生に「学校自己評価の意義と課軌　と
いうテーマで，教職員を対象に50分程度の講演をしていただいた。その後のアンケートの結果

では，厳しい意見も見られたが，おおむね前向きな意見が多く出ており，一定の成果が得られた。

（2）内部評価（教職月）と外部評価（生徒．保護者）
①　評価実施対象者

内部評価（常勤の教職員全長）を，平成13年1月と6月の2回実施した。また，外部評
価については平成13年6月に1回（評価者：2・3学年の生徒，保護者全員），同年11
月に1回（評価者：1年の生徒，保護者全員）の計2回実施した。

回収率は，内部評価が，100％（1回目），84．3％（2回目）で，
外部評価が，81．2％（2・3学年），93．4％（1年）と，かなり高く，

協力的であった。

外部評価としての地域住民，OB，卒業生，企業等については，実施方法等が難しく，現
在のところ実施予定にない。

②　評価実施時期

1年間の学校での活動を終える3学期が一番客観的なデータが取れると思われるが，3学
期は，進級・卒業に関する全島や学力検査等と，多くの行事があり，集計・分析作業や評価
が出ても，それを受けての対応策が－とりづらい環境にある。したがって，平成13年度は，
1学期の終わりである6月に，教職員，2・3学年の生徒，保護者を評価者として行った。
なお，1年生については，2学期の行事が概ね終わる11月に実施し，来年度以降に，どの
ように評価が変わっていくのかを見ていきたいと考えた。

③　具体的な設問の設定

大塚高校のものを基にして，平成12年度は，内部評価のみを作成した。7月中旬，県立
学校の共通項日に基づいて具体的な項目を37項目作成した。また，学校独自の評価項目の
作成に当たっては，学校自己評価委員会の他に各専門5科の科長にも協力してもらい22項
目を作成した。したがって，計59項目を作成した。（資料Ⅳ－③）

平成13年度は，内部評価については，平成12年度のものを，同じ内容のものは除くよ
うにし，新たに出てきた問題等を問う項目を入れて，計55項目を作成した。
外部評価についても，大塚高校のものを基にして，30項目を目安に作成した。また，内

部評価，外部評価ともに，同じ問い掛けで，自由記述の楯も設けた。（資料Ⅳ－④）
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④　実施用紙（評価票）
評価結果の集計等にコンピュータ処理ができるようにするため，マークカードを利用した。

本校では，情報技術科の実習用にカードリーダーを購入しているためで，選択項目の集計は，
短時間で行えた。なお，生徒と保護者は同一のマヤクカードに記入してもらったこ　これは，
保護者に生徒と話をしながら記入してもらうためである。

自由記述は，別の用紙を渡し，記入してもらった。

（診　選択肢（評価基準）

選択肢は分からないとする回答をできるだけ減らすために，4択としたつもりだったが，
l t

回答は，マークカードの1～4の該当する項目の数字を鉛筆で塗りつぶしてください。

＜1－4の項目＞

1　よく当てはまる　　　　　　　　　　　　2　やや当てはまる

3　あまり当てはまらない　　　　　　　　4　全く当てはまらない

※どうしても判断がつかない場合，　5　を選んでください。

としたために，実質5択となってしまった。
保護者は，5を選択する人がかなりの数になった。

⑥　回収方法
回収率を上げるために，教職員は，各教科主任の先生に提出，各教科主任の先生がまとめ

て，学校自己評価委員会の情報処理係に提出する。生徒＿・保護者は担任の先生に浸出，担任
の先生がまとめて，学校自己評価委員会の情報処理係に提出するという方法を採った。

＜平成13年度の回収率＞

教　 痕　 員
生徒 ・保 護 者

2 ・3 学 年 1 学年

マー ク カー ド 8 4 ． 3 ％ マ ー ク カ ー⊥ ド 8 1 ． 2 ％ 9 3 ． 4 ％

自　 由　 記 述 4 ． 5 ％ 生 徒 自 由 記 述 6 4 ． 3 ％ 4 7 ． 3 ％

保 護 者 自 由記 述 ・ 6 8 ．■・2．％ 畠 0 ．・し8 ％

（3）集計と分析（資料Ⅳ－⑤～⑧）
①　集計

評価項目の回答は，カードリーダーで各個人の評価をCSV形式で出力し，その元データ
を表計算ソフト上で編集することで，集計と分析を行った。自由記述のものは，時間をかけ
て，同ソフト上に文字入力していった。その際，記載内容によって，評価項目と同じように
分類し，数をカウントしていった。

②　分析
評価結果を，選択肢の番号1から4の平均をとって考えるとともに，選択肢の番号1から

5の選択数のばらつきを見て考えた。

次に，
l

：00：　　　（評価結果）≦2
○：　2　＜（評価結果）≦2．5
×：　2．5＜（評価結果）≦3
××：　3　＜（評価結果）

l＿．■－－＿一．－＿＿■■■－＿■■＿＿－＿＿＿＿＿＿■．■＿＿＿●＿●．■一＿＿＿■■＿－．＿■■一－．＿■■＿－＿－■－－－＿l

の4段階で標示し，一見するだけで全体のイメージをつかめるようにした。また，この方法
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で，母体を，各学年，各科で評価してみて，学年の特徴，各科の特徴を見てみた。
また，評価項目ごとに，候向を見ていき，全体的な評価を把握した。

6　実施する上での課題

（1）教職員の共通理解

学校自己評価隠，組織体としての学校が，学校としての教育機能をどの程度果たしているか
を総合的・客観的に評価し，その結果に基づいて教育活動全般についての改善策を立て，各学
校における教育活動の充実・向上を図ることをねらいとしている。したがって，教職員の共通
理解が不可欠である。さらに・教職員が建設的な気持ちでその至らない点を考え，自然に改善
のための努力を誓うという気持ちになるような，健全な雰囲気が生まれるようにすることが重
要な点である。

（2）学校評議員制度との連携の在り方

学校評議員制は・学校－・家庭・地域が連携協力しながら一体となって子どもの偉やかな成長

を担っていくた軋地域に開かれた学校づくりをより一層推進する観点から．学校に，学校評
議員を置くことがセきるようにするものである。これにより，学校や地域の実情に応じて，学
校運営に閲し，保護者や地域住民の意向を把握・反映しながらその協力を得るとともに，学校
としての説明責任を果たしていくことができるようにするものである。

学校評議員札校長の学校運営に関する権限と責任を前堤として，校長の求めに応じて意見
を述べることカミできるものである。－このため，校長の判断により必要と忍める場合に意見を求
めることとなる。また，校長は，学校評議員の意見を参考としつつ，自らの権限と責任におい

■て判断し決定を下すものである。

したがって，学校自己評価との関連で考えれば，学校評議員の人数が8名以内と少ないこと

から，教職負・生徒・保護者が行った学校自己評価の結果を提示・説明し，それに対する各委
員の意見を・質的なレベルでコメントをもらうようにするのがよいと考える。そうすることで，
地域住民に対す－る学校としての説明責任を果たしていくことができると考える。

3）実施主体となる組鞍の校務分掌への位置付け
①　想定される業務内容

○学校評議員に校長を通して，学校自己評価を依頼する。

○教育機能をどの程度果たしているかを総合的・客観的に分析・評価し，その結果に基づ
いて改善策をどのように立てていくかを検討し，運営委員会に提言する。

■○学校としての説明責任を果たしていくた軌評価結果等について，学校評議員に説明し
たり，校誌やPTA新聞等の原稿を作成する。

②　実施主体

実施主体については，
l■－●●■■●－－－●－－－－－－－－■－・■■－－－－－－－－－－－－一一－

；ア・学校自己評価塞（仮称）という分掌を新たに作り行う
：イ・学校自己評価委員会という委員会制度で行う
I

：ウ・既存の分掌の中に位置付けて行う（例えば，教務課）
l－…一－…－－－－一一…－－－－－一…－一一一－－－－－一一一－－－…一…一－－一…－－－一－－－…－－…－－…－－‥■一■■＝…－－＝

の三つの場合が考えられる。

総合的・客観的に評価するという観点から，既存の分掌で行うことは適さない。多方面の
意見が集約できる体制が必要である。また，時代にあわせて学校を改善していくために，常
に調査・分臥そして改革プログラムの作成までを業務内容としていくのであれば，新しい
分掌が必要となる。しかし，調査・分析するところまでなら，業務は，1年を通してという
よりも，一定の期間に集中してくるため，委員会制度で十分である。

以上のことから，イの学校自己評価委員会という委員会制度で行うことがよいと考える。
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③　本校で想定している学校改善の手順

評価の実施
1

評価結果の集計と分析
1

運営委員会へ集計と分析結果の報告
1

職員会謝こ集計と分析結果の報告
1

各株科でできることを考える
1†＜自己評価委員会で調整＞

自己評価委員会に改善策を捷示（各課科）
（どこの課科にも属さないことは自己評価委員会で改善策を提示）

1

運営委員会に改善策を提示（各課科）
1

職員会故に改善策を提示（各棟科）
1

改善策の実施
1

改善した内容を次回の評価項目に入れる。

⑥　委員会制度で期待できる効果
メンバー構成を，教頭を委員長とし，10名程度を各課・科より，校長が選出する。こう

することで，総合的・客観的に評価し，多方面の意見が集約でき，校長の意向に沿った改善

がやりやすくなる。また、現在行っている研究の体制と変更がないため，教職員に受け入れ
られやすくスムーズに実施に移せる。

⑤　委員会制度での実施上の問題点
委員会制度にすると他の分掌と兼ねることになり，中心となって業務にあたる人に仕事が

集中する恐れがある。

（4）評価項目・評価単位の設定
評価項目・評価単位の設定については，

①　毎年実施する評価項目
②　年度をおいて実施する評価項目（3年に1度実施等）

③　その年度に，より深く内容を知るために，重点をおく項目
の3種類に分けて考える。①については，生徒指導など教育活動の中で比較的改革がしやすい
内容とし，②については，施設設備など，教育括動以外の改革が困難な内容とすべきである。
また，今までと違った新しい取り組みについてば，必ず評価項目に入れるようにする。

項目を設定する上で，教具・生徒・保護者の三者に共通する項目も必要かもしれないが，そ
れぞれの対象にあわせた質問項目にしていく必要がある。例えば，保護者は，学校の中のこと
を開くのではなく，家庭でのこと．をプライバシーに触れない程度に開いてみることも考えられ
る。

（5）結果の活用方法（内部）

今回の自己評価でいくつかの問題点や課題を把握することができた。1つの事柄についての

考え方は，10人いれば10通りの考え方があるように，生徒の希望するようにしていくこと

が必ずしもいいとは言えないし，金銭的なことなど，できることばかりではない。評価結果が

よくなかった点について，すべてに手をつけるというのではなく，できるところからやってみ

－28－

るというように考えることが必要である。改善策については，学校の基本方針を明確にしその

枠の中でどのような対応ができるのかを考えていくことが大切である○常に，自主点検管理す
る‾つの物差しの役割は果たすことになるだろう。

（6）結果の公表（外部）

学校自己評価の結果の公表の仕方としては，
①　数値を含めてすべての項目を提示する

②　数値は出さず，4段階程度（かなりよい・よい・悪い・かなり悪い）にランク分け
して，すべての項目を娘示する

③　ポイントのみを文章化して提示する

の三つの方法が考えられる。校長の判断により必要に応じてその方法は変わってくると考える。
なお・提示の際に・よくなかった点の対応策について，学校としての方針を説明していくこと
が必要である。そして，新しく加えた（変えた）点については，次回の評価項目に入れて，常
にチェックをしていくようにすることが大切である。

本校では・公表の媒体として，昨年度より1年間の学校の教育活動をまとめた校誌r花軌
を発刊している。この他にも，PTA新聞やホー，ムページなどが考えられる。

7まとめ

学校自己評価は・教育課程の編成・実施状況，指導方準や指導体制のエ夫改善の状況，児童生
徒の学習状況等を点検し・教育蛛程や指導計軌指導方法等について絶えず見直しを行い，改善
を図るために行うものであり，各校における特色ある教育活動の推進や開かれた学校づくりを展
開する上で必要なものである。しかし・長い年月を経て・現在に至っているものを一朝一夕に変
革することは困難である。まず・1学校自己評価をしてみて今の現状を把達し，本当にどうするこ

とがいいのか・また・どうすることができるのれ教職員だけでなく，生徒・保護者・地域の方
々と一緒になって考えていくことが一番大切なことではないだろうか。そして，1つでも改善で

きることを見つけて，よりよい方向に着実に進んでいく努力をしていかなければならない。

ー為－
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資料Ⅳ－②：教職員研修会

学校自己評価・教職員研修会

t．・日　　時
2．対　　象

3・会　⊥場
4．テーマ

5．講　　師

平成12年7月4日（火）16時～
本校　教職員
会　藩　主

「学校自己評価の意義と課軌
岡山大学教育学部助教授　北林　正行　先生

アンケートの集計結果（集計数は47枚）

（l）本日の研修会に参加して，学校自己評価の内容が

ア　よく理解できた　イ　なんとなくわかった　ウ　あまりわからなかった
1　1　　　　　　　　　3．2ン

（2）啓発的な内容の研修会を今後細くことについて

ア‾今後も開いてほしい　イ　どちらでもよい
2　4　　　　　　　　　2　0

（3）今回の研修会を通して，教職員の合意が

ア●一高まっていくと思う　イ　よくわからない　ウ
1　3　　　　　　　　　2　7

（4）生徒が評価することについてどう患いますか。

ア　生徒の評価は必要だ　イ　まだよくわからない
2　6　　　　　　　　　1　9－

（5）学校自己評価全般について（今回の研修会の内容も含めて）ご意見やご感想がありまし
たら，コメントをお廉いします。（一部を抜粋して掲載）

・授業に対する，生徒の評価を実施する場合，「言いたい放軌にならないように，評価項
目を考える必要があると思う。「開かれた」に惑わされずに教員の力量も考えながら実施
すべきである。

・評価なくして行為は成り立たないと患いますので，大変有意義だと思います。ただ，何に
してもすべてのことが仕事量の増加につながっています。どうか，効率よくできる方式を
考えて下さるようお願いします。r評価」を導入することで，何をやめるのかも真剣に考
えてはしい。

・改善目的の記述式が良いと思う・。ただ；生徒かちでiまなく，例えば，専門→教務課長・生
徒課長・校長，普通→専門科の先生が授業参観をし，改善点を見つけることも必要では。

・地域・家鼠学校が協力して学校が活性化していくよう，自己評価を活用しいってもらい
たい。

4

ウ　開かなくてよい

3

高まっていくとは思えない
7

ウ　反対である
’2

・一挙校自己評価の意義について吼だいぶ理解できたと思います。しかしながら，授業など
の目標については，指導内容（目標到達点）が今一歩実現できていないような気がしてい
ます。今の現状に応じて自らが，その日棟に向けいかに進んでいくのかという点を考えず
に前進はあり得ないような気がしております。今後は「反省なくして進歩なし」という考

、えで行くことは大切なことだと思います。

・学校の改革は必要であると思う。特に本丸保護者・地域がすればよいものは返すべきだ
レとは思う。何を返して，何を残すかというものを検討する必要があるのではないかと思う。

また，評価をする場合，子供の声，又は子供の参加が必要であると患う。
・先生を評価するのではなく，授業を評価するものだということがよくわかりました。このI　　　」＝・＿＿1　．ゝ　　　　　＿　－　　　■ ▼　　　　　■r　　▼　▼　■▼　　‾，　t　－■‾’▼　　′　t7ヽ　ヽ■′　■ヽ－○　　ヽ－・▼一′

点から，アンケート等の内容を考えていけばよいと患う。

学校自己評価は必要と思う。藩呆をどのように，どのようなかたちで，誰に知らせるかに
ついては今後も研究の余地が大いにある。

学校改善のために・授業の評価がフィードバックされるやり方について，是非実施してい

きたいと思った。ただし，まだ全体像については，まだはっきりとはつかめていない状況
です。

－31－



教　　　　耶氏　　　　旦　　　　用

次の1～59の質問は、本校の教育について、先生方が日頃どう感じているかをお尋ねし
たものです。
感じたまま回答して下さい．回答はマークカードの1－4の該当する項目の数字を鉛筆で

塗りつぶして下さい。
＜1～4の項目＞　1　よく当てはまる　　　　　2　やや当てはまる

3　あまり当てはまらない　　4　まったく当てはまらない
●どうしても判断がつかない場合のみ、5を選んで下さい。

1．社会規範や市民道徳を守る意識を育てる指導をしている。
2．人権尊重の教育において，参加体験型の学習内容・方法を取り入れるなど感性を
高め指導を行っている。

3．同和問題を正しく理解し，差別や偏見のない社会を目指す主体的な生き方につな
がる指導をしている。

4．プライバシー保護など人格を尊重する姿勢で指導にあたっている。
5．奉仕等の体験学習やボランティア活動が活発に行われている。
6．環境・福祉・ボランティアなど新しい教育課眉を教育活動に請極的に取り入れて
いる

7．教育活動において．ゴミの分別など環境を守る指導を適切に行っている。
8．環境問題に対する関心や環境保全のための知識・実践的態度を高める指導方法の
工夫している。

9．生徒一人ひとりに即した効果的な指導を行うため∴教員のカウンセリング技術の
向上に努めている。

10．教育相政体制が整備されており．生徒は学級担任以外の教員とも相鉄することが
できる。

11．自分の生き方を考え豊かな心を持った生徒を育てようとしている。
12．地域の歴史・文化・伝統・自然等に関する体験的な活動を教育活動に積極的に取

り入れている．
13．特色ある学校を目指して改革に努めている。
14．インターネットを活用するなど国際理解教育を重視して，生徒の国際感覚を育て

ようとしている。
15．学校の特色づくり・魅力づくりについて，教職見で日常的に話し合っている。
16．コンピューター等の情報機辞が．各教科の授業などで活用されている。
17．本校では教育目標をわかりやすくしている。
18、学校の教育課掛こついて，教職見で日常的によく話し合っている。
19．教育課程の編成にあたって，学習指導要額の趣旨が生かされている。
20．生徒が興味・関一む・適性に応じて進路選択ができるようきめ細かい情報捷供を行

っている。
21．就職・進学など生徒一人一人の個性を尊重したきめ細かい進路指領がなされてい

る。
22．生徒が望ましい勤労観・職業観を持つことができるよう各学年に応じた系統的な

進路指導を行っている。
23．授業方法等について検討する機会を積極的に持っている。
24．学校内で他の教員の授業を見学する機会がよくある。

25．保護者や地域の人々と嬢する機会を多く持っている。
26．教育活動について必要情報を積極的に収集し，．教職員や生徒・保護者への周知に

努めている。
27．教育活動全般について保護者の願いによく応えている。
28．生徒措≦割こおいて，家庭との繁盛な連携ができている。

29・庵設朋及や公開講座等により聞かれた学校づくクに取り組んでいる
30．保護者や地域の人々に．学校回書僧等の学校庵設を開放している。
31．地元の警察等と連携し，安全教育の徹底を進めている。
32．部活制を効率的に進めていくために地域の人材に協力をあおいでいる。
33．各教科において基礎・基本を明確にし．教材の精選・工夫を行っている．
34．教育活動全般にわたる評価を行い．学校行事等について次年度に向けての精選が

はかられている。
35．学校行事が生徒にとって魅力あるものにするために，工夫・改善を行っている。
36．教職且はPTA活動によく参加している。
37．PTA活動の充実・活性化に努めている。
38．教育計画の作成にあたって．教職眉でよく話し合っている。
39．年度当初に教育目標を掲げて指導し，年度末に評価を行い次年度の計画に生かし

ている。
40．生徒の問題行為が起きたとき，組織的に対応できる体制が整っている。
41．様々な問題行動の防止のための早期摺動こ学校全体で心がけている。
42．個人面談期間を設けるなど，生徒一人一人に対してきめ細かい指導を行っている。
43．各専門科の特色づくりができている。
44．実習時における体験学習が十分なされている。
45，実習時における安全指導に努めている。
46．各種の資格・検定の受験率や合格率の向上のための指導が充分なされている。
47．部活動の推進・充実のため、学校を挙げての取り組みをはかっている。

48・部活動の指導において，十分安全に配慮している
49．ロボットコンテスト等，各種軌技会への積極的参加がなされている。
50．生徒会活動を通じて．生徒が民主的な手続きを経て．主体的に活動できるよう学

校全体で支援している。
51．教職員間の相互理解が充分なされ，信頼関係に基づいて教育活動が行われている。
52．日々の教育活動における閉居意鼓や悩みについて．気軽に相談しあえるような職

場の人間関係ができている．
53．教職長の適性・能力に応じた校内人事や校焉分掌の分担がなされ．教職負が意欲

的に取り組める環境にある。
54．ホームルーム活動を圭とした学級経営の改善に，学級や学年・学校全体で取り組

んでいる。
55．職負会議を始め各種会議が、情報交換と課題嶺討の場として有効に機能している。
56．本校で札公文書の授受・発送・保管に対する管理が充分なされている。
57．近隣中学校などとの校種間遠溺の機会を設け仁教育活動全般に生かしている。
58．施設・設備について日常的に点検や管理が行われている。
5g．金銭・物品の管理方法について共通理鰯鹿している。

ご協力ありがとうございました。
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資料Ⅳ－⑤：評価結果の集計と分析

評価結呆の集計と分析
平成13年9月4日

《評 価 の 実 施 方 捷 》

対
象

教員（非常勤者を除く）及び事務室 2，．3年生の生徒及び保護者

回 6月2 1■日（木）職員会註で配布。■ 6月2 5日（月）S H Rで配布。

収 教科主任を通して 担任を通して，

方
　　　　 ■
6月2 9 日（金）までに提出。

7月2 日、（月）までに提出。

法 無記名。 無記名。

備

1 ：よくあてはまる　－ 1 ：よくあてはまる

・2 ：ややあてはまる－・
3 ：．あまりあてはまらない．－
4 ：全くあては・まらない－

2 ：ややあてはまる
3 ：あまりあてはまらない

4 ：全くあてはまらない

考

5 ：分からない 5 ：分からない

で回答し．マークカードに記入。
別掛こト意見を文章表記する。・
生徒と保護者は同じ1故のマークカードに記入。

マ＿クガードと文章表記の用紙を封筒に入れて担任に提出。

で回答し，マークカードに記入。

別紙に，意見を文章表記する。

《吾平価の実施状況》
－クカー ドの ○　　 況

峯鷹 島 生徒 ・保 護者

3 年 2年 M ・ E C ・ A ・ 1Ⅰ・

対象 人数 89 695 3 46 349 15丁 1 53 7 5 152 ・158
メ〒
回収枚数 75 564 2 57 3（）7 115 122 69 120 138

回収率　 由 ．3 81 ．2 了4．3 88．0 73．2 了9．7 ・9 2．0 78．9 87．3

2．文章表記の用紙の提出状況
提出率は，教職員4．5％，生徒64・3％・保護者68・2％であった。
教職員のものは，すべて記入があった。生徒，保護者のものは，記入がないものがほとんどであった。

《分析結果の概要》
本校軋生徒指導を主体とした学校であることが特徴づけられている。教職員は・現在の生徒指導の体制を肯

定し教育効果が上がっていると考えているのに対し・生徒は，現在の生徒指導が厳しすぎると感じ・より緩やか
なものになることを希望している○保護者軋もう少し級やかな生徒指導にしてもいいのではないかと考えなが
らも，現在の体制を肯定している○どの程度がよいのかは，その時代に応じた学校の特徴であり・一概に判断で
きないが，常に周囲の状況を把握し・耳を俵けていく姿勢であることは必要であろう。なお・進路指導卜資偏屈
得の指導，部活働の活発さについて乱数敵兵，生徒・保護者いずれも高い評価を与えている。

1．教僻見の評価について
平成13年1月に実施したものと大きな違いは見られなかった。
心の教育や学校の特色づくりについて，教職員個人として，高い関心がうかがえる。具体的には・教育紙・専門

科目，生徒指導，進路指導，部活動i資儲頂得，ボランティアといった項目に高い評価を与えている。これは・その
榊体制や成果に一定の満足感を持っている現れであると考えられる。また，国際理解教育・地域の歴史・文化・
伝統・自然等に関する指導といった新しい教育課題についてはまだ十分に行われていないとする意見が多く・
取り組みに対する困難さがうかがえる。

特別活働について．学校行事や生徒会活動に見られるように，教員主導で行われていると考え・もっと生徒の積
極的な参加を促すべきであるとする人が少なからず見られる。

危磯管理について，災害に対する各自の役割意識は高いが，事件に対する各自の役割について一はっきりし
ていないと考える人が多い。

対外的な活動について，教枯員はPTA活動にあまり参加していないと考えている人が多いように，外部との接触

には消極的な侯向が見られる。
大きな開点として，親睦を図る機会が多いとする一方で・紳月間の信頼関係に疑問を持っている人が多いと

いう点である。このため，教職員閏の意思疎通が不充分で，自らの悩みを素直に打ち明ける塘が少ないと考え・個人
内で物事を処理しようという條向が現れている。その1つに校内分掌の不満であり・意欲的に取り組めないと考えて

－34－
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いる人が多い。また，教育能力内上のための積極的な取り組みをしている人は半数程度である。今後管理・運
営面で改善■を図り．教職員が納得し，信頼関係の中で教育活動に専念できる職場環境をつくっていくことが
望まれる。

2．生徒の評価について
学校に対して，部活動ご　進路指導や資格取得のための指導に高い評価を与えているものの全体として厳し

い評価がされている。生徒は，自分たちの意見は開いてもらえないと強く感じているものが多い。この思い

が根底にあるため教員側に不信感を持ち，秘密は守られないとする意見が多数あったり，指導に納得がいか
ず（具体的には，服装，頭髪，携帯電話についての指導），相談にも行かないという條向が見られる。反面，
社会のルール等について学ぶ機会が少ないと感じている生徒もいて，生徒指導に期待をしている生徒もかな
りいると考えられる。生徒と教員との借親閲係を築いていくことが求められている。
授業については，楽しいと感じられない生徒が多いものの教員の取り組みに一定の評価をしている。実験

・観察・実習などの時間がたくさんあると考えている一方で，自分の考えをまとめたり発表する機会が少な
いと感じている・。また，環境に関する学習や奉仕活動に参加していないと考える生徒が多数である。学習の
評価方法はよく理解している。
特別活動については，将来の進路や生き方について考える様会があり，民主的なHRづくりに努力してい

るとしながらも，HR活動に活気がなく覇権的にかかわれないとする生徒が多い。生徒会活動，学校行事と
いった集団での活動に魅力を感じず避けようとする侯向が見られる。
危機管理については卜災害の時の行動の仕方は理解しているが，犯罪に対する対処法については知らされ

ていないと考えている生徒が多い。

施設設偏については，空調設備を丑偏してもらいたいとする意見がかなり多い。また．壊れたところもな
かなか修理されないと感じている一方で校内美化には力を入れていると感じている生徒が多い。

∪【

琵■ヨ3．保護者の評価について

全体として．年に1，2回程度しか学校に行かないので詳しいことは分からないとする意見が多いものの
高い評価を与えている。
生徒指導について，一定の評価を与え七いる一方で，子供の話をよく開いてじっくりど語り合ってもらい

たいとする意見が多数である。また，学校での様子が十分に伝わっていないと感じる保護者が多く．また．
保護者や地域の人たちと話す機会も少ないとする意見がかなり見られた。家庭への情報一提供といった広報活
動が求められる。

学習について軋　環境・国際理解・福祉ボランティア等や感動する心を育てる教育はあまり行われておら
ず，楽しい授業は少ないと考えている保護者が多い。学習の評価方法はよく理解されている。
施設設備については，おおむね満足をしているようだが，空調設備等の毛備を求める意見が少なからずあ

る。
部活動については，かなり高い評価を与えている一方で，指導方法が疑問であるとする意見もあった。具

体的には，部活動を主目的に入学した生徒がリタイアした場合の学校のケア，レギュラーになれない部員の
対応，部顧問と担任の連携等である。

《今後の課題》

数瞬員間の億頼関係を築き．お互いをサポートすることができる体制づくりが望まれる。これにより，反省の上
に立らた行事の改革，より活発なホーム′レーム活動等が行われるようになり．教育能力向上のための啓発活動に
もつながると考える。
生徒，保護者が求めている．r生徒とじっくりと話をしてもらいたい」という声にどのようにこたえていくのか。

これにこたえていくことで，生徒会活動，学校行事やHR活動の活性化につながると考える。また，PTA活
動への参加，家庭への連絡や情報提供といった広報活動を進めていくことで．外部の協力が得やすくなる。

教職員，生徒，保護者のいずれもで一定の評価が与えられている，進路指温∴資格取得の指導，部層動への取
り組みを今後も雑崩していき，また，事件に対する各自の役割分担については早急に明確化する必要がある。
新しい教育の分野である，外部の人たちとの協力，参加体験型の学習内容・方法，国際理解教育，地域の歴史・

文化・伝統・自然等に関する指導についてIも今後の研究を待ちたい。また，空調設備の整備は今後の課題であ
る。

《備考》

アンケートの実施方故について札高い回収率を上げており，関係方面の協力も得られよかったと考える。→
しかし，アンケート項目については，保護者や生徒のもので，r5：分からない」の選択率がかなり高く検
討を要する。また，全体的に項目数が多いので，精選し表現もより分かりやすいものに変えていく必要があ
る。文章表記については，妥当であったと考える。
今回の自己評価で明らかになった課題について今後どのように取り組んでいくのか。この学校自己評価を

実施していく部署も含めて，校内の組織体制を整備していく必要がある。

－35－
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平成12．女鹿　評価結果一覧表（教職鼻）

j■

緻

▼

挑

騨価閲摺詳価ヰ位 書f間項目 騨価結果

教書計画教書白犠　 l　　　正コ自分の生き方を考え1かな心を持った生徒を書てようとしている。 2．20 ●

3特色ある学校を日経しで改革に努めている． 1．g8 00

15撃校の拷色づくり・魅力づくりについて．教書▲で日常的によく詳し食っている● 乙■丁・0●

1丁本校では敵▼日♯をわかりやすくしている．・ 1．如00

34
教▼活動全附こわたる評価を行い．学校行事讐について次年齢こ向けての精選がはかられている■・2．引 ）く

88教書計画の作成に錮たって．教職員でよく惜し合っている」 乙▲○　■0

38年よ当初に♯▼日ポを穐Iナて指導しこ・・年度末に騨価を行い次年丘の計画に生かしている●－ 乙32 0

43各書朽科の特色づくりがで曹ている．－ 1．84 00

教官課程 18学校の数▼静穏について．・数社■で日常的によく鰭し合っている．‘ 乙28 0

19散▼課程の♯成に当たって．攣響指導貫犠の趣曹が生かされている． l．20 0

遭性数事 巾社会規範や精良遭¢を守るま椎を書てる穐導をしている． l．糾00

2人穐尊t・の●▼において．●加体♯むの孝平内響・方法キャリ入れるなど．■性を高める相場を行っている●2．38 0

3
同和脚糧を正しく1翳し．蓋劇やす見のない社食を巨柑ナ主体的な生き方につながる糟ヰをしている・2．0ユ○

■仕・環境・犀際教書さ蓼仕蠣の体♯攣響やボランティア活動が語彙に行われている．． l．70・00

8環境・禰牡・ボランティアなど新しい教▼課畑を緻▼活動に書極的に取り入れている． 1．1き00

丁緻▼活劇において．ゴミの分別などサ壇を守る穐礪を遭切に行っている． l．52 00

8環境間糧に対する関心や環慎保全のための知緻・・舞込的せ虎を芯める持場方法のエ夫をしてし沖●乙2タ0 ．

1ヰインターネットを活用するなど曳散漫解職▼を暮捜して．生徒の諷静感賞を書てようとしている● 之．－○ X

檀

絆

価

各級科1 指導 之3捜先方法■について檎射する機会を犠牲的に縛っている． l．88 X

3さ各教科において纂礎・益本を明碓にし．教材の■遭・エ夫老朽っている． l．18 00

小菓平時lこおけ＆隕駄攣響が十分なされている．■ 1．Tl ●　●

■5美甘蹄lこおける安全指揮に努めている． 1．糾00・

資格・檎定指導 48各積の升格・檎虔の贅験寧や合格率の向上のための相場が十分なされている． 1．85 ●　●

・・1　≡　り指導 12地域の丘卦文化・伝統・自然専に関する体験的な斉勘を緻▼活劇に斗極的に取り入れている． 2．鍾 ×

35学校行事が生徒にとって魅力あるものとするためにノエ夫・改書を行っているJ 乙15 0

17部活動の推遭・兼業のため．学校を攣げての取り組みをlまかつている．■ 1．さ8 00

J柑部活勤の稚軋こおいて，十分安全に配慮している．■ 1．1丁00

4タロボットコンテスト専，各種競技会への積捷的攣加がなされている． 1．■l．00

50生徒会肴勤を通じて．生徒が長生的な手続きを縫て∴主体的に活動できるよう学級会体で支線していも．と10 ○

生活樽導全体書十阿 41樺々な間性行勤の防止のための早期指導に学校全備で心がけている． 1．80 ●　●

・ニ・　甘・ 40生徒の憫瑠行▲が起きたとき．組托的に対応できる体制が支っている． 1．TO ●　●

指導 4プライバシー保護など人権を尊■する姿勢で樽尊にあたっている．∴．． l．88 00

1d教書相談体側が兼備されており、生徒は学級虐任以外の緻■とも相麒することができる． 乙0き0・

■2個人硬軟期仰を放けもなど．生徒一人一人に対してきめ細かい指導を行っている． 1．糾00

ー・・・ご＝、二1・指導 20生徒がれ味・鶴■い適正に応じて通路遭択ができるようきめ細かい情報提供を行っている● 1．？8 00

21耽れ・通学など生徒一人一人の個性を尊王したきめ拙かい遺跡樗牛がな幸れている．■ ；●00

2ヱ生せが望ましい勤労観・書兼観を持つことができるよう色単年に応じた系統的な通路細導を行っている●1．84 00

数

書

経鷺・舶織維讐方針の遽戚 51教書1間の相互理解が充分な書れ．償欄関係に基づいて敵▼寿勤が行われている． 2．55 ×

52日々の敵▼活勘における脚環fhや悩みについて．無職に相性しあえるネうな十ヰの人間側鉱がで曹ている．乙85 X

校務分儀 田牡t▲の遍性・鴫カに応じた校内人事や校務分■の分地が虻され．．牧暮▲が王欽的に取り納める覆墳にぁる．2．1丁 ×

学年・ホームルーム封ホームル．一人活動を主とした学級鞋営の改纏に．雫級や学年・学校全体で取り組んでいる・ 2．一拍 ○

t■暮t・●■●■★・●嶋■5ら職1禽■を始め各棟会■が．情報交換と課欄榛肘の増として有効に機能している。 2．3I■○

研究・研♯計画・実施 I生徒一人ひとりに即した物象的な緒ヰを行うため．教■のカウンセリング技術の向上に努めていも●r2．53 ×

2ヰ事牧内で他の敵■の操業を見学すも機会がよくあも． さ．」けX　X

亜且 情報の収▲・茸理 28数▼活動に必羊な惰租を積極的に収■し．敵■■や生徒・優良著への周知に努めている● ま．51 X

58本校では．公文書の按針発送・保管に対する′t理が充分なされている． l、88 00

惰甘の活用・提供・公開29施牧開放や公開講座尊により脚かれた寧♯づくりに取り綿んでいる．■ 1．卯00

精

象

件

騨

1ホ

違彿 ま鷹・関係祷甲体と

．の連檎

25保雄肴や地域の人々と搬する機会を多く持っている． 乞2，○

27教▼活勘全般について．生徒や保雄看の解いによく応えている． 2．85 ○

28生徒指事において．モ廉との緊密な連携ができている．． 1．80 00

田削如拙押TÅ活動によく蓼加している． ．2．14 ×

8†PTA活動の充実・活性化に努めているJ 2．12 0

関係鴨場朋・地域牡

会との逮彿

81地元のt書零と連携し．安全歌書の徹底を進めている． 2．10 0

32部活動を知手的に進めていくために地域の人材に協力をあおいでいる．‾ 乙ユ0 0

5丁近隣中学校などとの校種間違凛の機会を放け．教書活動全l鋸こ生かしている． 乙○，0

施政．・設備校地・牧舎零のt

理・活用

30保護者や地域の人々に．半枚回暮館等の事故施投を開放している．・ 3．01 ※：×

58施放・設備について日常的に点検や管理が行われている。■ 乞01 0

せ▲・■鞘・●1の書手・譜用 コンピュータ等の什報機番が．各教科の授集奄どで着用されている。 之26 ・0

出納・経理出納・経理・ 金銭・物品の管理方法について共通理銅をしている。 乞18 0■

く備考）・1：よくあてはまる．2：ややあてはまる．3：あまりあてはまらない．4：全くあてはまらない　で回答・
・平成18年1月11日配布．平成18年1月15日画収．回収率100％
・00：（評価結果）≦2．0；2＜（評価結果）≦之．5，X‥2．5＜（評価歳果）≦8．XX：3＜（評価鏡具）で犠示●
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醇価額日 評価単位 響
－－　－　ト　三

評価轄臭

教書針価 ■教書月■犠 ． n 自分の生き方を考え■かな心を持った生徒を書てようとしている．． 1．88． 0 0

ヱ事故の特色づくり・魅力づくりについて．・教書■で日常的にネく惜し食っている．． 乙ヰ3． 0

3 本校では教書月鐸塩わかりやすくしている． 印5、 0

・．J 教書貴勤全般にわたる騨価を行い．学校行事等について次年度の計画に生かしている． 乱引巨 X

．5各事円科の特色づくりができている．■■・． 1．、82 0 0

教書煉壕・ tl学校の教育鰊程について．教職▲で8 常的にょく結し会っているi 乙38 － ○

丁教書餅稜わ■庇に当たって．学習檜導蓼餞の趣旨が生かされている． 2．鋸 0

遭龍緻曹 ． 8社食規範や市長遺せを守る意識をT てる指導をしている．・ l．丁8 ・・0 0

ロ人牡暮暮の■▼において．●加体麟製の攣■内響・方法を取り入れるなど．霹性を＃める沖中書行っている． 乙●9 0

10 間相聞疇を正しく礪解し．量刑や傷1 のない社食を目指す主体的な生き方につながる指導をしている． 乙さ3 0
響仕・環境・n 隈散．
▼

切 鬱仕蠣の体験学習やボランティア活動が活発lこ行われている．． 1．さ1 0 0

12敵▼藩勤において．ゴミの分別など環境を守る指導を適切に行っている． 1．ST■●　●

■18 インターネットを活用するなど包静t 解散★を暮祝して．生徒の包好感鷺を書てようとしている．之77 ロ

争教科 指導 1■各教糾こおいてわかりやすい緩♯をすもたれ 教材の精選・エ兵を行ウている． 乙lO 0

t5真書時における体験学習が十分なされている． 1．丁3 ●●

実格・検定櫓導 絹各穫の暮格・検定の受験ヰや合格ヰの向上のための細導が十分なされている． l．58 0 0

：畢
肝
賃

特別活勤 播縞 ‖地域の丘史・文化・伝統・自然事に帆する体験的な活勤を教書活動lこ積極的に取り入れていも． 乙93 X

ll攣牡丹事が生徒にとって魅力あるものとするために．エ夫・改義を行っている▲． 之．ヰ5 0

18部着勤の推進・充実のため．攣校を攣けての取り組みをはかっている． l．84 0 0

ト 20 ロボットコンテスト讐．各檀競技食への積極的参加がなされている∴ l．糾． 0 0

Ⅷ

闇

・・㍍；：：．・

切
姐

21生徒会斉勧を通じて，生徒が農王的な事鱗曹を簸て，主体的に活勤でさるよう事校全体で文壇している．・・2．40 0

－　－、ご　－ 全体1十阿 2ヱ様 な々問題行勧の防止のためのヰ期穐動こ学校生体で心がけている． 1．，1 0 0

指導錮■ 23生徒の間劇行▲が起きたと書．組托的に対応できる体制が整っている． 1．73 0 0

指導 21プライバシー保雄など人権を暮暮する姿勢で指揮にあたっている． 1．97・ 0 0 －

25敵▼相談体網が礪欄されており．生徒は攣級担任以外の敦▲とも相談することがで書る■． 1．0丁．0 0

28 個人両級期間を放けるなど．生徒一人ひとりに対してきめ細かい指導を行っている． 1．．85 ■・0 0

進路権導 稀導 2†散れ・遺筆など生徒一人ひとりの中性を尊1 したきめ細かい連絡指導がなされている． lゝ01 0 0

朋
l、■■，

．．l・■J旧
附
．・胆．」．：．

28 生徒が望ましい勤労札・れ集れモ檜つことがで書るよう各単年に応じた系統的な鵬 抽斗を行っている． 1．糾 ●●
健康・安全穐導組■ 之8 火災や地暮といった災書に対して迅凛かつ暮切な対払ができもよう．投網分担が明傭化されてい古． 1．0J ●●

ユ○不■■の1 入．盗札一払lウた事件讐に鶉して迅漉かつ暮切な対払がで蕾もよう．一役■分場が明穐化されていも． 乙さ○ 0

指導 al 異響時における安全掬軋こ努めてい阜．・ 1．11 0 0

82 交遷安全に対するモーを高める櫓噂lこ努めている． 1．丁＄ P O

33都立事の経験の利用を含れ 部活勤の相中において十分安全にl巳止している． 之．03 0

こ．

l
買／．：：l：：血

∬－・∩■・r・・■｝

個

■m・搬

経営・組牡経営方針の速成 封教書訃撫を速成するために．校内紹■の牡鹿や運営方法は適切に市われている． 2．之8 く）

校務分傷 35 ■■▲の暮性・龍力に応じた校内▲事や抜群分暮の分塩がなきれ故■▲が暮歓的lこ取り■める1 媚にある． 之、10 X
学年・ホームルーム 38 ホームルーム活劇を立とした事級鞋曾の改書に，学級や学年・筆校全体で取り組んでいる．－ 2．11 ■ 0

■■■■・●■暮■■・■■■3丁t ■会暮を始め各積金■が．情報交換と扶瑠檎肘の嶋として有効に機能している．－ 之．42 ●
研牢・研♯計甲・実施 諏生徒一人ひとりIこ即した勤集約な相場喜行うため．緻■のカウンセリング技術の呵上に努めている． 乙84 ×

ユ○自らの故事活動に対する能力を向上させる研♯重などに．・積極的に●加している． 之．4き‾． ○■．

18 攣校内で他の数1 の按義をよ攣する機会がよくある． ユ．31 X　X
情報 情報の収▲・整理 ↑l本校では．■公文暮の捜ヨト発送・良書l岩対する管理が充分なされている．． 2．0丁 －○

惰ヰの活用・縫供・公恥42 散書活動に必異な情報を積極的に収集し．・数職▲や生徒・保護者への周矧＝努めている．■■ 2．32■ 0
．■．膏
遍・こ三

棟
l脾
牌
憮

四

：．巨
Y．；J．■

こ聴

連携 教職■間の温機 ・■8 教書■帆の親睦を取る機会が多く．参加しやすい雰囲気があ＿る． 2．笹 0 ・．

44 日々 の故▼活払におけも問≠1■や悩みについて∴気軽に相牡しあえもような霊場の人間開傷ができている． 乙51 ×
豪農・関係樽団体と
の連携 ●

15 保仕著や地域の人々 と捜すも機会を多く持っている。 2．■， 0

lO 教書藷勤全蜘こついて．生徒や保護書の■いによく応えている． 乙35．．】0

■7 生徒指動こおいて．、手島との繁々 な連携ができている． 1ぷさ．0 0

■8 教義1 はm 芳勤によく参加している． 2．丁8 ×
関係諸機関・地域社

会との連携
48 安全教書を徹底させるために．地元の警察や消防等との連携に努めている． 乙15 0

馳節茅勤を効串的に進めていくために地域の人材＝協力をあおいでいる．・．． 乞i8 ・・0
施設・一投傭校地・校舎尊の讐 ・・，

理・活用
51・保護者や地域の人 に々，施投剛放や公開ホ座響により開かれた学校づくりに取り組んでいる。 乞∝l ●●
52 施設・験儀について日常的に点検や戸鏑優り／消灯．施錠などの廿里が行われている． ■l．，5 0 0

櫨1・t材・■入のt暮・方■5ユコンビ土－タ等の情報機番が．各教科の授業などで活用されている。 2．37 ●
出納・経理 出納・経理 ■．P照・．L

錨∫r■∴．

51

55

金蔵の支払いや物品の管理が壬正に行われている∴

環♯問題等に配慮して．学校全体で省エネや経費削遽に心がけて取り組んでいる。

1．81

2．23

I0 0 ・

I O ・

く備考）・1；よくあてはまる．2：ややあてはまる．3：あ苦りあてはまらない，4：全くあ亡はまちない．5：分からない　で回答．
・平成13年¢月21日配布．平成1る年ら月之9日回収。総画収枚数75静（対象人数89人）。
・00：鼎併給果）≦2．0：2＜（評価結果）≦2．5．x：、2．＄＜（評価結果）≦3．XX；3くく評価結果）で犠泰．

－37－



資料Ⅳ－⑧：平成13年度　評価結果（生徒・．保護者）

平成十8年度＿瀞価b結・真一算．表．（生徒・．保‘謹者）

＜ 生 ■徒 ＞ ， 評　 価　 絵　 奥

評 価項 目 評価 単位 番 ト　ニ・■二　三 ▲2 ，3年 ∴ 、 1年 ■．■■
学校 運営 教育計 画 1・学 校へ 行 くのが 集しい ．・ え：け 、0 ・ 乞0¢・二 、0

‾　2 この 学校 には．他の葬儀 に はな い轄色が ある。 i lき・1 ⊃∴ え0 1 0 ．‾
情 報 ・連 携 8 他の 先生 や生徒 に知 られたくない秘 密を守うて くれ る． 2．5 8 X え5 2 X
施設 ・投 備 4 教皇 ・■特別教 皇 ・運動 場などは．．授業 や生舌 がしやす いよう整 焦され ている■∴ ・ 且7 8 X ・ 乞3 0 ． ●

■　5 学校 の施 設 ・設備 のこわ れたところは ．すぐに修理 され る．・ i 乃 X　■ 之（賂 ×

●
本校 は教 皇・廊下 ・階 段零 の校 内美化 に努 めてい る． 乞ヰI r 0 ノ乙5 3 X ■‥

生玉学習 丁環境 問題 や環 境保全 にづいて学んで いるこ ■■え7 8・・ ニー′ と8 5 X ．

8 ボ うンティア活動や 奉仕 活動 に積 極的 に参 加 しでいる。 ・乞畔 ーx ：■ま0 2■ ．X
教 科指 導 指導 ’さ内容 がわ かりや すく．楽しい捜 集が 多．い． 乙紬 ・ ’★　＋ 乞○，． X ‾

．1 0 授業 セlま．実験 ・観 零 ・美智な どd 時触 がたくきん投 けられて いる．■■ 乙2ヰ ・0 ‥ 乙2 8．二ー＿○
山 自分 の考 えをまとめた り．・発 表する授 業が 多 い。・r＿ 乞0 8 ． X 乞8 1 ．X
1・2 先生 軋 t 任 をもってこ捜糞や その他 ゐ仕事 に当た っている．・・ 乙ヰ2 ・0 ■・乙1 2一 0

・1 3 学習 の評 価は ．テストだ けでなく．生j睦の勢 力や 捜よ 態■度 尊を含 めt 行わ 九ている． ．．1．8丁 0 0 ’l」乃 0 ■0
鱒別 法勤 H R 活 動 lヰホ ⊥ムル ームな どで将来 ぬ進 路や生 き方 について考 える機会 がある． γ 乞0 8 0 ’ 乙ユヱ ・■‘0

l S いじめ のな い民主 的なホヤム ル■－ムづ くりに勢 力して いる．h l■ ■と如 0 ：二 ．乙0 8 ・ノ0 ・・

l¢ホ ームル ーム 活動は 語彙で ．クラス会体で積 極劇化 か かわ っている∴ 乙6之 X 一 ■ ・b ・
生徒会層勤 1 7 生 徒会 屠働 に墟 心を練らてい る生徒 が 多い． 8．之8 X　X 3．1 0 ・×∵r
学 校行 事 1 8 単 機 行事は ．みんなが集 しくな息ようエ 美して いる ．■ 2．T l k ・、■乙●8‥・．0 ・

生徒 指導 指導　 ‾ 1 9 学 校 は生徒 の意 見をよく蘭いてくれ る． ‡．1 5 X X 乞丁5．・ X ．
2 0 苧 嶺崖層 にういての先生 の 絶軋 ま納得できる⊥・ 乱0 3 X　X 乙5 8 X　■

2 1 先 生 は協 力して生徒 指儀 に当たっている 。 乙3 8 0 ． M h ■ ．0

22 先 生 は生徒 ゐ悩 みや 相談I＝烏鳥 になって応じてくれるので．■気軽 lこ粗放できる． ・ 8．0 2 ×∵X i 仙 ・ ・X 、
2き愈 の 大切さや社 会の ルール につ いて学ぶ 機会が 多 〔ヽ． 2．5 2■ X　＿A 粥 ‾0 ・・

進路 指導 指 導 2■就 職 ・進 学などに押する李朝 の進 路指 導は 役立 ってい る■。・● と0ち ・0 乙鵬 ‾ ●0 ■・

・2き各 種 め資格 †綾定 の受験 串や 合格車 の向 上わた めゐ 指彊が ＋分 なされ ている。 ■ 2．1 0 ■ト0 と1 3 ・ 0 ．
健康 安全

指 導

指 導 2 8 軸 で地よや火災などの災書か起こうた斗含．どゐように行勤をすればよいか知らさ轟ている▲ 之ヱ1 ●0 1．さ† 0 0

2 7 軸 で不著書を巣1 した肌 身の危険を慶じた嬢合∴■どのように斤勤をす九はよいか知らされている。・乙8 5 ■l × と8† こ’x ・・

課外 着勤 部 活動 ・2 8 部 活 動に積極 的に取 り組ん でいる生蛙 が 多い ．、‘ 1．8 8 0 0 1．丁3■ 0 ’0

之9 戸錨重り．消灯など髄 空事の絶世 毀傷の軸用方 王立について．適切な指濃がなき九 ている。ん 乞2 1 ．0 － とO T ・ b ・

、 ・；■　r‾　≡評 価ヰせ 書 箕問項 目 之．－a 年 ■「年 ．・
学校運 営 教 育計 画 ．5 1 学 校 は．′・教 育方 針をわか りやす く伝えている．〉． l．9 2 0 0 1．乃 ●●

52 この学 校 は他 の学級 こない独 白■の 教書 活動 に取 り組 んでいる．・■●． ■l．8 2 0 0 ．1▲8 0′ －0 0
田 手 どもは．細 入 行くわ が奥 しい棲手 である． 1月2 0 0 1．7 5■●∫0 0

情 報 ・連携 5ヰ学 校で は∴教 】吐▲ が協■カし合 って学校 運営 に当たっている．．■・ 1．糾・ 0 0 ＼1．．7¢ 0 0

5 5 学 校が 保護 者に出 す文義 ・事 務連 絡等 lま適 切である∴ ‾ 1．8 0 －0 0 ・■l．0 1 ，＿■．0 0

重婚学 校は ．保護 者や地 域ゐ人 たちと昏をする機会 を多く持っている■． し 乞ヰ3‾ 0 乞ひ ・．0
5丁学 校で ま．P T 購 勤 は活発 である． 二 2ヱ2 ・0 ■且0 8 ・0 －

5さ学 校 は 生 徒 の出欠 や学 管競演 についてよく連 絡して くれる．■‾ 乙1 8 ●　0 乙0 8 0 ．

さ争学 せは ■地 域 の施毅 や人材 を塾竃活 動に 活用 しようとす る姿 勢が ある■． ・‘ 2．1 8 0 乙1ユー 0　 ■
施 設 ・設 臓．80 学 校の‘施投 ■・投鍵 は二◆ほぼ濱 ・足できる．・：■・」トJ．　　　　 ・こ1・・ 乙1 8・ －0 乞O T － 0

8．】学 校 は校 内の美 化や儀職 の 整鮒 ＝努めセい 古J†∴二ご ・1．9ユ・0 0 1月1 ‘0 0

82 保 護者や地■わ人々に．施設腑放や公腑講座尊により鰻か九た軸 づく明＝取 り■組んでいる∴ 乙1？■ ● 乞1 2 ． 0

生 涯学 習 8 3 学 校 剰 ま∴圧撲 ・国際 理鮭 ・福 祉ボランティア零 について学ん でいるようだ ．」 乙2†【－0 ・乙さ之 ■■○

糾 幸 枝では ．体 験活 動や婁 衡鑑 暮な■ど感動 ナる心 を書 てる扱 青lと取 り錮 んでいる． ■乙2 8 0 ． 1．9 8 ●0 0 －

教科 指導 指 導 ． 田 内容が わか りやす く．兼 しい授 業が 多いようだこ ． 乙I 5 ．0 ■乙8 3 0 ■

朗 テ ストの縞 点だ けでなく．いろいろな面 か ら学 菅ゐ評 価を行 うている二． 1．8 8 0 （） ■1叔 0 0
特別 着勤 H R 活動 ¢7 生 徒 は．自分 由単級 が楽 しいといっている． 二 乙0 9 0 －】．8さ 0 0

生徒会寿勤 8 8 各 種 萎1 金 や軸 行 事【ヽの 協力 など．生 徒会 活働 は蒼 集である－．・ 2．8 2 ■ 0 ．乞∞ 0 0 ‘
学 校宥 亭 ●！文化農・体事大会 ・宿泊行事などの学校行事は ．生血 （穫踵貞削＝■加できるよぅ工夫き九ている． l．さ， 0 0 ．l．8 1 ● ●

生徒 指導 指 導 7 0 学 校 の生徒 指導 の方 鮒 こ共 産で幸る。 え0 2 0 ノ l．8 3 ・0 0

Tl 学 校は i 生徒 た生命を大 切にする心や 社会 ル」 ルを守る蝕ま を書て ようとしている．－ ・1JT T ・0 0 l．7之 ■0 0

丁2 先生は すべての教育衰勤 において．生蛙 の人権 を暮正す る姿勢で敦青に当たって〔lるJ・え．10 0 ・． 乙0 0 0 0

丁ユ学 校 は．手 どもの機手 について連絡 ・相 磯 したことた適切 に対応 Lてく九 るム∴ ． ．l．8 7 0 0 t．8 8 ■0 0
進路 指導 指 導 了4 進 路緒覆面で．学校 は電 應べの連絡や㈹ 提 供を行い ．せ め18やかな指蓬を行っn tる． 乞lき■ 1〇 え○ヰ 0
瞳康 安全

指 導

指 導 7 5

7 8

子 どもtま．様 々な悩 みを▲先生に 気軽 lこ相 験す ることが できるようだ．．． 之．8き ■× 2．ヰ4・・ （⊃．．

手 ども暮ま．地1 や火災などの災書が起ゎ た場合．・どのよ引二抒勤垂すればよいか知らされている．■2．18． 0 乙∞ ■く）0
T T 手どもは＿不幣 を乗員したり．鼻の彙：l■を墓じた糧食二どのように桁】b をすれぼよいか知らきれている． 一之2 3 ’ 0 之1 3・ 0

課外 活動 部 活働 ． ？8 学 校 の髄 活勤 は活発 で　 ・． lj l 0 0 ■†．きl ・，0 0

（備考）・1＝よくあては麦る．2：ややあてはまる．a：あ手りあてはまらないト4：全くあてはまらない∴5：分からない　で回答．＿
・2．き年生：辛皮相年8月258配布．平成13年7月28図収．画収載教生徒・保護者5鋸部（在烏生徒数柏5人）．回収車81ヱ％

・1年生‥平成1ユ年11月ど月配布．平成柑年l】月2さ日固収．回収枚数塵徒・毎年者2，8部催籍隼徒数81†人）．回収革93．小も
・00：（評価結果）≦2．0：2＜（評価結果）≦女．5．ズ：2．5く（絆鏑結果）≦き．・XX；さ＜（肝属結果）．▲でヰ示．
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Ⅴ　県立井原高等学校をこおⅠナる実践事例

1．学校概要

本校札明治36年に設置された井原女学校を前身とし，昭和23年の学制改革によって現
在の岡山県立井原高等学校（3年制全日制普通課程）となり，平成15年には，創立100周
年を迎える伝兢校である。

岡山県西部の井原市の中心に位置し，周辺には田中美術館や市民会館等の文化施設が存在
する落ち着いた環境のもとにある。r誠実・創造・自軌を校訓とし，自ら学び自ら活動する意
欲的かつ快活な校風のもと，生徒たちは大変熱心に学業と部活動の両立に取り組んでいる。

表 1 在 籍 生徒 数 （平 成 1 3 年 5 月 1 日現 在 ）

科　 －●名
ー・．第 1 学 年 第　 2　学 年 ．第　 3　学 年

合 計 ■学 級 数 男子 女 子 ノ学 級 数 男子 女 子 学 級 数 男 子 女子

普 通 科 4 8き 73 4 74 84 5 93 98
計　 ‾ 15 6 158 1 91 505

2　調査研究のねらいと調査研究計画
一（1）調査研究のねらい

本校では・学校行事終了後にアンケートを実施し，その内容等についてその都度反省を行
っている。また，年度末に分掌ごとにその活動について反省を行い次年度に生かしてきた。
しかし・年度末に学校全体で総合的に判断しようという観点や，教育目標の達成及び特色あ
る学校づくりのような大きな目棟の達成についての評価は不十分であった。また，本校の様々
な教育活動についての外部からの評価も不十分であった。

このたび・学校自己評価調査研究モデル校の指定を受けて，県立学校における学校自己評
価の評価項目や評価方法・及びその活用の在り方等について，平成12・13年度の2年間
研究と調査に当たってきた。

この調査研究を通して，新高等学校学習指導要領の基本的ねらいの一つであるr各学校が
創意工夫を生かし・特色ある教育，特色ある学校づくりを進めること」を踏まえ，学校教育
目標の達成を目指して，学校組織と教育活動を活性化させ，学校自らが自校の教育を総合的
に点検し，改善する姿勢を明らかにすることによって，保護者や地域住民に理解され，支持
される傾かれた学校づくりJを進めることをねらいとした。

（2）調査研究計画の概要

区　　分 調　査　研　究　内　容

平成12年度

（第1年次）

①　学校自己評価調査研究委貞会の設置

②　学校自己評価実施に向さ†ての計画

ア　評価の意義・目的の確認

イ　評価項目の作成

ウ　評価基準の作成

工　評価実施対象者の選定

オ　実施時期の決定

力　保護者や地域住民への説明の在り方の研究

キ　学校自己評価結呆の活用の在り方の研究

③　学校自己評価の実施

ア　生徒用・教職員用アンケートの実施

イ　年度末評価の実施

ウ　評価結果を活用 しての学校改善の検討
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区　　 分 調・査　 研　 究　 内　 容

平成 1 3 年 度 ェ　 改善案 の作成 ・実施

（第 2 年次） オ　 保護者用ア ンケー トの実施 と結果の活用 ・説明

カ　 生徒用ア ンケー トの結果 の鋭明

④　 成果 と課題のま とめ ．

⑤　 次回の実践 に向 けての計画の改善

◎■　調査 ・研究のまとめ

3　調査研究の概要
（1）調査研究組織

この調査研究のために，次のような組織を設けた。
①　学校自己評価開査研究小委員会（以下小委員会とする。）

調査研究の計画及び具体案の立案を行い，学校自己評価調査研究葬具会へ提言をする。
メンバーは，教頭，教務株長・同補佐，生徒課長・同補佐・進路陳長・同補佐・事務室

担当者（庶務係長）の8名とした。

②　学校自己評価調査研究委員会（以下大挙鼻会とする。）
小委員会の捷首を受け，調査研究の内容を審龍・決定する。
メンバーは，校長，PTA会長，事務長，学年主任・小委員会のメンバーの14名とし

た。PTA会長をメンバーに加えたのは，外部の意見を得るためである。
③　学校自己評価調査研究評散会（以下評散会とする。）

学校自己評価の結果を受け，保護者や地域住民への意見聴取を必要とする内容や学校外
への働き掛けを必要とする現題について意見や助首を求める。

メンバーは，校長，教額，教務課長・同補佐，PTA会長，同窓会長・本校卒業生・地
域住民等10名程度とした。

（2）評価項目

評価項目は，まず教育活動（教育目標・教育課程など）と教育諸条件（施設設備など）に
分かれる。これらの評価項目は一県立学校の共通項日の三つの観点（観点Ⅰ：豊かな心を培
ぅ教育，観点Ⅱ：個性と創造力をはぐくむ教育・観点Ⅲ：学校・家庭・地域社会の連動に
基づいて作成した。

本校では，共通項日だけでなく，学校独自の評価項目についても・この三つの観点に基づ
いて評価項目を作成した。また，他県の例などにとらわれずに，極力本校独自のものを日指
した。

以上に沿って，生徒・保護者●教職員にラ町し1て訂しでJレ′／ワ‾「＼汀11叫矛／甘l「肋）′－○

作成したアンケートを資料Ⅴ－①～③に示す。また，同じ評価項目に対する三者の評価の違
いを明確にするため，表現は異なる場合もあるができるだけ同じ内容について質問すること
にした。
評価項目の作成の流れを図1に，作成した観点別の評価項目数を表2に示す。

て，生徒・保護者・教職員に対してそれぞれアンケート（評価票）を作成した。

図1評価項目の作成の経過

－40－

表2　観点別の評価項目数

観点 Ⅰ ’観点 Ⅱ 観点Ⅲ 学校 独 自の評価項 目 合 ・

①②③⑥⑤ ⑥ ①②⑨⑥ ①◎③⑥⑤ 教育括・動 教育諸条件 計

生　 徒 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 0 1 0 0 9 5 2 8

保強者 2 0 0 0 1 2 2 1 1 1 3 0 0 0 1 1 0 1 2 5

教職鼻 3 2 2 2 2 1 2 5 3 2 4 1 ．1 1 1 1 2 9 5　3

（3）評価実施対象者
評価実施対象者は次のとおりである。
一○全生徒（無嘗己名，学年のみ把入）

02・3年生全保護者（無記名，学年のみ記入）
○全教職長（無記名）

保護者に関して，2・3年生の保護者に対象を限ったのは，平成13年5月のPTA評
議員会及び総会で趣旨税明をした後アンケートの実施をしたためである。全保護者を対象
にしたのは，本校は学校規模が小さく，PTAの役員等だけに評価対象者を限るとその数が
たいへん少なくなるからである。また，地域鐘民については，調査対象者の選定方法が困難
であることと，学校の内容についての理解度にばらつきが大きく桐査結果を学校運営に生か
しにくい，と考え調査対象としないこととした。

（4）評価基準
評価基準に関しては，rよくあてはまる・ややあてはまる・あまりあてはまらない・全くあ

てはまらない」の4段階の評価とした。3段階または5段階の評価も考えられたが，それら

では，良し悪しの判断を避け未申に評価しがちになり，結果の判断がつきにくいことが予想
されたからである。ただし，どうしても判断がつかない場合には空欄でよいことを明記して
おいた。また，問題点を明確にするため，空欄については集計結果から除外することとした。

以上のように，分析のしやすさを考え4段階評価の項目を基本とするが，教職員に対する
アンケートには，具体的な提音や問題点の指柵を受けるため，●記述による評価も取り入れる
ことにした。

（5）実施時期
実施時期と回答数（率）は次のとおりである。
○生　徒：平成13年2月13日

回答数　1年生152名，2年生179名，3年生148名
○教職員：平成13年2月16日

回答数　43名
○保護者：平成13年5月16日

回答数（率）
2年生　44名（28％）

3年生　83冬（43％）
合計　127名（36％）

生徒については，終礼時に趣旨を説明
し一斉に実施した。教職員に関しては，
一斉に配布し，1週間軽度の間をおいて
回収をした。また，保護者については前述
のようにPTA評議員会・給会で趣旨説明
と協力要請を行いアンケート用紙を配布し

した。アンケートは総会の要項に綴じ込ん

■t■　●一枚

平成18年5月11P

■山人立井∫■1■響牧

牛紋一己騨七■王朝加

筆枚l己■鶴に傷馬丁ンケートの幕■について

♯汝のt，♯t書の■■にはt十重十司■書■のこととお■ぴ●し上げま十．士た，P

墳は報の牡▼括れに■郡と●tカと■り∫く●礼■し上けます．

さて．＃牧で札平成u年鑑職■已剛■暮研鷺モプル牧事tの指定牧として．

職l量・lさ羊よlこかけで．攣枚一己鞘のぁり方について■王す究を行うこととなゥ

ており鷺ナ．これ札■食事軌こおけか攣捜l己■■の輝■礪月ヤ塀■方ま．その席用

のもり方に■ついて■董積たを行い．i攣故におけろ畿t株■の－■の米菓・向上な闊り，

ひいて捜鼻立学校全＃の触書の大葬食わざナものでナ．

図2　趣旨説明の文書（一部）
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で配布した。また，欠席者のために趣旨説明をした文書もアンケートと同様に総会の要項に綴
じ込んで配布した。回収は1週間程度の余裕をみて，生徒を通じて行った。保護者に配布した
趣旨説明の文書の一部を図2に示す。

（6）集計方法

集計は，表計算ソフトを使って行った。アンケート結果の入力及び集計は次のように分担
して行った。

○生徒用アンケートの入力　・・・HR副担任
○保護者用アンケートの入力　…　HR副担任

○教職員用アンケート甲入力　‥・小委員会
○データの集計　　　　　　　…　コンピュータ係

各クラスごとに用意された入力用のワークシートに，1－4の回答番号を入力し集計を行
して表すプロっ た 。 入 刀 用 の ワ ー ク シ ー ト 及 び 集 計 措 二果 を 費 ゃ グ ラ フ に し て ∃

・∫1年鵬　　　　　　　 ■事を入カー．r●nt〝Jで石に曝れし蕃ナ 象紀入の書 邑は．何も入 力しないで下さい
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図 3　 1 年 生 A 組 入 力 用 ワ ー ク シ ー ト （一 部 ）

及び集計結果を表やグ グラムの作成は，コン

ピュータ係（平成13年度よ
り情報管理室）が担当した。
生徒用，保護者用アンケート
については，全体だけでなく
学年ごとの集計も行った。

入力に用いたワークシート
の一部を図3に示す。なお，
間9は，3年生のみ答える項
目なのセ入力がなく空白とな
っている。

（7）結果の分析

集計結具は，集計終了後できるだけ早
く全教職員に配布した。その際，集計結
果を数値として知らせるだけでなく，グ
ラフにして視覚的に表現し評価の傾向を
つかみやすくするエ夫も加えた。生徒ア
ンケートの結異を集計しグラフに表した
ものの一部を図4に示す。
配布された結果に基づいて各自で分析を

行った。また，4段階評価のアンケート結
果については，小委員会でも分析を行った。

小委員会では，各評価項目を次甲ように
3段階に分類判定し分析を行った。

図4　集計結果を示すグラフ（一部）

A：①（よくあてはまる）と②（ややあてはまる）を足すと全体で60％を越える設問
B：①（よくあてはまる）と②（ややあてはまる）を足すと全体で50％前後となる設問

C：①（よくあてはまる）と②（ややあてはまる）を足しても全体で40％未満となる設問

これは，それぞれの設問項目について，評価実施対象者がどのようにとらえているか，大づ

かみにとらえるために考えた方法である。それぞれA，B，Cの各分類にあてはまる評価項目

については，次のようにとらえられるものとした。

A：設問項目に関して，おおむね肯定的にとらえられている。

B：設問項日に関して，評価が相半ばする。
C：設問項目に関して，どちらかといえば不十分（否定的）にとらえられている。

また，学年による評価の差があるかどうかを知るために，次のように分類判定できる項目を
抽出した。

D：①（よくあてはまる）と②（ややあてはまる）を足した結果に学年間で20％以上の差のある設問
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以上のように，評価項目を分類判定するとともに，生徒，保護者，教職員間での評価の違い
を検討するために，教職員と生徒及び教職員と保護者で共通する評価項目が■，それぞれA，B，
Cのどれに分類判定されるかを調べ，同じならばr＝J，異なる場合は教稲員を基準に生徒や保
護者の評価が1段階高い場合をr＋J，1段階低い場合をr－Jの記号で表し調べてみた。二段
階の差がある場合は記号を二つ用いて表した。

小委員会による分析結果に関しては，評価結果についての共通理解を図るため，まとめを作
成し教職員に配布した。配布したまとめを資料Ⅴ－⑥に示す。

（8）日常的な評価

本校では，学校行事終了後にアンケートを行い，その内容等についてその都度反省し次年度
に生かしてき皐。平成12年度にアンケートを実施したもめは次のとおりである。‾これらのア
ンケート結果も年度末の評価に利用した。

※（）内は評価実施対象である。

○宿泊研修（1年生徒）
○大学訪問（2年生徒）
○舞鶴祭　く文化祭・体育祭〉．（生徒・教職員）
○学習合宿（生徒）
○保護者面談（1一年保護者）
05分前登校指導（教職員）
○卒業式（教職員）
○短期海外研修（1・2年生徒参加者）

9）評価結果の活用の在り方

○芸術鑑賞（生徒・教職員）
○同和教育研修会（教職員）

○学校説明会（中学生）

○コンピュータ研修会（教師員）
○学校運営機関の見直し（教職員）
OLHR　く同和教育・課厚癖究等〉（生徒）

評価結果の活用の在り方については，次のようにするものとした。また，その全体的な流れ
を図5に示す。

平成12年度は，およそこの流れにそって評価結果を次年度での改善等に活用した。ただし，
③の評議会では，生徒アンケートの集計結果を示し，これについて意見を求めるにとどめた。
①　各分掌は，集計結果と日常的評価を基に，その分掌の年度末評価をする。

ア　各分掌に関連する内容のすべてを確認する。
イ　すぐに結論の出るものは，学校運営委員会及び職員会護で報告する。

紛　　（改善の方法または方向性を示す。取り上げない内容についてIまその理由を示す。）

臣　り中・長期にわたる課題札検討の必要性を判断し，結論とその理由を学校運営委員会にJ．⊆l一■t＋1」　－′

提案する。

②　学校運営委員会で総合的に分析・判断し，提言をまとめる。
‾ァ　各分掌の報告・提案を審議する。

イ　どの分掌にも属さない内容や複数の分掌にまたがる内容について，検討の必要性を判断
し，結論とその理由をまとめ，職員会議に報告する。検討すべき内容は，各種委員会や分
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掌で次年度に審議し，改善を図る。
③　保護者や地域住民のより具体的な意見聴取を要する内容については，評議会で意見や助言

を求め，改善案の作成の参考とする。

（10）結果の説明の在り方
結果の説明の在り方としては，アンケート結果を分析・判断した後，内容に応じて適切な

場で説明するものと・した。また，その場としては，生徒については全校集会や学年集会等，保
護者についてはPTA評議員会・総会や学年の保護者会等が考えられた。
平成12年度の結果の税明は，次のように行った。

○生　徒：アンケート結果報告のプリントを配布し，学年集会で説明
○保護者：アンケート結果報告のプリントを配布し，学年の保護者会で鋭明

配布した結果報尊のプリントを資料Ⅴ－⑤，⑥に示す。

4　成果と課題
く1）組織について

全般を通じ，必要に応じて教職員に説明し理解を求め，意見を集約するという作業を挟みな
がらも，基本的には小委員会が作葉を，大委員会が意思決定をという分担で進めてきた。こう
いう形の働きと分担は最初から見通しをもって生まれたわけではない。実際のと上ろ，大委員
会を先に立ち上げ網査研究に入ったが，評価項目実の作成など実質的な作業をするには組織と
して不適当との意見が出て，小委員会が生まれた。しかし，このように術査研究の場面を通じ
ての必要感によって，また目的を明確にして生まれてきたことが，その後の開査研究において
二つの委員会がうまく機能することにつながったように思われる。すなわち，役割とその責任
を明確にすることが重要であると考えられる。また，学校自己評価は係のすることというよう
にならないためにも，係は分掌や学年から評価項目等の耕極的な珪素を促すように働き掛け，
学校全体を巻き込んでいくエ夫をすることが大切である。

これらを受けて，平成14年度からは，小事鼻会及び大委員会の役割を引き継ぐものとして，
次のような係と委員会を設けることとした。

巨　■

☆平成14年度からの学校自己評価のための組織

・学校自己評価係　教務課長・同補佐，進路牒長補佐，生徒惧畏補佐，情報管理室及び事務室各1名

（評価項目等の立案と委員会への提案∴結果分析，評価システムの評価，資料作成）

・学校自己評価委員会　校長．教頭，事務長，PTA会長．各級・室長，学年主任

（審儀と決定，職長会議への報告）■

評♯会について札　平成14年度からの評議員会髄へ引き継がれることになろう。評識見全
能の役割は，学校の在り方や方針に関して外部の方の意見を頂くことにあるが，これは今回の

調査研究において，基本的に評態会の担っている役割と大きく重なるところであると考えられ
る。

（2）評価項目について
①　評価項目作成の手順

小委員会で基礎となる評価項目の原案を作成し，他の分掌やPTAの意見を取り入れなが
ら検討し，大委員会で決定してきた。作成の手順としてはこの流れでよかったが，評価項目
の作成がともすれば小委員会だけの仕事になりがちであった。したがって，年度末評価を受
けて，年度当初に各分掌がそれぞれ個々具体的な目標を設定する際に，評価を前提に目標を

考えておくことが，より具体的で評価しやすい，評価を生かしやすい評価項目の作成につな
がるのではないかと考えられる。

同じ評価項目に対する生徒，保護者，教職員の評価の違いを明確にするため，できるだけ
同じ内容について質問するようにした。その結果，三者の評価の違いの大きい評価項目もあ
り，意識のずれを確認することができ有効であった。しかし，誰に何を評価してもらうこと
が学校改善につながるのかという視点から，内容に応じて対象者を考え，すべての評価項目

で同じ質問を三者にすることにこだわる必要はないように思われた。また，生徒に対しても
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保尊者に対しても評価項目を毎年同じように全学年に質問する必要はないと考えられる。評
価項目の作成の際に，その精選をする手順をカロ遜る・必要があると考えられる。

②　評価項目について　　　　　　　　　　　一　▲請、・√

ア　共通項日

共通項目の各項目を，それぞれの対象者が理解「判断しやすい内容にすることを心掛け

て作成した。しかし，それぞれの項目に多謀ごの商容が含まれており，4段階評価の項目で

は‾つの項目にまとめることは難しかデった⊥化・考こで，∵例えば，環境教育の成果をごみの分

別に対する意識で判断するような具体的内容を例に挙げる方法等も取り入れた。また，ボ

ランティア活動のように，学校によっで取り親捌こ大きな差が考えられる内容に対して評
価項目をまとめることは難しかった。r・・†・…・・ミ・弾・・釦削r・イ・・‖・・㍗

イ　学校独自の評価項目　　　　　　　　コ小㌫■．．一．、…

共通項月では，大まかな内容をとらえ・て掛る■めで■…‡■「・学校独自の項目では，具体的な内容

について評価することを基本に検討した。共通項日の三つの観点に基づいて，評価項目を

作成することから始めたた軌本校として本当に評価したい内容からやや外れたものも含

まれたように感じる。今後は，本校として評価じた）†内容に的を絞り，より具体的な内容
にしていきたい。　　　　　　　　　　　　　，．

また・小委員会で原案作成後，各分半か・損潅衝如を募ったが，分掌によりその取組

に温度差が感じられた。職員会撫で悦明した■・Lりル疏臆会で申容についての理解を求めたり
してはいたが，まだ十分とは官えないように感じられたJ・・そのような温度差を締めていく
た捌こは，説明や理解を得る努力を絶えず続け七小くご■■とと併せて，評価結果の活用が学
校改善に結び付くという実感が得られることが大切な¢ヤはないかと考えられる。さらに，
自分たちのしている教育活動や教育諸条件の整備ほ訂常■に評価されることを前提に行うと
いう意轍を醸成していくことも，評価項目が積極蜘．キ埠夷されるたtめの要となるのではな
いかと考えられる。

（3）評価基準について　　　　　　　　　　　　　．Lレさ

生徒や保護者の多様な意見を集約するには，4段階評価ゐ評価項目を中心にアンケートを実

施するのが適当であると判断した。実施前には，・4段階評価で鱒rややそう思うJに評価が集
中してしまうのではないかということも懸念されたが，実際には項目ごとに結果が異なり，評

価実施対象者の意志が十分に反映されていると考えられた。・㌫また4段階の評価基準については
次のような点が指摘できる。（○は良い点，●は悪い点）・パ㌧証端Jい

○全体的な雰囲気はつかめる。　　　　　　　　㌦で■、彗ぷ

○問嶺点と感じていたことの・客観的裏付けができ，問題点を自覚できる。

○教職負と生徒の意織の遠いに気付くことができ恥．－・．

●評価項目を質問にまとめにくく，質問が具体性に欠■ける場合には，問題点の把握が難
しく年度末評価に結び付きにくい。　　　　　　・．　・」

記述に関しては・教職員のアンケートにのみ取り入れたが；・㌣具体的な気持ちや考えを知る上

ではやはり有効であった。生徒や保護者のアンケー■トに射■■∵記述で回答する部分をいくらかで

も増やせば・より正確な評価が得られるのではないかと考えられた。－・革た，記述の評価基準に
ついては次のような点が指摘できる。　　　　　　　・、rゝ刷　′′」いT　　・

○教育裸膚について様々な思いをもっていることが共通理解でざだこ■．

0具体的な閉居点の指摘や改善案の提案が多く得られた。一分掌中閉鎖性を取り払う効果が
ある。

●項目が多すぎて，検討に時間を要した。　　　・
全体としての候向や意識をとらえるには4段階の評価基準

を検討しておくことが大切である。　　　　　　　　へ　賃　　ビ
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・叫・ト雪

しているが，評価したい事柄
が適切に評価される評価項目の設定が難しい。記述恥具体性に関心ては優れるものの，個々
まちまちの表現をされると評価の判断が難しい。また・・集計や分析証検討にも時間を要する。
したがって，評価項目を作成する段階で，学校改善にはどの内容に？いて記述を求めることが

より有益か・また，記述の項目と4段階評価の項目のバランスをどのようにするとより有益か



（4）評価実施対象者について

評価実施対参考に関しては，生徒，保護者，教職員それぞれについて，次のようなことが考
えられる。
①　生徒

3学年全部にアンケートを実施したが，評価項目数にもよるが，集計に困ることはなかっ
た。理系・文系各1クラス程度に絞って実施することも考えられるが，もともと規模の小さ

な本校では，標本調査にする意味はないように思われた。3学年すべてで実施したことによ

って，学年ごとの意識の違いや学年ごとの取組の違いによる評価の差もとらえ卑ことができ
た。さらに，年度を追って実施していけば，学年が進行していくにつれて評価がどのように
変化していくのかもとらえられるのではないかと考えられる。ただし，すべての項目を毎年
同じように全学年を対象に実施する必要はないものと考えられる。評価項目作成の際に，学
年共通して実施する項目と個別の学年で実施する項目の精選をしておく必要があると考えら
れる。

②　保護者
一般的には，保護者全員に実施するか，ある程度学校の様子をよく理解している保護者に

対してのみ実施するかのどちらかであろう。しかしながら，本校の規模ではPTAの評蔑見
全点を対象としても30名程度である。また，その全員から回答が得られるとも限らない。
したがって，評価実施対象者を一部に限ることは正確な評価に結び付かない可能性が大きい。
実際，2・3年保護者全員を対象にアンケートを実施したところ，その回答数（率）は前述
のとおり127名．（36％）で，まずまずの回答数であ．った。全員対象で実施しても，実際
には全員から回答が得られる訳でなく，結果的によかったのではないかと考えられる。ただ
し，すべての項目を毎年同じように全保護者を対象に実施するかは，生徒の場合と同様に検
討が必要である。

（診　教職員

教職員に対しては，毎年実施するべきである。教職員は，教育活動や教育諸条件の整備の
主体者であり，年度ごとに立場や役割も変わるのであるから，当然のことと考えられる。

記名に関しては，記名にすると記述による評価に対して意見が書きにくく，無記名にする
と無責任な意見が出て扱いに苦慮することが考えられた。そこで，意見を必ず検討し，その
結果を報告することを十分に説明した上で，より建設的な意見が出ることを期待し無記名で

の実施を選択した。その結果，無記名にしても建設的で真剣な意見がほとんどであった。し
かし，教職員のアンケートに・関しては，学校の一員として青任をもって問題点を指摘し改善
への提案をするという観点から，記名ということも考えられる。

（5）実施時期について
生徒，教職員のアシケートを2月に行ったが，集計し結果を分析し次年度の改善に結び付け

ていくに十分な時間が得られたかは疑問である。アンケートの結果を基に年度末評価を実施し
次年度への方向性を示していくためには，一もう少し早い時期の実施が必要と考えられた。しか
し，評価の対象となるその年度の教育活動や教育諸条件の整備等が十分に進んでいる必要があ
り，最もよい時期としては12月－1月の間が適当と判断した。また，平成12年度はやむを
得ず保護者と生徒の実施時期が異なったが，本来評価は同じ時点でするべきであり，平成13
年度以降は，生徒と保護者は同時に実施することとした。

（6）集計方法について
4段階評価のアンケートの結果の入力は，全生徒対象のアンケートの入力においても比較的

順調に進行できた。これは，集計に用いた表計算ソフトが，普段から実力テスト等の成績処理
に用いられており，多くの教員が入力方法に習熟していること，普段から学習実態調査の入力
などで，副担任が担任の作業を分担することが定着していることなどによるものと考えられる。
また，評価項目数がそれほど多くないこと，入力作業をクラスごとに分散化したことも入力を
スムーズにしたものと考えられる。平成14年度からの実施においては，評価項目数を大幅に
増加させなければ，このままの集計方法でよいと考えられるが，回答方法をマークシート方式
にすれば，当然省力化できることや評価項目数を増加させられることはいうまでもない。した
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護著聞で比戟する方法も，それぞれの意識のずれを発見することができ

がって・集計方法吼データ処理のシステムや設備の整備状況にもよるが，評価実施対象者や
評価項目数を決める上で重要な要素の一つであるといえる。また集計結果を数値だけでなくグ

ラフに表したことは，評価結果を視覚化し全体の傾向をつかむのに大変役立ったと考えられる。

（7）結果の分掛こついて

4段階評価のアンケートの集計結果について小委員会で行った分析結果の†部を図6，図7
に示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゥ

分析は各自で行う以外に，小委員会でも行った。これ軋各自で分析した場合，結果のとら
え方が各個人の考え方や見方で異なる結果になる可能性があると考えたからである。学校とし
てこの結果をどうとらえるかの視点で分析を行うとともに，結果のまとめを配布する事で分析
結果の共通理解を図った。

3段階に分類判定して分析する方法軋各評価項目に対する評価を大づかみにとらえること
ができ・大変有効であった。また・3段階に分類判定した結果を教職員と生徒乱数職員と保

4 段 階 の ア ン ケ ー ト の 分 析 方 法 と し て 定 着 さ せ

‘生徒アンケートの分析
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図6　生徒アンケートの分析結束（一部）

（8）結果の活用ゐ在り方について
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唐果の活用の在り方として吼具体的な教育計画への反映，学校組織や教育活動の活性化へ

結び付けていくという観点で行っていくことが大切であり，そのような革点で取り組んだが，
今回の調査研究での活用については，次のように考えられる。
①　分掌での年度末評価

これまでは，分掌内の者のみがその年度の分掌の活動について評価し，改善を行ってきた。
しかし∴ともするとそれが分掌内の閉鎖性に結び付くおそれがあったが，今回はそれを取り
払い・分掌外の意見を取り入れることができ・分奪内の活動についてその意義や在り方を見
直すことにつながった。しかし・それは教職員の記述による評価の結果による効果が大きく，
4段階評価のアンケート結果吼前述のように全体的な雰囲気や侯向をつかむことについて

は有効であったが，分掌の年度末評価における改善の提案には結び付けにくかった。したが
って，評価項目の作成の際，その活用の在り方についても考えておく必要があると考えられ
る。

今回の調査研究では，学年の年度末評価に利用するという視点はなかったが，結果の状況
から判断して・自己評価アンケートの結果に臥その学年の取り組み方や考え方が反映して
いると考えられるものもあった。したがって・今後の活用の在り方として，学年め年度末評
価にも利用することが考えられる。

②　学校運営委員会での年度末評価

学校運営委員会では，分掌での評価を報告し議論することができた。共通理解が深まると

ともに，それに沿って次年度への方針をつくることができた○今後とも，全体的に学校の在
り方を検討し，改善や見直しを議論していく劇こしていきたい○自己評価の結果は，分掌や
学年の方針を決めるためだけでなく・学校としての方針を打ち出す際の裏打ちを麹うことが
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できるものと考えられる。

（診　学校自己評価調査研究評議会
教職員間で議論にならなかったことについての指摘が多くあり，細かな内容より大きな視

点に立った意見がほとんどであった。立場の異なる方を選ぶことにより，異なる視点での意
見を得ることができた。平成14年度からは評議員会故にその役割が移るとしても，観点を
絞って更に活発な意見を得て，学校改善に生かしていきたい。

（9）結果の説明の在り方について
生徒や保護者に対しては，結果を形にして報管するとともに，簡単ではあったが結果に対す

る鋭明も実施することができ，学校自己評価として一定の形をつくり上げること．ができたもの
と考えられる．。結果の報告や説明を保護者や生徒が更にどのように評価しているかはわからな
いが，学校が保護者や生徒の気持ちや考えも取り入れて，これまでの教育活動や教育諸条件の
整備の状況を振り返り，その結果に基づいて改善や鋭明を行おうと努力していることは伝わっ
たと考えられる。少なくとも開かれた学校づくりへ向けて，前向きに取り組むことができたと
いう点で成果があったといえるのではないかと考えられる。

ただし，結果に関して臥　すべてを知らせたわけでもなく，また税明したわけでもない。ま
た，今回の方法が最善であると判断したわ’けでもなく，とりあえずこういうものではどうかと
いう考えで行ってみたまでである。どこまで知らせ悦明するかは簡単には答えの出せない課題
である。しかし，評価されることを前提に教育目標を設定し，教育活動や教育帯条件の整備に
取り組んでいけば，どのような評価となってもそれを公表し，鋭明していけるのではないかと
考えられる。要は，学校がいかに自分の学校の教育活動や教育諸条件の整備に主体的に取り組
んでいるかであろう。その取組が問われるのが学校自己評価であるといえるのではないだろう
か。

5　まとめ
この調査研究の結果，平成14年廉からの実施に向けて，学校自己評価の全体的な流れや留意

すべき点などたくさんの成果があった。それとr
な改善の動きに結び付けることができた。

また，学校自己評価についての理解が進み，
教育活動が評価の対象となることや結果説明の
責任についての意徽が高まったように感じられ
る。ただし，これは最初からうまくいったわけ

でなく，研究内容を職員会態で説明したり，職
員朝礼で研究内容に対する意見を求めたりして，

実施した学校自

☆学校自己評価の結果に基づく改善の動き

・軟膏相牧童，同和教育室，PT▲係等級級の見直し

・オープンスクールの実施日，内容等■の改善

・広報活動の一元化

・授業公開への取組

・各種行事への保護者参加の呼び掛け　など

できるだけ教職員の共通痩解を図ることによって徐々に高まってきたものである。特に誰師を招

いて校内研修会を開いてから乱　数職員の理解が大きく進んだように感じられた。
学校がより良い方向に変わることに異議を唱える者はいない。学校自己評価に対する共通理解

を図るためには，評価はより良い学校に変えていくためのものであることを，時間をかけて繰り
返し説明することが重要である。また，その学校自己評価の結果が学校改善に結び付くという実
感を得られることが大切であると考えられる。
平成14年度からは，調査研究ではなく，分掌上に係と委員会を位置付け，その役割と責任を

明確にした上で，学校自己評価を本格的に実施していきたい。決して係や委員会だけの仕事とせ
ず，教職員全員が取り組みながら，結果が生かせ，かつ改善につながる学校自己評価となること
を目指していきたい。
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資料Ⅴ－①：評価票（生徒用）
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1

学校改善のた●めのアンケート　く保護者用）

H13．5．1古

本校をより良い学校にしていくため．保護者の皆さんの御意見をお間か

せください。このアンケート結果は，井原高校の今後の教育の改善に役立

てていきたいと考えています。

次のそれぞれの文章を拝んで，お気持ちに最も近いものを．①～⑥の数

字でお答えください。どうしても答えられないものは空欄で結構です。

「′芯嵩㌫蒜言‾′…ノ‾′t
ヽ

l

§　②ややあてはまる　　　章

ミ　⑧あまりあてはまらないミ

き　◎全くあてはまらない　竜
●■－′■－′■－′■■ノ■■■′■－′■－′■■■′－′一′■l■■′■■■′▲－ノ■

回答欄

1　高校入学後，他人を思いやって行動する意識が高まった。

2　高校入学後，人間的に成長したと感じる。

3　感動できる学校行事があり，楽しく参加しているようだ。

4　生き生きとした学校生括を送っているようだ。

5　先生は子どもの相政・質問に誠実に対応してくれている。

6　子どもの多様な意見を大切にしてくれている。

7　個性を伸ばす雰囲気がある。

8　エ来されたわかりやすい授業が行われているようだ．

9　高校入学後．将来の進路や生き方についての考えが深まったようだ。

10　先生は生徒のために努力しているようだ。

11子どもの指導において，学校と連携できている。

12　保護者や地域の人が積極的に参加できるように．学校行事をエ失し

ている。

≒
≡
≡
≡
⊥

汚碍苛野彗鱒誓軍㌍閂誓㌍　＿＿ぎ腎野軍肇賽㌘芦．琴将軍弊習曙翠－l　狩　Y　　－　ユ　　　　T　　一　ユ　1　叉7　ス　　野

13　学校の様子がよくわかる。

ユ4　ホームページに学校行事についてなど学校の様子が絆しくわかる

内容があれば．ときどき見たい。

15　学校は，PTA活動に対して支援・促進に努めている。

16　習熟度別授業（英活・数学における基礎と発展のコースに分かれ

ての授業）により，子どもの学力に合った授業が受けられる。

IT　自分で選べる科目が多いことは良い。

18　部活動において，顧問の適切な指導がなされ，生徒の活動を支援

できているようだ。

19　子どもが井原高校の生徒であることに満足している。

20　保護者会（学年全体）は有意義なものである。

21保謙者面欽（個別）は有意義なものである。

22　保護者会や保穣者両軟で，子どもの学校での様子がわかる。

23　保懐着金や保護者面牧で．子どもの学力や進鰯に関することがわ

かる。

24　本校でコンピュータの請習会があれば，参加したい。

25　食堂は今後も存続させてほしい。

※　最後に，該当する学年を数字でご紀入ください。

．・・、．＝．＿。．－∵1∵＿－－‘．＿．幸一＝ニー一章，・≡モー・・、－－－－＝、・－・・・チ∴i・－－・郵澤誓鴫■－ジー・：ミ

御協力ありがとうございました。

鱒
華
ゃ
ー
＠
‥
鞘
素
瓶
（
蔀
醐
軸
遜
）

学校自己評価アンケート（教職員用）　　　　H相．2．7
締切　2月18日（火）

学校改儀に向けて．率直なご意見を柵かせてもらいたいと考えています。
このアンケートは．集計後皆さんにお遁しし．それぞれの分掌で問嬉点を検討し．今

後の本牧の教育の改善に生かしてもらいたいと考えています．
払
…

次のそれぞれの文事を挑んで．個人についででなく
気持ちに最も近いものを次の中から選び①－⑳の数字
答えられないものは空欄で銘欄です．

と
さ

子
だ

様
く

の
て

伴
え

して．あなたの
い。どうしても

蔽‡整嘉ニ：‾ノ‾′‾′‾′…′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′1審芸ぞ変‡謹書吾ない　　　卓
l■■′■■ノーノ■－′．－ノー′＿′一．．＿．一．．＿．．＿．．＿．＿．＿．．＿．＿．▲＿．＿．．＿．＿′．＿．＿．＿．I

の
他
切
身
大
し

通
が
大
自
の
導

ー

∽

｝

－

共
彼
の
徒
権
指
ラ
鱒
使
徒
蛙
性
兼
の
の
架
線
徒
渉
る
校
徒
掛
る
枚
い

内
生
命
生
人
う
ポ
菅
生
生
生
傭
捜
－
j
こ
特
進
生
研
い
学
生
保
い
本
で

県

　

　

　

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

　

　

　

て

　

ん

「
－
2
a
4
　
5
6
7
8
9
川
‖
ほ
1
3
日
相
川
〓
　
1
8
相
2
0
　
封

22　本校

描
糊
胤
捌
紺
硯
醐
醐
棚
緋
準
瞞
冊
摘
∴
…

る
は

項
思
世
範
や
る
活
の
族
参
‡
雰
は
育
†
生
に

価
を
や
規
さ
い
ア
ミ
細
く
な
す
夫
教
教
や
個

秤
人
さ
の
切
て
イ
ゴ
の
し
様
ば
エ
の
の
蕗
を

●
る

　

　

る

い

　

　

せ

て

　

　

か

し

　

○

生

導
．
る
で

．
搾
る
い
中

に
あ
て
の

う
が
れ
践

よ
会
さ
実

る
機
な
を

め
る
が
と

高
え
導
こ

を
教
指
だ

放
て
る
ん

間
意
い
て
学

振
る
つ
育
て

の
す
に
を
い

て
勤
ル
挿
つ

い
行
一
徳
に

っ
て
ル
道
鰯

に
つ
の
や
開

J
や
中
級
和

白
い
の
意
同

参
を
絨
∴
大
が
な
は
に
に
た

ヒ
別
は
し
を
気
ら
勤
超
方
じ

○
動
分
に
加
見
印
急
落
蛙
き
応

ってよいこと

加
す
実
感
切

し
る
に
劫
に

事

．
行

．
る
　
枚

る
い
　
学

あ
て
．
に

に
し
る
一
っ

況
導
い
よ
　
○

状
指
て
る
る

い
に
し
え
い

す
う
応
覚
て

や
よ
対
を
し

ある。
い。
．ノ生徒

いて．
いて．

一

「

．

一

「

　

■

■

－

療
酬

つ
つ
禎
は

点で
何か

に参加した成果蒼

る
る
学

い
い
に

て
て
う

え
き
よ

伝
で
る

に
挽
き

者
達
で

旗
に
加

保
密
参

て
緊
に

え
と
的

ら
庭
饉

と
家
積

を
．
．

会
て
が

機
い
人

．
お
の

を
に
域

を考えている

地域社会に向けての広報活動・柵報提供に積漣的に取り組

学校数青機儒（施毀・指導力）の地域への賊放に努めてい

≡

≡

≡

上

23授業．LHRおよび部活踊どで．鰍の人や地域の庵損を活用し垣＝＝コ
る。

ている。
24　本掛ま．pTA活動に対して支援・促進に努めているJ

r学校独自の評価項目」にういての設問
25　習熟度別授業により．自分の学力に合った授業が受けられる。
26　自分で選べる科目が多いことは良い。
27　3年の前半と後半とで異なる週択科目を勉強できるのは良い。
28　学習合宿は．生徒の学管に対する動機付けとして役立っている。
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コ ンピュータを

がしやすいように贅傭されている。

◆ここからの質問項目には．文章でご意見をお書き下さい。

朋　同和教育に対する指導や研掛こついて．問崩点・改善すべき点があればお書き
下さい。

42　ボランティア教育をより充実させるためには．どのような方法が考えられます
か。

43　環境改革の推進のため尉も　どゐような方法が考えられますか。

ヰ4　カウシセーリングを充実するた動；∴何が必翠だと患いますか。
－　－■■1

45　これか首の本牧の特色づイり‾・魅力づくりをどのようにしていけばよいと患い
ますか．享

46　現在の教育内容（教育鰐程1学習緬凛・押価割について．間憎点・改善す、べ
き点があればお書き下さい。

4丁　本牧の連絡指導をより良くするために．お気づきの点があればお書き下さい．

48　学校行事の中で精避できるもの．エ夫・改善できると患われるものについて具
体的にお書き下さい。

48　時間割変更のシステムについて．お気づきの点があ一ればお書き下さい。

50　本校の組織及びその運営について．問超点があればお書き下さい。

51生徒募集lこついて．問ぷ点やアイデア等お気づきの点があればお暮き下さい。

52　備品や教材教員の利用や保管について．開場点があればお書き下さい。

53　食堂・購買の運営の仕方に改善すべき点があれば．お書き下さい。・
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平成12年度学校自己評価の結果
興山県立井原ホ零学校

学校自己評■■壬研究係
1　自己評価のねらい

新高等学校学習指導要領の基本的わらいのひとつである　r各学校ぜ欄意工夫を生かし．特
色ある教育．特色ある学校づくりを進めることJを踏まえ．学校♯青戸標の達成を戸楕して．

学校組織と教育活動を活性化させ．学校自らが自校の教育を総合的に点検し．改善ナる姿勢
を明らかにすることによって．保護者や地域住民に建＊され．支持される　r開かれた学校づ

くりJを漣める。

2　自己料簡の概要

（り　押価項目
・生徒，保護者．教職員に対してそれぞれセ別に紳査喪を作成した．

・評価項目は．県内共通の項目と学校独自の評価項目とした．
・評価項目の観点別数は次のとおりである．

観 点 Ⅰ 観 点 皿 観 点 Ⅱ　 － 学校 独 自 の評 優 項 8 合

① ⑳ ③◎ ⑤ ◎ ① ⑳ ⑳ ◎ （D ◎⑳ ◎ ⑤ 教 育活働 緻書籍条件 計

生　 徒 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 0 1 0 0 9 5 2 8

保 護 者 2 0 0 0 1 2 2 1 1 1 3 0 0 0 1 1 0 l 2 5

教 職 員 3 2 2 2 2 1 2　5 3　2 4 1 1 1 1 ＿ 1 2 9 5 3

（2）評価基準
・よくあてはまる・ややあてはまる・あまりあてはまらない・全くあてはまらないの4段

階の評価とした．
・どうしても判断がつかない場合には空欄でもよいことを明示した．
・教職員に対するアンケートには，記述による評価も取り入れた．

（3）蹄価実態対象者
・全生徒（無紀名．学年のみ記入）

・2．3年の全保謙者（無記名．学年のみ記入）
・全教職員（無記名）

く4）実施時期

・生徒は2月13日．教職員は2月16日に実施した．
・保護者は，5月16日のPTA総会の場で趣旨説明をした後実施した．

（5）集計方法

山鹿占鹿追会議細』岳去・融－＝元まhH一血ニ主よごdよ一ゞ－　一士ニーニよ　弧ミ∵＝エー三∵二、ミ。二＝胤；ユニイⅧエゴ陪食血＿二三＿一一～＿」与」一【＿　d．．こ＿＿＿コご、くL＿＿」＿

・表計算ソフトを用いて集計を実権した．入力は．生徒・保護者は副担任で．教職員ほ小
事員会で行った．

3　緒よと分析
（l）集計輪黒

・■許した結果私　それぞれ辞■基準ごとの百分申で表わしグラフ化した．

（Z）分析方ま
・評繍基準ごとに百分率で表した集計結果をもとに．質問項8を次のように3段階に分

類し検討した．
▲：①（ょくあてはまる〉　と（診（やゃあてはまる）壷尾ナと全体で80％を■える鮫僧

8：①（ょくあては去る）と（診（やゃあてはまる）七尾ナと全体で紬％網後になる股間

C：◎lよくあてはまる）と◎（ややあてはまる）を足しても全体で40％を超えない鮫闇

評ヰに学年による差があるかどうかを検討ナるために，さらに次のような
な分類も行った．

D；①（ょくあて拝まる）と◎（ややあてはまる）を足した♯異に学年間で20％以上の蓋のある肝

職

（3）分析鰭集

（D生徒アンケートの結果
・生徒アンケートの‡間項日を紹）の方まで分類した結果を次に示ナ．

∴・・■‾・；－‥∵■
・観点Ⅰ（豊かな心を培う教育について）に的しては．3学年を通じて★定約な評価
が多いが．ボランティア活劇へのさ加のしやナさについては否定的な評価であった．

・観点Ⅱ（■性と創造力をはぐくむ教育）に関しては．肯定的な評価の項欄と否定的

な項月とに分かれたが，や性化・多様化への対応や教育内容の充実に関して評価が

低い．
・観点皿（学校・家磨・地域社会の連携）に関しては．かなり否定的な秤欄であった．
・教育活動に関しては．全般的に肯定的な辞儀であった．

・教育条件に関しては，食堂の存続に関しては博定的な評価であったが．教育相我の
也当者の碧知よは評■が低い．他の軟膏条件に関しては，檜定的な辞欄と否定的な
辞儀が相半ばする．

・学年による差異は．3年生で多く．教員との関係を肯定的に辞儀している傾向が強
い．1年生のみ．r自分の考えをまとめたり．発童ナる畿会が多いJと傭定的に辞

儀しているJ
⑳保護者アンケートの結果

・保護者アンケートの常闇項月を（2）の方法で分類した姑果を次にしめす．
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・観点I（豊かな心を培う●教育について）に関しては．ナベてについて肯定的な評■
であった．

・親点Ⅱ（個性と創造力をはぐくむ教育）に関しては，生徒の結果と同様な解向を示
し．個性化・多様化への対応や教育内容の充実に関して評ずが低い．

■観点Ⅲ（学校・家虚・地域社会の連携）に朋して軋かなり香走的な評ずであった．
また・保護者会（学年全体）の方が保護者面談（個別）よりも評鐘が低い。

・教育活動に関して軋全般的に寸志的な評価であった．

・教育条件に関しては，評価項日が食堂の存鰍こ関してのみであり．書定的な評縞で
あった．

⑳教職員アンケートの織果

・観点Ⅶ（個性と創造力をはぐくむ教育）に関しては．全体的に青定的な評価であっ
たが．個性化への対応や教員間の相互理解lこ関しては評傷が低い．

・観点Ⅲ（学校・家庭・地域社台の連携）に関しては．否定的な弾傷が多い．動こ保
護者よりも地域との連動こ関して辞儀が低い．

・教育括削こ関しては・全般的に★走的な辞儀であったれ本牧の特色である多様な
選択科引こ関しては．教員間で評傭が分かれるす向にある．

●教育条件に関しては．因習や情離関連の諸設備には辞儀ギ高いが．その他に関して
は評価が低い．特に教育相誘の担当者の洋知度は極掛こ評■が低い．

◎教職且の評価と生徒や保護者の評ずの比較

・教職員と生徒および教職員と保護者で共通する評瘡項日が．それぞれで（2）の分類

のどれに該当するか調べ，同じならば＝，異なる場合は教職員を基利こ生徒や保護
者の評価の方が削、場合を＋．催い場合を－の記号で表した．また2段酵の差があ
る場合は記号を2つ用いて表した．

ア　教職員の評価と塵鎧の評価♂）址l膿

≡≡≡‾≡

とらえて

いないことを示している。

多様化への対応や教育内容の改善等に関する項日には－－があり．教t員はr生

徒の多様な意見を大斯こしているJ便乗へのエ夫は怠らないJと考えていても．
教職員が考えているほどには受け止めてくれていないことを示している．遂に．
多様な選択科引こ関しての項8はいすれも＋であり．引こ見えて分かる対応への

とを示している．

・多様化への対応や教育内容の改善利こ朋ナる項目や保護者や地域との運動こ関す
る項目について詳■が低く，緻儀員とのま糞のすれが感じられる．

◎結果全般

・書点l（如、な心を培う敦動こついて）に関しては．㌃著とむ腋憩的な絆ずが多い．
教書員との意薫のずれも小さい。

●観点Ⅱ（個性と創造力をはぐくむ教育）に関して乱数職員は肯定的な評Ⅶが多い

帆生徒や保護者は肯定的な欄帽と育定的な項巨とに分かれた．削こ個性化・多様
化への対応や教育内容の充実に関して辞儀が低く．教職員との意識のすれも大きい。

・観点Ⅲ（学校・家雇・地域社会の連携）に関しては．3着とも否定的な評価が多く．

特に地域との連娩に関しては3者とも辞儀が低い．また，家魔との連騰に関して軋
教書員との意識のずれも大きい．

・教育活劇と教育条件に関しては・3着とも全般的に肯定的な辞儀であり．教職員と
の意蔵のすれも小さい．

4■まとめ

昨年度から実篤してきた自己辞書の烏果を，利こ集計しグラフに表示ナることによって

表現ナるだけでなく・託題となる醜分がどういうところにあるかをいくらかでもわかりや
すくするた＃＝こ．前述のような分析を試みた．

結丸全般的には本校の声音活動に対して一定の理♯や信群が得られていることが伺え

るが・生射こしても保護者にしても・教職Åの考える以上に多様化してきている鰐への対
応をいっそう望む意識があることがわかる●そして．モれが学校の教育活鋸こ対してもこ
れまでとは違りた中性化や多様化を求めることにつながっているように考えられる。

また・学校と蒙噂や地域との連携に関しては・開かれた学校づくりの根幹をなす如分で
あると考えられるが・これに関ナ計秤鏑が堰い点は今後開かれた学校づくりを進める上で
大きな課題となると考えられる．



平成I毎年10月2さ日

生徒のみなさんへ

声山県立井原高等学校

学牧歌馨のためのアンケ・－ト編異について

朝夕涼しく．過ごしやすい時期を迎えました。生徒のみなさんにとっては．本格的に勉学に励む好孝
となりました。特に3年生とって吼センタ丁試験や推潜入試の出願の時期を迎え．忙しい日々を過ご

していることと思います．
さて，昨年度3学期に実施しました，学校改善に潤するアンケートについて．集計と分析ができまし

たので仁全体的な結果を柳眉しておきたいと患います。この結果虐．これからの学校の運営や今後のア

ンケートの実鹿に大いに生かしていきたいと考えでいるところです．

1　アンケートの回答と国側について

平成13年2月13日終礼時に．当時の1年－3年生（現2．a年生及び今春の卒業生）全員を対
象にアンケートを実施しました．当日終札時に趣旨を説明し．アンケート用紙を配布して．記入及び

回収をさせてもらいました。

各学年の回答数（回春串）は次のとおりです．

1年生　柑2（9¢t）　2年生170（021）　8年生1朝（別川）　合計　4さ5（射精）

2　アンケートの集計と輸巣の分析について

アンケートは回収徒集計せし①－◎までの評価基準ごとに％で衰トそれをもとに質問項目を次の
ように3段謄に分類し検討しました．

A：①（よくあてはまる）と⑳（ヤやあてはまる）を足すと全件でさ¢％を超える鮫間
B：①（よくあではまる）と⑳（ややあては蒙る）を尾ナと全体でさ○％前掛こなる世間
C；①（よくあてiままる）と⑳（ややあてはまる）を足しても全体で40，もを超えない股間

また，群価に学年による象があるかどうかを検討するた桝こ．次のような分類も行いました。
D：　くよくあてlままる）と　（ややあてはまる）を足した鰯黒に学年間で20％以上の幾ある股間

その緑風吼　Aに分類される設問が11（39％），Bに分類される牧問が9（32％）．Cに分類

される股間が8（29％）．Dに分類される股間は＄（21％）でした。A－Dのモれぞれに分類さ

れる牧間については，次のとおりです。

A q ）くよくあて はまも）と⑳ （ややあてはまも）を足すと全体 で¢○％ を越 える鮫問

敗槻響 号 －1 ・■、？■

ロ 高 校入学後他 人を思 いやって行 動ナ る意粗が高 まった．

2 命 の大切 さや 世の 中のルール について 学ぶ機会が ある．

さ 人 権の大切 さや陶和 開脚 こつい て学ん だこ とを実 践の中で 生かそ うと患 う． 、

ロ A L T と親 しく語 ら，こ とは． 異文化 女流に役立 つ▲

7 習 熟度別授 業に より．自分の学 力に合 ウた授業が 受け られ る． －

8 自分で濱べ る科 やが 多い ことは良い．

9 計年の折半 と徒半 とで異なる選 択科 戸せ勉強 できるのは 良い．

川 将 来の生 き方 につい ての考え が締ま った。

山 先 生は生徒 のた捌 こがんば っている．

2さ 怖 礁づ酌ま， 保護者会や 悍穫着 面附 こ出 席 してい る。 ▼

28 食 生は今後 も存続 させてほ しい．

b①（よくあてはまる）と⑳くややあてはまる）を足すと全体で50Ii前線となる牧榊

普段からゴミの分別に注意している。

井原高校の生徒としての晴りを感じている．

感動できる学校行事があり．楽しく参加できるように工夫されている．

こ・＿tLl句．て＿■7．一■ヽi‾JLヽ■d．．．：＿▲．∵．■‥ゝlこ◆Jト．、．＿－－．■■■■lヽ書ヽ」■」L」い、J－L．＿．▲■

・1弓i㌢－▼1｛ご・・ご－■・、専一－●、■・■■－‥－鞘ゝ．・．・‾、．＿．石．

】8 学校は隼雄会活勤を通して生徒が自分たちの手で学校生活をより良くナるよう．その相削こ積極的に取り舶

んでいる．

柑 学掛ま舞鶴泉などの行事に．生徒が中心になって取り組むよう．その指導方法なとをエ大している．

20 先生ほよく相鱗lこのってくれる．

28 本校の図讐掬l坤1用しやナく．1 書は充実している．

2も さまざまな惰線を得るためにユンビ■一夕を使いやすい環動こおいてある．

2T 牧内の精篭投吼 学校生括がしやすいように塵儀されている．

G①くよくあてほまる）と（D（ややあてはまる）を足すと全体でヰ¢％を＃えない絞間
股 間事号 貯 間内8

4 ボランテ ィア活動にさ 加 しやナ い．

l O 闊性を伸 ばナ雰囲気 がある．
巾 エ未され た機 業が多 い．

12 多機な意見 を大切に してくれ る．
山 打分の考 えをま とめ たり．禦褒ナ る機会 が多い．

2 1 教書相紋の 払当吼　 との先生で あるかわ かってい る．

2 2 学 校の様子 が倶職者 にょく伝 わってい ろ。

糾 捜 集． L H R お ょび 敵活動な どゃ．校外 の人に教 えて もらったり．地域 の瀬野 を利用 ナる ことがよ くある．

○① （よくあてはぎる）遁 （やや あては ぎる）を足した＃ よで学 年で暮が2 0 †l以上 あも政 脚

鮫 問響号 ・ ，鮫 桝内さ ．

1 8 邑分の考 えをま とめ たり．発表 ナる機会 が多い．

18 ＿ 先 生月 生徒 のために がんばっ ている．

1も 井 原萬校の 生徒 としての縛 りを感 じてい る．

18 学校は生徒 会結納 を過 して生徒 が 自分 たちの手で 学校生活 をよ り．臭 くナ るよ う．その指 導に 横棒的に 取 り組
んでいる．

加 先 生は よく相 鰍 この りてくれ る。

2 丁 校 内の練施 貯吼　 学校 生活が しや ナい よクに憂傭 されてい る．

さ　結果の分析と♯肘

分類した綬脚項戸カ；ら考えられることをあげてみました．

・高校入学後．多くの人が人間的な成長を感心ていると考えられます．また，進掛こ関しても意騰
が高まっていると考えられます。

・本校の特色であるカリキュラム上での上乗（多様な漕択科目．習熟度別技廉）についでは全体と

して♯定的にとらえてもらっていると考えられます．ただし．教育内容の充実や個性化・多様化

への対応に関して軋　まだ不十分と感じている人が多いと考えられます．
・学校行事やその指導の在り方．教書股爛や先生カのみなさんへの対応について軋評価が相半ば

しているようでナ。しかし．8年生になるほど，これらの評価が高くなっていることから，進級
し学校生括が疎まるほどに．学枚の行りていることや先生方の活動に理解を疎めてもらえている

と考えられます。そのた軌井高生であることの障りも学年が進むにつれで高まるのだと考えら
れます。

・1年生で一自分の考えをまとめたり．発表する機会が多いとする人が多いのlも躁傍崩究に取り

組んでいるためと考えられます。
・施設設備面では，食堂Iま生徒のみなさんにとって大変重要な存在であると考えられます．

■　むすび

井原高校で生活する生徒のみなさんにとって，挙故を少しでもよいものにするた柳こ，アンケートを

実施させてもらいました。その線象これまで何となく感じtいたことが客観的な姑果となぅて井村け

られたり．先生方とみなさんとの意ヰのずれに気づかされたり，いろいろと参考になることがありまし

た。アンケートに協力してもらりたみなさんに感謝する＿とともに．今後ともこの学校をよりよいものに
していく努力を生徒のみなさんと一掛こしてい卓たいと考えます。

書芸　＿．．＿．■．
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学校自己月明けンケート結果の蜘報告

保妓者　各位
平成1乱年○月●月

岡山県止弁廟高等学校

初秋の険′保横着の皆様にはますます御清祥のことと存じまも平素は本校の教育活軌こつきまして
御理解と神文撞を経り厚く御礼申し上げます。

さて・PTA総会で御説明いたしれた・学校自己評価に係るアンケートにつき草して．集計と簡蝉

ではございますが分析もできましたので・御鵬申し上げます・この結果鹿これからの学校運営や今後
の学朗己評価の在り方に大いに生かしていきたいと考えているところです．

1アンケートの回書と回竃引こついて

PTA総会の資料こ綴じ込みれたアンケート用紙こ回春を糾己入いただき．お手さまを通じて回
収させていただきました・アンケート吼平成12年虞の本校の教書括軌こついての評価ということ
でお掛、しましたので・2・3年生のお手さまをお持ちの保職者の皆様を対象に御国償をいただきま
した。回答数（回答率）は次のとおりです。

2年生保横着・4d（28％）3年生保餞者　83（48％）　合計127（38％）

2　アンケートの集がと結果の分析こついて

アンケ一拍回収後集計れ①－◎までの評価基準ごとに％で表し．それをもとに質問項月を次の
ように3段階に分類し検討しました。

A‥①くよくあてはまる）と②（ややあてはまる）を足すと全体で¢0％を越える股間
I B：①はくあてはまる）と⑳仲やあてはまる）を足すと全体で50％餉後になる鯛

∽　C：①（よくあてはまる〉と⑳」ややあてはまる）を虚しても全体で40％を超ネか設槻′
∽　また・評価に学年による羞があるかどうかを検討するために一さらに次のような分類も掛、れた。

I D：①（よくあてはまる）と◎（ややあてはまる）を足した緒動こ学年㈹で卑梱以上の差のあ
る設問

その結果は一Aに分断される散開が＝（¢摘）・引こ分類される設問が4♪（1も％）．f鳶七分類

される牧閏が4く川軋Dに餓され「る散開飢（0％）でした・A～Dのモれぞれに分類さ咋
る鮫附こついては・次のとおりでナ．　　　　　11‾l‾‾■丹、／’－‾ノ■【川

L　■

A　① （よくあてはまる）‾と⑳ （ややあてはまる）三を足すと全体 ¢－○†もを越える投肝∴ －

野間審サ ’」隙間内層㌧

山 高校入学乳 他人む思いやらて行動すろ惹闘頑闇ほ克た．

2 高校入学後人Ⅶ的に成長したと感じるi・：∴‡

8 感動できる学戯行事があり．楽しく参加しているよう軋

I 生き生きと■・した学校生藤を送クている‾‾＝■よう＿だ．這ここ

5 先生は子どもの相談・質問に舷実に対応してくれている

● 高校入学敵 将兎の進路や生き方にろいての考え 辣まーたようだ。

川 先生は生徒のために努力しているようだ．こ

11 ホ‾ムページに学校裾欄にうーー、てなど，学校の様子がくわしくわかる内容があれば．とき

どき見たい．－

】8 習熟朗 根菜に・より・・■子どもの学力に合りた授業が受けられる．

17 自分で述べる科何が多いことは良い

18 如括軌こおいて・厭何の適切な指導がなされ一生徒の活動を支援できているようだ．

柑 子どもが井原高校の生徒であることに満点している．

21 保雄者面妖 （個別）は有意義なもめである．

22 保護者会や保横着面談で，子ともの学校での様子がわかる。

2a　 保横着会や保護者面餃で．子どもの学力や連射こ期することがわかる．

8 ① （よ■くあで薩まる）と⑳ 仲 やあてはまる）を足すと全件で6 0棚 後となる股間　　　 一

‾股間書号▲
股間内容

8＿・ 子どもの多様な意見を大切にしてくれている．

8 ＿ 工夫されたわかりやすl、授業が行われているようだ．

，15 学掛まPT A 活動こ対して支援・侭動こ努めている。

28 保護者会 （学年会体）は有意義なものである。∵

D　⑳（よくあてはまる） （ややあてはまる）

8　鐘黒の分析と換肘

分類した投闘傾憎から考えられることをあげてみました。

・高校入学後のお手さまの成長の様子や高校生活に取り組まれている様子を全体として肯定的にと

らえてくださゥており仁井原高嶺に通わせていることに満月していただいている部分も多いので
はないかと考えられます．　　　　　　　　　　　　　　　　）

・教職偶のお子様への対応や・∴本彼の特色である教育相上でのエ兼（多様な通釈朋．習熟度別
一授業）については全僻として機的‘ことらえてくださっているといえます。しかしながら，より
一兵体的な教育括動については仁不十分なところや十分に御理解いたかていない点があるのでは
ないかと考えられます。‾－

√；二・卵細如意批耕してく由っていると柵こ∴そ押串軸学如の様子を知庵大き
∵▲÷な機会となっていると考えられます・また′学年会件のこどよりもかめお子様の昇柳掩様子
：・：；を知ることの方が御和が高いと考えられます●個別疫学綾やお子様のことをお知らせすること
才一ミヒが大切であると考えられます。

・掌紋の様子が十効こ虐わっ亨いない・蛇保線者の方に学甥へお越しいただく機会ヤ羊知鳩り
ない・保穫者の方との間でお子欄の榊■こついてlお話しをさせていただく機会が少ないという

ような点が・㈲こ不十分な点として員立ちます・と同時に■＿学校の様子を知りたいという御要望

は師ヽと考えられ今後の学校行事や広職活動を計画していく上での蛛購となると考えられます．
・加細面として一食堂は保横着の方にとっても大変貴賓な存在であると考えられます．

■　むすび

’アンケート軌露施させていたかて，学攻を一榊かれたものとする上でも．また保緋着の方の御
柑にお応えするた桝こも・そして本線の教育蕗軌ニー層の御理解を賜り，お子様の成如願ってそ
の務めにあたらせていただくた柳こも・学校やお子株の様子をお知らせすることが大切であると考え

られまナこ少しでもそれに線びつきますようI土・2学期には本校で札授業公開を夫権す・る予定です。
ぜひお越しいただいて・お子様の様子や学校の教育活動の一端にふれていただいて．少しでも理解を

深めてくださるよう願っております・また・食堂に閲して吼厳しい経営環痍の中で努力して棚し
てきたことが報われたように感じられますと同時に・今後も棚していくかどうかに関して大きな後
押しか、ただいたのではないかと考えておりま主

なお・本牧の様子は以下のホームページで公開しております。ぜひ御覧ください。
！t伽w．Jb r■．止■且　こe．　■
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Ⅵ　　県立兼備巻頭学校iこおiナる実践事例

1　学校概要
本校は，昭和60年に開校された，県南東部2市（岡山，備前），3郡（和気，赤磐，邑久）

を通学区域とする知的障害児の教育を行う養護学校である。現在，小学部（23名），中学部

（20名），高等部（42名）に，合計85名の児童生徒が在籍しており，．障害の状態も多様で
ある。陣幸の特性から，主に「領域・教科を合わせた指導Jにより一人ひとりに応じた適切な指
導を，実際の生清の中で具体的・実際的な場面を通して行っている。そして，教育効果を上げる
ために，保護者・地域との連携を維持・向上させるよう努めている。具体的には，地域の特性を
生かした備前焼や農耕などを題材とした学習，隣接した古墳等の自然を活用した活動などがあげ
られる。また，企業などで実際に働く体験をする現場実習や，職業安定所との連携による充実し

た進路指導，地域の学校や文化活動との交流，地域を巡回しての作品展，地域の教育機関からの
障害児教育に由する相供など，地域の関係語機瀾との結び付きを大切にしている。

之　学校自己評価の基本的な考え方
（1）はじめに

本校では，これまで毎年度未に，教育陳程及び校務分牛の反省を基に評価・改善を行うとと
もに，各行事の実施後にはその反省を行い，アンケートなどの結果を踏まえて，次年度の教育
活動を充実させるよう努めてきた。

このたび，平成12・13年度の2年間にわたり県教育委員会から．「学校自己評価間査研
究モデル校」として指定を受けた。このことを契機に，本校の教育活動をより客観的に評価し，

その結果を学校準青の充実に役立てるため，学校自己評価システムの改定とマニュアルの作成
を目指した。そして，学校教育活動をこれまで以上にきめ細かく，総括的に自己点検・自己評
価し，その評価結果を基に税明責任を果たすことにより，知的障害養護学校としての経営兼任

を明らかにし，保護者・地域住民等ゐ借頼と協力を得て，本校の教育の充実・発展に役立てた
いと考えた。

（2）ねらい
①　様々な面から学校をスクリーニングできる評価項目・内容や方法を設定し，本校の今日的

な教育課眉を明らかにし，より柔軟で適切な対応ができるようにする。
②　■校務分掌が学校の運営組織として有効に機能し，全数職員が参画意識をもって取り組むこ

とができるよう，本校の学校自己評価の実施マニュアルを作成する。
③　学校自己評価を総合的に行うことができる評価の観点や項目等を限定し，数値的な処理シ

ステムを導入することにより，評価の客観性を高める。

④　評価結果を税明し，外部の意見を聴取することにより，保護者や地域年民等の倍頼と協力
を得ることができるようにする。

3　学校自己評価の構想
（1）推進体制及び組織の編成（資料Ⅵ－①）
①　学校自己評価委員会

ア　校務分掌上の位置付け
常設委月余（調査研究の期間中は，「学校自己評価調査研究委員会」として特設した。）

イ　構成
校長，教頭（4名），事務長，教務主任（3名．）…計9名

り　主な役割
（ア）実施に関する基本計画を作成する。

（イ）評価項目・内容の設定に関する原案を作成する。
（ウ）実施手順及び日程等を具体的に計画する。
（エ）評価結果の分析，考察，まとめを行う。

（オ）評価結果を基に，改善案を作成する。
くカ）その他，学校自己評価に関することに当たる。

－56－

②　学校自己評価に関する調査小委員会
ア　目的

学校自己評価を実施する際，教育活動等に関する外部の意見を聴取し，支援と協力を得
る。

イ　構成

PTA役員，旧職員，地域住民等・‥若干名

③　全体会
ア‘ねらい

全教職員が，学校自己評価の意義や必要性を罷職し，参画意織を高めるとともに，その
実施に関する流れや手順などについて共通理解する。

イ　具体的．な方策

定例の職員会軌こおいて，学校自己評価の経過や進捗状況等の報告をしたり，職員研修
として税明や意見交換を行ったりして，校内の協力・協働体制の基盤をつくる。

り　内容

○学校教育目標，重点目標，経営方針等について（4月）

○各校務分掌の重点の設定と形成的評価について（5月）
○評価項目・内容の設定と評価票の作成について＼（7月）
○学校全体・総合評価（総括的評価）の実施について（11月）
○学部評価，校務分掌評価について（1月）
○評価結果と改善案について（2月）
○評価結果の括用と広報括動について（3月）

嗟）事務局
ア　役割

（ア）学校自己評価に関する原案を作成し，連絡・調整を行う。
（イ）評価結果の集計，統計処理を行い，分析・考蕪のための基礎資料を作成する。

イ　構成

也当教頭，捜当教務主任・‥2名

（2）評価の計画と実施

①　評価葉の作成

学校教育活動全体を総合的に評価する評価票と，校務分掌ごとに重点的・具体的に評価項
目・内容を限定し，教育評価と経営評価の領域別に評価某を作成する。
ア　学校の教育課劇に応じて年度当初牧定する学校教育目棲，教育の主点，経営の方針等の
設定を受けて，各分輩・係別に具体的な評価項目・内容を重点的に設定する。

イ　評価対象者となる校務分掌ごとに設定した重点日榛を踏まえて，評価項目・内容を設定
する。

り　校務分掌評価では，共通する基本的な項目と独自の重点項目とを意識して設定する。
エ　評価結果から問題点や改善点が明確にな右よう一，自由記述棚を設定する。

②　評価葉の取入と評価の実施

学校全体を総合的に評価して，その全体的な便向から昧複を把達する段階と，よりきめ細
かく評価して課題を明確にする段階の二つの時期に分けて，段階的に実施する。

③　評価結果集計と分析

評価結果の数値を統計処理し，その全体的な傾向を分析するとともに，自由記述の内容を
参考にして課居を整理する。

く3）評価結果の活用
①　改善案の作成

評価結果から，次年度の教育計画等に反映させるため，改善案を作成する。
②　結果の広報

評価結果を，学校教育活動の成果と課題という観点からまとめ，保護者や地域等に対して
説明の機会を幅広く設定し，広報活動を活性化させる。
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4　学校自己評価の具体的な内容
（1）評価項目・内容及び評価実施対象者の設定（資料Ⅵ－②）
①　学校全体評価〔評価票A〕…学校自己評価委員会の委員（管理職用）
②　学校　総　合　評価【評価票B〕…全教職員＜※無記名で実施＞
③　学　部　評　価〔評価粟C〕・‥学部の教育課程の係員

④　校務分掌（教育）評価〔評価票D）…校務分掌の委員・係員
⑤　校務分掌（経営）評価〔評価票E）・・・校務分掌の委員・係長
⑥　外　部　の　評　価〔評価票F〕・‥小委員会の委員（保護者・地域住民等）

（2）評価基準の設定
①－　プロフィールによる4段階

4　…．よくあてはまる
3　・・・ややあてはまる
2　…　あまりあてはまらない
1　…　まったくあてはまらない
※分からないときや判断できない場合は，空欄とする。

②　自由記述による各評価票に，それぞれ自由に記述でさる欄を設定する。
③　意見聴取による外部の意見聴取については，随時の聞き取りを中心に，外部の評価を行う。

（3）評価実施時期の設定
①　11月下旬～12月上旬

学校教育活動全体を総合的・総括的に評価する。〔学校全体評価，学校総合評価〕
（診　1月下旬～2月上旬

各学部，校務分掌単位に重点的・具体的に評価する。〔学部評価，校務分掌評価〕
③　学期に1回程度

学校自己評価に関する小委員会で，意見聴取によって評価する。【外部の評価〕
喀）随時

学校行事実施の際，アンケート等で評価を行う。〔内部の形成的評価，外部の評価〕

（4）評価結果の集計及び統計処理
（D　評価票の数値結果は，表計算ソフトによってグラフ化する。
②　自由記述欄の結果は，内容ごとにキーワードで分類し，課層別に整理する・。

5　学校自己評価結果の活用
（1）学校の方向性を明らかにし．教育課程の改善に生かす評価として学校の教育課題を明らかに

して．教育目標等の設定や教育課程の改善に役立てる。（資料Ⅵ－（診）
①　学校全体評価と学校総合評価結果の分析・考桑を「学校自・己評価委員会Jで行う。
②　結果を全体会（職員会議）で全教職員に提示し，校務分掌評価の参考資料にする。

③　一連の評価結果から教育課題を把握し，学校としての今後の教育の方向性を明らかにする‘
④　今後の教育課程の改善案を作成する。

（2）次の教育活動に生かす評価として学校数育目標や教育の重点に対する各教育活動の達成状況
を明らかにし，次の教育活動に生かすための教育課題を明確にする。（資料Ⅵ－◎）
①　学部教育評価と校務分掌評価結果の分析・考察を　r学校自己評価委員会j　で行う。
②　学部及び校務分掌において，今後の教育課題を明らかにする。
③　漆黒を全体会（職員会議）で全教職員に提示し，教育課題についての共通理解を図る。
④　評価結果から，各校務分掌の次年度の改善案を作成する。

（3）学校の説明責任を果たす評価として学校教育目標等の達成状況を明らかにして．保護者や地
域住民との連携を深め．その信頼と協力を得る。
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①　学校自己評価の結果を嘩校自己評価委員会Jでまとめる。

②　学校教育活動の成果と課題を，全体会（職員会議）で共通理解する。
③　r情報公開検討委負会」において；広報する内容の検討をする。
④　学校教育活動について，保護者や地域等へ説明と広報清動を毎う。
【具体的な場面〕

ア「学校自己評価に関する小委員会」において説明する。

■イ　毎年度当初の参観日，PTA行事等でr本年度の学校教育Jの説明に盛り込む。
ウ　学校公開事業等におけるr本校の教育についてJの説明に活用する。

エ　毎学期末に発行している学校広報紙rとうび」やP－TA広報紙「あかまつ」に，学校教
育清動についての説明や学校自己評価結異について，公表する機会を設定する。

オ　インタ・－ネットホームページを更新する際∴構成する内容に盛り込む。
カ　学校紹介リーフレットrとうびようごのしおり」に反映させる。

6　成果と課題
（1）推進体制及び組織
①　学校自己評価委員会

2年間の指定事業においてはr学校自己評価調査研究委兵舎jを特設し，学校自己評価推
堪の中心的な役割を担ってきたが，学校自己評価を本格的に導入する平成14年度からは，
特別委員会として嘩校自己評価委員会」を常設する○本妻貞会は学校自己評価を実施する
上で中心的な役割を具たし，学梗自己評価に関する多くの事柄を検討するため，年間にわた
って計画的に開催する必要がある。また・検討する内容は学校教育の基本的な方向性や，各

学部・校務分寒の細部にわたる。したがって，・その構成員については，校内分掌組織の編成
の際，十分に配慮することが大切である。

②　学校自己評価に関する調査小委員会

調査小委負会は学校自己評価委員会に属する組織であり，学校自己評価結果についての説

明を行うととも・に，学校教育括動についての意見を聴取する場となる。また，構成員は保護
者・地域住民等と甲パイプ役れて期待できる。したがって，平成14年度から本格的に導
入される「学校評議員制割と類似した機能をもつものである。

今後は・この小委員会の機能を充実・発展させて「学校評議員制割に位置付けるように
なると，外部評価としての機能を十分に果たすこともできると考えられる。

③　全体会（職員会議）

学校自己評価の実施により，学校教育活動を滑性化させるためには，評価活動が形式的に
一なったり形骸化したりしないよう，学校自身の内部努力による自己教育力の向上が必要とな

る。また，常に組織として自らの取組みを謙虚に振り獲り・全教職員が学校自己評価の意義
や梯能について共通理解し・評価結果が今後の教育活動に生かせるようにすることが大切で
ある。一そのために軋評価の各段階に全体会を位置付けて，学校全体で確認し合うことが求
められる。一

④　事務局

事務局適当者は・「学校自己評価委員会Jの委員の中から溝出されるら学校自己評価推進
の条件整備を担う事務局担当者軋複数の配置が望まれる○本校では捜当教頭と担当教務圭
一任の各1名にしている。評価結果の集計・統計処理は情報検器で行うた軌情報教育係との
連携も大切になる。今後の評価粟の改善■改良に伴い，より簡便に処理できる集計方法を考
案する必要がある。

（2）学校自己評価の内容（資料Ⅵ－⑤）

①　評価票の作成（資料Ⅵ－⑥）

本校において様式として作成した評価票は，A～Eの5種類である。〔評価葉A・B〕軋
学校全体の総合的な総括評価を行うためト網羅的に定型化した評価項目と，抽象的な内容の
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設定となった。

学校全体評価裏【評価票A〕（資料Ⅵ－⑦）●の領域は，校務分掌組経と関連印ナられたも
のとなる必要がある。また，観点については学校経営の方針等との整合性を図ることが大切
である。

学校総合評価葉〔評価葉B〕（資料Ⅵ－⑧）の評価内．容は，本来，年度当初各校務分掌が
設定した重点目標・課題を反映したものにする必要がある。

学部評価【評価稟C〕，校務分輩（教育）評価【評価票D〕，校務分掌（経営）評価〔評価裏

E〕は同じ様式（資料Ⅵ－⑨）で作成している。いずれも年度当初設定した重点目標及び課
題を基に，焦点化した具体的な評価項目・内容を目指しているため，この設定作業そのもの
も評価の対象となる。より的確な評価項目・内容を具体的に設定しト組織として客観的な評
価を実施することは，外部への税明責任を果たす意味からも，今後更に重要になってくる。

【評価票F〕として設定した外部評価については，主に聞き取りによる意見聴取を想定し

ているため，現在の段階では様式としては作成していない。
学校行事などの事後に行っている形成的評価は，各担当者が適宜作成した項目で実施し成

果と課題に整理して，改善すべき事項を引き継ぐよう配慮している。この結果の累積された
ものをどのように学校自己評価に生かすことができるかは，今後の課題である。

②　実施時期
本校では11～12月期と1－2月期の2段階で評価を実施することにした。先ず，学校

全体・総合評価で学校全体の傾向を総括的に把握し，その結果を踏まえて各学部及び校務分
掌評価を行うことで，より焦点化した取組みにしたいと考えた。
従来から年度末に実施していた　r教育課程及び校務分掌の反省」と，1～2月期に行う評

価とをいかに円滑に結び付けるかという点が今後の課層である。

③　集計・分析・考察等

数値的な評価結果の集計から統計処理までは，表計井ソフトの機能を活用し，評価結果の
平均値をレーダーチャートなどにグラフ化して，全体的な評価結果の傾向を把達した。

自由記述棚はキーワードによる集計・分類から課題を整理し，学校自己評価委員会で考蕪
を行うことになるが，集まった意見が多岐にわたる場合はまとめる作業がたいへん煩雑であ
る。あらかじめ，数値的な評価結果を参考にして，方向性をもって整理することが大切であ
る。考蕪を行う際，外部の評価との関連付けが今後の課題となると考えられる。

7　まとめ（資料Ⅵ－⑳）
（り　学校自己評価の意艶

個性的で特色のある教育活動を進め，開かれた学校づくりを目指すには，校務分掌組織や運
営体制を改善したり，教育活動を見直したりするための，学校の実態に即した学校自己評価の
実施とその結果活用が大切である。

学校自己評価を学校に定着させるためには，①学校評価とは何か，②学校自己評価はなぜ必
要か，③学校自己評価は「いつ，どこで，誰が，何を，どのようにJ行うか，④評価結果をど
のように生かすかなどの様々な点について毎年度検討を深めることが必要である。

（2）推進組織・体制について
学校自己評価は，校務分掌としての　r学校自己評価委員会Jが中心となって取り組むことに

なるが，取組に当たっては全教職員の学校自己評価についての理解と認識を深め，校務分車ご
とに組織的に協力・協働体制を確立することが重要である。そのためには，教職員の意識付け
を図るための校内研修等を計画的に実施したいと考える。

（3）評価票の作成について
今日的な学校の状況や教育課題に対応するためには，学校自己評価の評価項目を設定する際，

評価の観点や内容を，どのように構成するかという点が大変重要になる。

また，教職員一人ひとりがいかに学校運営に参画し，校務を分担して職務を遂行しているか
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という意識に立つことができるかということが，学校を自己点検・自己評価する上で大切であ
る。

したがって・評価票を作成する段階では，年度ごとに全教職員によって評価内容を加除修正
するなどの検討を行う体制をつくりたい。．

（4）評価穂果の活用について

学校自己評価結果を集計・処理・分析・考察・課題の分類・整理，まとめ，改善案の作成，
次年度の教育計画への反映など，その活用までの過程には多くの段階がある。これらの各段階
に教職員が分捜して協力体制により参画することが，学校自己評価の取組みを校内に定着させ
る上で重要なことであると考える。自分で課題を設定し，自ら作成した評価票を使って自己評
価・点検するtこと軋評価結果を活用する段階でより深い意味をもたせることができる。

評価結果は考森の後・各校務分掌の活動に生かすことができるとともに，学校の連営組耗と
して総合的に見直しや改善を図ることができるよう，具体的な改善案や改善計画を，見通しを
もって作成することが大切である。

これらの点を考慮しながら・学校広報紙・インターネットの学校ホームページ，学校紹介リ

ーフレット・PTA広報紙など及び学校教育を鋭明する実際的な場面において，それぞれの学
校自己評価結果を活用することにより，学校としての説申責任を果たすことができると考えるt

（5）その他

外部評価として行う保護者・地域住民等からの意見聴取や，学校自己評価と学校評議眉制度
との関連に？いては，学校や地域の実情・実態に応じた制度の運用の在り方を検討することが
必要である。今後とも，県教育委負会と連携を取りながら本校教育の充実と発展に努めたい。
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学校自己評嘩項個の設定と評価其の作成について
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資料Ⅵ一⑥：学校自己評価項目分類及び分担一発

・評　 価　 鼻 隕　　 囁 ．顎　　　　 目 ：分 雑 草 号　 ■

A 学 校 全 体 評 価 ，

B 学 校 総 合 評 価 ■

1 学 校 経 営
1 教 育 目標 A B ’ 二l 、 1

2 経 嘗 方 針 ・ A B 1 ．2

3 重 点 目 標 A B　 ■ 1 ■3

2 組 織 運 営 ‘

1 校 務 分 筆 A 月 ． 2 q

2 宇 部 経 嘗 ■　A B ．2 2

3 学 年 ・学 級 経 営 A 8 2 3

4 職 ．員 会 読 ∴A B 2 ■4

5 各 帯 李 ．民 会 ・】 A B 2 5

6 各 種 会 読 等 ・ ．A B 2 6

3 研 究 ・‘研 修 ・．
1 校 門 研 究 A B ． 3 ・■1

2 校 内 研 修　 ■ A B 3 2 ．

3 珊 研 ・修 A B ▲　 3 3

4 教 育 課 程 ・

1 冥 簡 把 握 A B ・′4 仙

2 ヨ胃導 l汁画 ・形 二階 A B 一 ・ ．4 ． 2

3 教 育 冥 鞍 ，教 材 ・敬 具 ‾A B ． 4 ■3 ■

4 評 価 A B 4 4

5 学 習 指 導

1 目 立 雪盲！恥 A B ・■ 5 ロ

2 ：直 衝 教 育 ．A B ・ 5 2

3 特 別 括 ！軌 ■ A B ■ 5 3

4 生 徒 1訝 導 A B　 ■■ 5 4

5 ：準 跨 】菅貞幕 ・・ A 月 5 5

6 人 権 ・J同 和 教 育 A B ・ 5 6

6 保 健 ・安 全 ・ A B ・・ 6 0

7就 学 ・教 育 相 釈 ． A B ■・7 ． 0

8 P T A ・地 域 社 会 淳 携 A B ・ 8 0

9 文 書 管 理 ． A B　 ■ 9 0

1 0施 設 ・l設備 A B ．10 ． 0

1 1経 理 事 務 ・会 計 ・・A 上5 1 1 0

C 学 部 評 価 ．
1 ／Jヽ 宇 部 の 歌 ．育 ・一 ． C u 0

■2 中 学 部 の 教 育 ・ C 2 0 ．

3 高 等 部 の 教 育 C ■■　3　 1　 0

D 教 育 課 程 に 関 す

る 分 掌 の 評 価

1 教 育 課 程 D 凹 0
2 特 別 括 動 D 2 ■0 ・

3 生 徒 指 導 ■ 3 0

4 進 路 摺 専 ’ D 4 ． 0

5 自 立 清 勤 D ＜ 5 ■　 0

6 人 権 ・・同 和 教 育 D ． 6 ・0

7 学 習 指 導

1 交 流 教 育 ．・D － て ・1 L

2 図 書 Ⅳ 教 育 ・ D 7 2

3 視 聴 先 教 育 ． ■．D ■　 7 3

4 情 報 教 育 ．■ ● 7 4

5 学 校 一事育 ． D　 ・ 7 5 ・

8 塊 健 ・安 全 ■・
1 学 校 保 健 ■ ■D 8 ■l
2 苧 環 安 全 ・ ■D 、’8 ・2

3 学 校 給 食 －．D ． 8 3　 ●

9研 究 ・研 修
1 校 内 研 究 D 9 ロ

2 取 且 研 修 ・ D 9 ． 2

10実 行 委 負 会 ．

1 運 ！粉食 ■ ．D ・ ． 10 q

2 字 習 発 表 会 ■ ■ 10 2

3 収 穫 祭 ．一　D 10 ．3
4 卒 業 式 ・ D 10 4
5 彬 ク「●作 品 展 ・U ●10 5

E 教 育 結 集 件 に 関

・す る分 掌 の 評 価

1総 務 ・教 務

1 就 字 ・啓 育 ；相 談 E 山 1 ・
2 介 複 写 停 頓　 ■ ・E ．1 －　2

3 学 校 公 開 ・ E ・． d ・3
4 初 任 者 研 修 ‾’■′E 巾 4

2 庶 務

1 調 査 ・統 計 ・ ・ E 2 d

2 ス クー ル ′ミス ′E　 ‾ 2 ．2

3 広 報 ・ ■ ・E ‘ 2 ． 3
4 福 利 ・厚 生 ・E 2 4
5 ！幕罪 芙 化 五 ‘． 2 5 〉
6 掲 示 ．・－　E 2 ． 6

畠渉 外 ．・
1 m E ． 5 1 ．

2 参 観 日 ・ E ．・－ 3 2

3 同 窓 会 ・E 3 3　 ■

4 各 種 季 長 会
1・常 設 委 員 会 ．E　 ■ ，　 4 凹

2 特 別 委 鼻 会 ． 、E ・ ．4 ・ 2
・3 そ の †阻要 具 芸　 ■ E 4 1 ’ ■3
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資料Ⅵ－⑤：学校自己評価実施の流れ
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資料Ⅵ－⑧：評価票（教職員用）
学 ・稜 線 合 評 価 薫 【教 職 雇 用 】

軋 す域 評 価 項 目 評　　　　　 価　　　　　 内　　　　 容 プロフィール

・1

2

3

4

5

■6

7

． 8
9

1■0
四

■12

．13．
14

15

16

17

18

19

20

－2 1

2 2

2 3

教
育

課
軽 ・

等

の
学
校

の
教
育

活
動

に
関
す

る
坪
鱒

実 態 把握 児 童 生徒 の実 態把 握 を的 耗 に行 っ て い る． 4 3 2 1 ・
教 育 計画 各 年度 の 教育 計画 作成 に 当 た って は， 教 職員 で 話 し合 って い るb 4 3 2 1
教 育 的ニ ー ズ 本 校 の教 育括 動 乱 児 童 生徒 や 保護 者 の ニー ズ に合 っ てい るこ 4 3 2 1

教育職層 の編 成 学習指導貫債の趣旨を生か し，児i 生徒の実態を考点 した教育職琶 の編成がで きている 4　3　2 1

指導計画 の作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■
年 間指 導計画 ・個別 の指導 計 画の 作成 に 当た って， 教職 員で萌 し合 って い る 4 3 2 1

評 価 の活用
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ll
教 育活 動 全般 にわ た る評 価 を行 い ．次 年度 の 計画 に 生 か してい る． 4 3 2 1

個々の指 導開 摺 軋 こ当 た って は．個 々 の指 導性 慮 を 明確 に してい る． 4 3　2 1

体扶助嘩習切■彿 児 童生 徒 の実 態 を踏 まえ， 体 験 を重 視 した李 習指 導 を行 っ てい る． 4 ■3 2 1 ．
学 習形 態 個別 学 習や グルー プ学 習 な ど．学 習 形 態 のエ 夫 ・改 善 を行 って い る 4 3 2 1■
興 味 ・関心 　　　　　　　　　　　　　　　　 b

個 に応 じた視点 で ．一 人ひ と りの 典 味 ・l乱心を考 慮 した 指導 を 行 って い る 4　3 2 1
評価 評価 の 在 り方や ．指 導記 録 の 振 り方 止っ い て話 し合 って い る． 4 3 2 1
生徒 指 導 児壬 生 徒 の実態 を踏 ま え， き め細 か な配 慮尤 よ る生徒 指導 を行 っ てい る 4　3 2 1
安 全 教 育 安 全 に 配慮 して．■組織 的に 対応 で き る危 機 管理 体制 が 整 って い る 1 1 3 2 1
早 期 指 導 　　　　　　　　　　　　　　　　 ■

間雁 行 勒の 防止 な どのた め に． 早 期指 濱 に女 めて い る． ・4 3 ．2 1 ．
相 供 給動 ・ 保 護 者 に対 す る相 敬体 制 が整 備 され てい る． 4　3 2 1
連 携 生徒 緒動 こ関 して．家 庭 ・地 域 ・阻 係精 機 射 との 緊密 な連 携 が で きて い る 4 3 2 1
進 路 指導 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■

児霊生♯個■が将来の生き方の遭択や決定ができるよう 系統的な進路指導を行っている 4 3　2 1

T T 学 年 ・学 級経僧 の改善 に ，・m の よ さ を生 か して 取 り組 んセ い る ．・ 4 3　2 1
魅 力 あ る学校 　　　　　　　　　　　　　　 11

学校 ・学和行事が児 童生徒に とって．魅力あ るもの とな るよう創意 工夫 してい る 4 3 2 1 ■
道 徳教 育 児 童 生徒 に．社 会 規範 や市 民 道徳 を守 る意 職 が育 ち ょ う配慮 して い る 、4 3 2 1

ボランティア揺動
　　　　　　　　 払．且こ」畑 J 出 一 仁， ．
華 仕等 の 体験 的な 学習や ボ ラン テ ィア活 動 を 取 り入れ た指 軋 こ務 めて い る 4 3 2 1

人権 教 育 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 tl
人柵尊▲の精神を青む機々な学習用 や柑導方法について 全数職■で惜 し合 っている 4 3 2 1

同和 教 育
　　　　　　　　　　　 ■　　　　　 ●
触 りや傭人のない社会の実現盈・目指 して．主体朋座 生き方を学習できるようにしている 4　3　2 1

2 4

2 5・

2る

27

28

29

30

3 1

32

33

34

35

36

37

管

理
運
営

面
等

の
載
育

語
粂
件 ‘．

教育 目棟専
　　　　　　　　　　　　　　　 －ヽ　 ■
学校 の教育 日払 経営方針 ，重点 日掛 こつ いての考 え方が，明確 に され てい る。 4 3 2 1．

校務 分 掌 校務 分 掌 ・■係 な どの分抱 と． ★任 の所 在加 明・らか・に されて い る． 4 3 2 1
係 間違凛 各 分掌 ・係 や学 部 ・学年 間 の運 塊 が 円滑 セ ．有 機 的に 機癒 してい る 4 3 2 1
各種 会 議 職 ■ 会 議 を始 め とす る各 種 会議 が 円 汁 に運 営 され， 有 効 に機能 して い る． ■4 3 2 1 ・
相互 理 解 散れ▲の相互理劇による付精関係に基づ き，射 引こ相談 し合える人間関係がで きている 4 3 2 1 ■■
職 員 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

職 1 相 互の 情報 の流 れ 加円 汁 で， 協力 体 勧 が でき てい る。 4 3 2 1
危機 管 理 事件 ・事故 ・災曹等に対して．迅速かつ道切 な対処方法が÷ニュアル化 されてい る 4 3 2 1
環 境 美 化 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■

児 土生徒 の学習の軌 こふ さわ しい教書 蒲魔 の股 定 と，環境 美化がな さ．れ てい る 4 3 2 1
地 役 ・牧 傭 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○

地 役 ・股 傭 の改 善 につ いて は ．長期 的な 見通 しに よ り計画 され て い る。 4 3 2 ■1
安 全 点 検 施 取 ・設 備 につ いて， 日常的 †定期 的 な保 守 ・・点 検 ．整備 がな され て い る 4 3 2 1
購 入 　　　　　　　　　　　　　　　　　 lb

傭 晶 や教 材 教具 は計画 的 に購 入 され ． 十 分 に活用 され てい る．・ 4 3　2 1
情報 ・視聴鷺榔 コ ン ピュー タ機器 ・視 聴 覚機戯 は整 備 され ・■十分 に活 用 され て い る 4 3 2 1
牧 内研 修 　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■

校 内研 修 組織 が稔 能 し∴計 画 的 に研 修 を実 施 してい る 4 3 2 1

4 3 2 ■1
校 外研 修

　　　　　　　　　　　　 ■
出 掛 こよる校 外研 修 に，計 画 的 た参 加す る体 如 ミ整 って い■る．

3 8 研 究 ・研 修 校 内研 究 の内 容 は，教 育実 践 に■役 立 ら もの とな って い る
4 3　2 1

3 9

4 0

4 1

4 2

4 3■

4 4

4 5

・46
4 7

48

に
関

す

る
評 ‘
価

授 業研 究 　　　　　　　　　　　　　 ■l
教 員間 ヤ 授業 方法 等 につい て ．検 討 す る機 会 を積壌 的に も っ七 い る 4 3　2 1

出 張朝眉 　　　　　　　　　　　　　　　　 b
研ず ・研究会・各種講座制 こ参加 した成果を 他の故職■に広げる機会が役けられている 4 う 2 1

4 3 2 1

4 3 2 ■1 ■

■4 3

文 書管 理 　　　　　　　　　　　　　 コギ　　　 ●
公文書や各種案 内等 の文書 の収受∴発送 保管に 関す る管理が十分 にで きてい る

文 書事 務 　　　　　　　　　　　　　　 ．ヽ■
公文 書 の発 行や ．決 裁に い た る 円滑 な シス テ ムが設 定 で きて い る

公 文書 　　　　　　　　　　　　　　　 lゝ指 導 要録 等 の公 文事 の記 入 ・・点 検 ・保 管 が適 正 に行 わ れ てい る

個 人情報 管 理 　　　　　　　　　 」　　 ○
児童生徒の個人情報に馳す る管理システムが 個人情報保覆の観点から確立 されてい る

　 2 1

4 3 ・情報 収集 ・活 用 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○
教育括軌 こ関する情報を積極的に収集■・・管理し 教職員や児童生徒，保篠者へ周知している

　 2 1

4 3 2 1地域 交流 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■保 護 者や 地 域の 人 々 との 交流 の機会 を 積極 的 に設 定 す るよ う務・め て い る
4 3 2 1‾

関係 諸機関連携 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○近 隣 の 学校 ・儲 係 諸機 関 との連 携 の機 会 を設 け 教 育活 動 に生 か して い る 4 i

セ ンター的役割
　　　　　　　　　　　　　 －ヽ　　　 ■

地 域 の 障専 児教 育の ．セ ン ター 的役 割 を 積極 的 に果 た して い る∧
　 2 1 ．

4 3 －2 1



賃料Ⅵ－⑨：評価票の作成用モデル

教育書菜種に関する分掌の評価票

分額番号 D－1－0 餅　域　名 1　教　育　課．程

【重点日額及び殊題】

○基礎・基本の重視と指導内容の精選

Q児童生徒の実態ほ即した学習形態の工夫

○小中高の指導の一貫性

○児童生徒一人ひとり の教育的ニ⊥ズを踏まえた教育課程の編成

l共 通評 価項 目】‾′

軋 ∴・評 一　価 二L・・■・．頑 ・：二・一目　 ‾・∴　内　 ■容 ■．．．■ プ ロフィール

1・ 前年 度の 評価 結果 を生か して いる。■ 4　 3　 2　 1

2 児童 生徒 一人 一人 の教育的 ニーズ を踏 ま えてい るニケ■：■L■■ 4 ．3　 2　 1

3 児童 生徒 の実 態 に即 して いる。 4　 3　 2　 1

4 個 々の 教育課 題 を明確 に して，教 育計画 を作成 して いる。 4 ・3　 2　 1

5 教 育計 画 につい て共通理解 を図 ってヤ、る。 4　 3　 2　 1

6 小 中高 の指 導の一 貫性 を図って いる。 4 －　3　 2　 1

7 4　 3　 2　 1

8 4　 3 ◆　2 ■　1

9 4　 3　 2　 1・

1 0 ・ 4　 3　 2　 1

【独自評価項目】

軋 評　 ■　価　 項　　 目 ・ 内　 容 プ ロ フ ィ ー ル

1 基 礎 ・基 本 を 重 視 し ， 指 導 内 容 の 精 選 を 図 っ て い る 。 4　 3　 2　 1

2 ‾■ 適 宜 ， 形 成 的 評 価 を 実 施 し て い る 。 4　 3　 2　 1

3 4　 3　 2　 1

4 4　 3　 2　 1

5 4 ‘3　 2　 1
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資料Ⅵ－⑳：学校自己評価及び調査研究全体計画（構想周）

嘉
卦
幣
葦
喋
ヨ
匿

（
国
賓
）
厘
藁
蕗
榊
b
醇
P
感
草
陰
山
皿
聾
卦

嶺
併
発
山
欝
汀

▲
㈲
㈲
膠
降
臨
Ⅲ
Ⅲ
誉
銅

隅
凹
悶
掴
隅
凹
闘
掴
出
闘
捌
闘
紺
凶

茸

卦

巾

m

01

rイ

l　　　　 t　　　　l　　　　　　　 l　t　　　　　　　暮

雲

．堰威

．＿ポ濱

轟
朝

忘

寧

壷

噂

缶

Q
h
エ臼h下
ミ

1一義　掛　喝　e 凝　 鱒　恵　庭　 掛　e 婆

†

私室裔伽e ぜ鴫刃鮭　野・区部峰台朝　鮮刃令嬢

†

司

ヰきliH
●‖HHH“
重
圭
‖u

l 礫志・虫鯨・紺條 k ・…

†

H 弥増瓜田詭阜〔軌掠都腱・虫謝嗜捻串】Q條培

＿U
サl
e
ご．葺ミ・．二

軍ぐ
去二・二士

ラi

襲

菜

朴

N

N
▼・■

▼・■▼・■

○
l・・■

ロ

帽

葉書

中幕

■l H
h

打董

吾
HH
…
H

●妻

室

i
HH
†H
1

…◆嚢

糎
感
褒
鰯

義

缶

e
皇

眉糊
ヰヽキ

I 礫㌫・収容・紺條 k 岬－

†
朴 婁 皿 旧 盆 嘩 【執 事 朝 せ ・新 車 愛 車 鈷 卓 ）Q ■條 増

●■‥　・・
蕎

軍

聾

芸 警 貰

鎗 医
り

T

ふ展

慧藁
か蘇

壷嘉

．憶壷

t監憲章

？ 賀弓′ラ；蓋
賛辞Q老…二三1…

茸
卦

l■

8

6

ti〉

ll）

■寸

褒墨

薫蓋■

酢
密・

…1・・ミ

掛塵

H‡ま
…Hl‖t瑞

・胤
蜜

霊

蛮褒
意
轟
．．朝

這
寧
壷
琶

蜜
盲萱
虐伺貪キ

芸嚢

壷蓋塵

駄gぷ

欝 － 頒
・・●怠

お
琴

礁
如
亜

喝
州
e
蕃

虫

哨
褒
嘉

鞋
臼

苓㌣「

こ

r 華
撃

・テ・

電

噂 養

陣
三・さミミ，Z±．二

、三．吏丁三三 傭
叫
胞

警暮雲翠

廣
卦

朝
蜂

叫
聾

号朝
禰叫

・雌
ね型

螢
聾 装 庫

倒
轍
令 壷 露鱒

・・・・示・・＝
準習

卦幸血旧法捏露榊昏償研トミ鮒 搬　＿



■■


